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　宮みや本もと家けの二階、伊い織おりの部屋の隣となりには、伊織の叔お父じに当たる宮本頼より通みちの部屋がある。

　伊織の父と似た気質を持っているのか、同じく学者の道を選んだ叔父の頼通にも放ほう浪ろう癖へきがあり、研究のためと称して一年の大半を海外ですごしている。おまけにひとつところに長く滞在するということがめったになく、今どこにいるのか、伊織でさえ正確には摑つかんでいない。

　ただ、何の前触れもなくふらりと帰国してくることが多いので、こうしていつでも滞在できるように、最低限のスペースだけは確保してあるのである。

　もっとも、ベッドにはマットレスもないし、古びた机のほかには調度らしい調度もないがらんとした部屋では、とても満足に寝起きすることもできない。

　そんな叔父の部屋に、叔父以外の住人が入ることになった。

「…………」

　伊織は一階と二階とを何度も往復し、運送会社が玄関先に置いていった荷物を黙々と運んでいた。どれもこれも伊織の荷物ではないのだが、なぜか伊織が運ぶはめになっている。

　釈しやく然ぜんとしないものを感じはするが、今そのことに異い議ぎを唱となえたところで事態は好転しないということを、すでに伊織は察していた。

　あれらはそういう生き物なのだと――そういう自己中心的で身勝手な存在なのだと、伊織自身が認めてしまっているのである。

　無数のダンボール箱や巨大なバッグを叔父の部屋に運び込み、今度はこれをどう収納しようかと伊織が思案していると、下の階から伊織を呼ばわる声が聞こえてきた。

「イオリー！」

「イーオーリー！」

「……聞こえている」

　首筋に手を当て、伊織は乳にゆう酸さん混まじりの溜ため息いきをもらしてバスルームに向かった。

「――今度は何の用だ？　おまえの荷物なら、きちんと叔父さんの部屋に運び込んでいるが」

　バスルームと脱衣所とを仕切るすりガラスに白い影がちらついたのを一いち瞥べつし、伊織は壁に寄りかかって尋たずねた。

「荷物のことじゃないんだけどさぁ」

「あのねーあのねー！」

　シャワーの音と、それに少女たちの声が混ざり合って反はん響きようし、聞き取りづらいことこの上ない。伊織は眉み間けんにしわを寄せて眼鏡めがねを押し上げると、少女たちのセリフを無ぶ愛あい想そうな斧おので断ち切った。

「何をいっているのか判わからん。しゃべるならひとりずつしゃべれ」

「だからぁ、お風呂上がりに何か作ってって話」

「おなか空すいたおなか空いた！」

「……結局それか」

　人にはたらかせておいていい気なものだと、伊織は少女たちに――特に背の高いほうに――心の中で毒づいた。

　腕時計を確認すると、まだ夕食までには時間がある。そもそも、伊織のほうはまだ力仕事が終わっていない。

「――一いつ服ぷくするにしろ食事するにしろ、おれが荷物を運び終わってからの話だ。それまで我慢できないというのなら、自分たちで適当に用意するか、さもなければおれと交代して自分で運ぶんだな」

「無理ー！　クリス、ごはんの用意なんかできないもん！」

「わたしも無理かもー！」

「……だったらおれにも無理だ」

　と、伊織はそのまま二階に戻ろうとした。

　その時、バスルームのガラス戸がいきなり引き開けられ、ボリュームを増した少女の声が伊織を振り向かせた。

「イオリ！　パスタパスタ！　パスタがいいよ、ゆうごはん！」

　夕食のメニューについて大声でアピールするクリスタベルは、愛用のシャンプーハットの上に水を吸って重みを増した金髪をでろんと載のせ、全身泡まみれの恰かつ好こうで大おお袈げ裟さなジェスチャーをしている。が、それが何を意味しているのか、伊織にはさっぱり理解できない。

「あのね、あの赤いの！　赤いのかけたやつがいいな！　あとはパン！　外がカリカリしてて、中のほうはじゅわっとしてるやつ！」

「……ひょっとしておまえは、トマトソースのパスタとガーリックトーストのことをいいたいのか？」

「それ！」

　ふふんと鼻息も荒く、「正解！」といわんばかりに伊織を偉そうに指差すクリス。しかし伊織は、恥ずかしげもなく全裸で仁王立ちしているクリスではなく、その向こうの、シャワーヘッドの下で熱い湯を浴びている少女の白い背中を見ていた。

「…………」

　さっきまでわしわしと長い髪を洗っていた少女が、いつの間にかその手を止め、肩越しに伊織を見み据すえていた。

「イオリ……アナタ、何見てるの？」

　低い声で尋たずねる少女の唇くちびるが吊つり上あがっていた。笑っているようにも、また、怒っているようにも見える。

「……不ふ可か抗こう力りよくだ。おれは何も見なかったことにしておく」

　少女の視線から逃げるように、伊織は足早に玄関へ向かうと、最後のダンボール箱をかかえて二階へ戻った。

「……文句があるならパリへでもヴェルサイユへでも帰ればいいんだ」

　ひとまず荷物を床に置いた伊織は、愚ぐ痴ちといっしょに溜息をこぼし、新品のマットレスが敷かれたベッドに腰を降ろした。

　部屋に運び込まれたダンボール箱は全部で八個あった。搬はん入にゆう作さ業ぎようによって舞い上がったほこりが、窓から射さし込こむ西日を受けてかすかに光って見える。

　届いた荷物の大半は衣類だそうだが、この部屋にはもともと作りつけのクローゼットがあるから、ここに収納しきれないということはないだろう。

　ただそのためには、今クローゼットの中にしまっているものをどうにか処分しなければならない。

　短い休息を終え、いきおいをつけて立ち上がった伊織は、クローゼットを開いて中にあった骨こつ董とう品ひんに手をかけた。

「――あの時、梱こん包ぽう材ざいといっしょに粗大ゴミとして出しておくんだったな」

　そうぼやきながら伊織が引きずり出してきたのは、クリスがアイルランドから日本への〝渡航〟に使った、あのアンティークな棺ひつぎだった。これが届いた直後から、あまりに非常識なもろもろのことが一度に起こってしまったせいで、伊織も処分するのをずっと忘れていたのである。

　棺を引きずり出してできたスペースに、伊織はダンボール箱を整せい然ぜんと積み上げていった。箱を開いてきちんと衣類を収納する作業までは、さすがに手を貸してやるつもりはない。

　箱をあらかたクローゼットに押し込んだ伊織は、部屋の隅すみに棺を移動させ、あらためてその意い匠しように見入った。

「……ゴミに出す以前に、そもそもあの船便を受け取り拒否しておけば、あれこれと面倒なことに巻き込まれずにすんだんだが」

　すべてはここから始まったといっていいのかもしれない。

　伊織は感かん慨がい深ぶかいものを感じながら、久しぶりに棺のフタを開け、そして眉まゆをひそめた。






















　駅の南口から公園に向かうルートは、特に天気に恵まれた休日には、尋じん常じようではない人出で埋め尽くされる。

　その混雑の中を、人の波をかき分けながら、宮みや本もと伊い織おりは懸けん命めいに走っている。

　いまだに事態を呑のみ込こめないまま、ただ危機感にせっつかれて、非力なインドア少年の分ぶん際ざいで走っている。

　そのかたわらに、被保護者であるクリスタベルの姿はない。

「くそ……っ！」

　走りながら、伊織はケータイで早はや瀬せ薬くす子こに連絡を取ろうとした。しかし、つい五分ほど前に別れたばかりの薬子のケータイは、すでにドライブモードになっている。今頃は気分よくクルマを走らせていることだろう。

　かといって、傷心の大おお路じ常葉ときわに応援を頼むのも気が引ける。何より、リリオーヌが傷ついて臥ふせっている状態では、常葉を頼ること自体が無理な話だった。

　伊織は小さく舌打ちして携けい帯たい電話をポケットに押し込み、数メートル先を見み据すえた。

　人混みの中を、赤みがかった長い髪をなびかせて、制服姿の少女が走っていた。人と肩を触れ合わせずには移動できない伊織とは対照的に、流れるような動きでたくみに人々の間をすり抜け、軽やかに駆かけていく。

　その小脇にかかえられているのが、ほかならぬクリスタベルだった。

「きゃ～っ！　イオリー！　はっ、早く助けて～っ！」

　クリスは手足をじたばたさせて伊織の名を呼び続けていたが、この喧けん騒そうの中ではそれも埋もれがちで、伊織以外に彼女たちに注目する者はほとんどいない。

　何より、誰だれが今の彼女たちを見て、誘ゆう拐かい犯はんとその被害者だと思うだろうか。

　だが、まぎれもなくあの少女は、伊織のそばからクリスを拉ら致ちして逃げ出した誘拐犯なのだ。

「あの女――！」

　自分の迂う闊かつさに歯は嚙がみしながら、伊織は少女の背中を睨にらみつけた。

　少女は、伊織とクリスに、駅のところで不ぶ躾しつけに声をかけてきた。その直後、少女はいきなりクリスを小脇にかかえ上げ、公園のほうへと走り出したのである。

　もちろん伊織の知り合いではなかったし、クリスの知り合いでもない。

　ただ、さらわれる直前に、クリスが不安げな表情で口にした言葉が、何よりも伊織に少女の素す性じようを示し唆さしていた。

　あの少女もまた、ウォーライクなのだ。でなければ、クリスが初対面の少女を前にして逃げようなどというはずがない。

　それに、右肩にバッグを背負い、左脇にクリスをかかえながら、その重さを微み塵じんも感じさせない速さで雑ざつ踏とうの中を走っていくところなどは、よくよく考えてみれば、大の大人でもなかなかできる芸当ではない。伊織のほうは引き離されないようについていくのが精一杯なのに、向こうはときおり後ろを振り返りながら、伊織に挑ちよう発はつ的てきな笑みを投げかけていく余裕さえあった。

　いっそ「誘拐犯だ！」と叫んでしまいたい誘ゆう惑わくを必死に抑え、伊織は公園へと続く石段を、人の壁に難なん儀ぎしながら駆け降りた。

　公園の敷地に入ると、さすがに混み具合もいくぶん緩かん和わされた気がするが、細い通りよりはまだましという程度でしかない。伊織が膝ひざに手をついて呼吸をととのえている間に、少女は池に架かかった橋を渡り、ボート乗り場のほうへ向かっていた。

「何が……何をしたいんだ、あいつは――？」

　少女がウォーライクだということはまず間違いない。近くに少女の〝鞘ロのー主ド〟がいるのかどうかは判わからなかったけれど、もしクリスを倒しておのれの糧かてとするつもりがあるなら、そのチャンスはいくらでもあるだろう。

　にもかかわらず、少女はわざわざ人ひと気けのあるほうへと逃げていく。おまけに、伊織を完全にまけるはずなのに、それをしようともしない。

　伊織の目の前でクリスを拉致し、これ見よがしに中ちゆう途と半はん端ぱな逃亡劇をやらかす少女の真意が読めず、伊織は苛いら立だちと不安に歯嚙みした。

「!?」

　橋の上までやってきた伊織は、しかし、その不安がいきなり困こん惑わくに変わったのを感じた。

「は～い！」

　あの少女が、ぎこぎことスワンボートを漕こぎながら、呑のん気きに伊織に向かって手を振っていた。

　少女の隣となりのシートでクリスが泣いているのを確認した伊織は、手て摺すりに駆け寄り、大声で叫んだ。

「おい、おまえ！　いったい――」

「そうムキになんないでよ、イオリ！」

　ぜぇはぁ肩で息をしている伊織をからかうように、耳にケータイを当てていた少女が笑った。

「いい？　今からそっち投げるから、ちゃんと受け止めてよ？　落として壊したら弁べん償しようさせるかもよぅ？」

「おい――!?」

　どうして少女が自分の名前を知っているのか、それを疑問に思う間もなく、伊織のほうへと少女が自分のケータイを投げて寄よ越こした。

「っと！」

　あやうく池の中に落としそうになりながらも、どうにかケータイをキャッチした伊織は、スワンボートの少女が自分の耳を指差しているのを見て、恐る恐るそのケータイを耳に押し当てた。

『――おい、聞こえてるか？　おーい！　聞こえてるなら返事しろ！』

「お……叔お父じさん!?」

　スピーカーの向こうから聞こえてきたのは、今はフランスにいるはずの伊織の叔父、宮本頼より通みちの声だった。












『よぉ、伊織か。久しぶりだな』

「ひ、久しぶりって話じゃないだろう？」

　どうしてここで叔父と電話がつながったのか理解できず、伊織は少女を見返した。

「……どういうことだよ、いったい？」

『悪いが今ここで細かい事情を説明してるヒマはない。……ただ、おまえからのメールはちゃんと読んでるぞ？　おまえが置かれてる状況も把は握あくしてるつもりだ』

「把握してるって……？」

　伊織が叔父に送ったメールといえば、ウォーライクがどうのロードがどうのと、とにかくその当事者になってみなければとうてい信じられないような、荒こう唐とう無む稽けいともいえる内容のものだった。それを、こうもすんなり把握したといわれてしまうと、逆に伊織のほうが、本当に信じてもらえたのだろうかと疑心暗鬼になってくる。

「おい、叔父さん、本当に――」

『とにかく時間がないんだ、繰り返させるなよ、伊織』

　苛立ちの隠せない伊織の言葉をさえぎり、叔父は続けた。

『ウォーライクのことなら俺おれも多少は知ってる。おまえより先に知ってたんだぜ？』

「え？」

『……もっとも、兄貴の研究がなけりゃ一生知らないままだったかもしれないけどな』

「研究……？」

『兄貴はおまえにはそのへんのことは何も話してなかったようだが――ま、とにかく、俺の都合で申し訳ないんだが、今は時間がない。要点だけを伝えるぜ』

「あ、ああ」

『おまえのところに、俺の知り合いのウォーライクを送った』

「知り合い？　ひょっとして――」

『そう、内ない向こう的てきな伊織くんが一番苦にが手てそうな、派手めで自己中心的な美少女だよ』

「――――」

　伊織はふたたび少女を見やった。

　甥おいと叔父とのやり取りが聞こえていたわけでもあるまいに、少女はにこやかに伊織に手を振りながら、スワンボートによる束つかの間まの遊ゆう覧らんを楽しんでいる。

『――その子の名前はルテティア、ルゥって呼んでやってくれ』

「名前なんかどうだっていい！　それより何なんだ、あれは？　いきなりおれの連つれを拉致して引き回して――」

『おいおい、女の子のワガママにはにこにこしながら振り回されてやれよ。そのくらいの度ど量りようがないと、いつまでたっても彼女のひとりもできないぜ？　そもそもおまえは対人スキルが低すぎるんだよ。少しは俺を見習えっての』

「……余計なお世話だ」

　確かに叔父の頼通は、伊織とは逆にとても社交的な人間だった。だが、その社交性が特定の方向に――おもに女性方面に――発はつ揮きされすぎ、これまで幾いく度どとなく修しゆ羅ら場ばに巻き込まれてきたのも事実である。伊織も、いまさらそんな叔父を見習いたいとは思っていない。

「――おれの連れは、その何とかいう女に物理的に振り回されて、今はあいつの隣で泣き疲れてぐったりしてる。おれにあれこれ伝言する前に、あいつの無茶苦茶さを何とかしてくれ。……だいたい、食くっていいかとか物ぶつ騒そうなことをいっていたぞ？」

　ウォーライクは、ほかのウォーライクを倒すことでおのれの力を成長させる。ウォーライクがウォーライクを食うというのは、つまりはそういうことなのだろう。

『それは俺が止めたから心配するな。あの子だって別に本気でいってたわけじゃない、そう根に持ってくれるなよ。――おまえもいっしょに暮らしてみれば判るって。あれでけっこう根は純情なんだぜ？　ただ背伸びしたいだけなんだよ』

「……待て」

　伊織はぎくりとして口をはさんだ。

「今何ていった？　いっしょに暮らす？」

『ああ。俺の部屋が空あいてるだろ？　しばらくルテティアをそっちに置いてやってくれないか？』

「無理だ」

『おい、少しは考えろよ。即決で否定はないだろう？』

「考えるも何も、もうおれに押しつけるつもりなんだろう、叔父さんは？　でなきゃいきなり本人が乗り込んでくるわけがない」

『そりゃまあ――やむにやまれぬ事情があってなあ』

「どういう事情だ？」

『とりあえず今は身動きが取れん状態だ。……何とも説明しづらいんだが』

「だったらこっちにもよんどころない事情がある。……ウォーライクのことを知ってるのなら、叔父さんにだって判ってるんだろう？　あいつらの食欲がふつうじゃないってことぐらい？」

　父が行方ゆくえ不ふ明めいで実質的に定期収入のない現在、宮本家の家計は、祖父が残してくれた遺産を取り崩すことでどうにかささえられている。そうした経済状況の中で、旺おう盛せいすぎる食欲を持ったウォーライクをふたりも世話することが可能かどうか、誰よりも一番よく判っているのは、伊織に代わって役所でのさまざまな手続きをしてくれた叔父自身のはずだった。

『それはよく判ってる。――けど、俺じゃあの子のロードにはなれないんだよ。守ってやれないんだ』

「…………」

　叔父のいつにない深刻そうな声に、伊織は罪悪感に胸を刺された。伊織がクリスを見捨てることができずに彼女を守ろうと決意したのと同様――事情は判らないが――叔父もまた、あのルテティアという少女を守ろうと手を尽くしてきたのだろう。

　それを思うと、叔父の頼みを無む下げに断ろうとしている自分がひどく冷たい男のように思えて仕方がなかった。

　しかし、だからといって、目の前に立ちふさがっている現実的な問題を乗り越えられるわけではない。クリスひとりをやしなっていくだけでもひと苦労だというのに、さらにこの上もうひとり、クリス並みの大食らいを食べさせていくのはどう考えても不可能だった。

「何といわれたって無理なものは無理だ。あいつが何も食わないとかいうならまだしも……」

『ということは、食費の問題がクリアできればＯＫなんだな？』

「は？」

『いやー、よかったよかった、おまえならあの子を見捨てるなんて薄情なことはいわないと思っていたんだ。これで俺もようやく肩の荷が降りたよ』

「……ちょっと待ってくれ。誰もあいつを引き受けるなんていってないぞ？」

『だから、クリアすべき問題は食費だけなんだろう？　あとで家の生活費を入れてるおまえの口座を確認してみろよ。しばらく不自由させないくらいの金額になってるはずだから』

「何？」

『そういうわけだから、ルゥのこと頼んだぜ？』

「ちょっと待て！　あんた、薬子先生のことは知ってるのか？」

　叔父が電話を切ろうとしていることを察し、伊織は思わず薬子の名前を口にしてしまった。

『……薬子？　早瀬薬子のことか？』

「今、ウチの学校で美術教えてるんだ。叔父さんの後こう輩はいなんだろ？」

『ああ。……早瀬がどうしたって？』

「……あの人もロードなんだ。何度も助けられてる」

『そうか……そいつはまた奇妙な縁えんだな』

　薬子の母の死を伝えるべきかどうか、伊織が逡しゆん巡じゆんしているわずかな間に、頼通は小さく笑って電話を切ってしまった。

「――人の電話使ってるくせに話長すぎじゃない？」

　慌あわててリダイヤルしようとする伊織の手からケータイが奪われた。振り返ると、いつの間にボートを降りたのか、あの少女がぐったりとしたクリスをぶら下げて突っ立っている。

「い、イオリ……クリス、がんばったよ……」

　少女のもとを離れ、クリスはよろよろと伊織の腰にしがみついた。何をがんばったのかは判らないが、ともあれ伊織はクリスを抱き上げ、その背中を撫なでながら、耳もとで偉い偉いとなぐさめてやった。

　ざっと見たところ、クリスは特に怪け我がはしていなかった。炎天下に置かれた鉢はち植うえのようにしおれているのは、どちらかといえば激しく振り回されたせい、プラス空腹のせいだろう。

「――ねえ、アナタがイオリだよねぇ？　いまさら人違いだったらゴメンじゃすまないけどさあ」

　リップグロスで輝く唇くちびるを吊つり上あげた少女は、不意に手を伸ばし、伊織の眼鏡めがねを額ひたいのほうにずらした。

「……ふ～ん」

　伊織の素顔を間近から覗のぞき込こみ、少女はしたり顔でうなずいた。

「確かにミッチーに似てるかも」

「何だ、それは？」

　首を振って少女の手を払いのけ、伊織はぶっきらぼうにいった。

「ミッチーはミッチーよ。アナタの叔父さんでしょ？」

「叔父さんにそんなキュートなニックネームがあったとは初耳だな」

「ねえ、アナタは何て呼んでほしい？　イオリだから……オーリー？」

「日本には、気に入らないニックネームで呼ばれた時は返事をしないでいいという法律がある」

　伊織は少女にぷいと背を向けて歩き出した。さっき必死にかき分けてきた人の流れをさかのぼる気になれず、一本東にずれた道を選んで駅前方面に向かう。

「あ！　ちょっと待ちなさいよ、イオリ！」

　少女は小走りに伊織に追いつくと、きょうが初対面とは思えない馴なれ馴なれしさで話しかけてきた。

「ミッチーから聞いたでしょ？　わたしルテティア。きょうからアナタのとこに世話になるから」

「勝手に決めるな」

　伊織はじろりと少女ルテティアを睨んだ。

　確かに美少女には違いない。

　クリスやエルクドゥーン、それにリリオーヌもまたそうであるように、ウォーライクという種が元がん来らい持つ資質として、この少女もまたたぐい稀まれな美少女だった。それは、こうして並んで歩いているだけでもよく判る。

　赤というよりはオレンジに近い艶つやめく髪と白い肌、それによく輝くブラウンの瞳ひとみ――そうした日本人離れした色の取り合わせを差し引いたとしても、ルテティアの美び貌ぼうは抜きん出ていた。道行く人々が思わず見とれるのも当然だろう。

　ようやく落ち着いてきたクリスを降ろし、その手を引いて歩きながら、伊織はルテティアにいった。

「――だいたい、さっきのがこれから世話になる人間に対してやることか？」

「え？　アナタ何怒ってんの？」

「何が面白くてクリスをさらったりしたんだと聞いている」

「スキンシップよぅ、スキンシップ！　ねー、クリス～？　仲間同士、絆きずなを深めてたんだよねえ？」

　ルテティアはクリスを見下ろし、にっと笑いかけたが、当のクリスは顔をこわばらせて伊織の陰に隠れた。絆を深めたというより、ただ単にクリスをおびえさせただけとしか思えない。

　伊織は冷ややかにルテティアを見据えた。

「――叔父さんがどうしてもというから家には置いてやるが、食事の面倒までは見てやれんぞ。あいにくと我が家のエンゲル係数は、クリスひとりで高こう騰とうしっぱなしなんだからな」

「え～？　そのへんミッチーがどうにかしてくれるっていってたけど、アナタ聞いてないの？」

「……あんな話が信用できるか」

　研究のために世界各地を転々としている――という建前の風ふう来らい坊ぼうの叔父に、伊織に送金するような余裕があるとは思えない。叔父は食費を振り込んだといっていたが、どうせたいした額ではないのだろう。

　そう思って、伊織はコンビニのＡＴＭで自分の口座を確認した。

「――――」

　数日前は七桁けただった残高が、いつの間にか八桁になっていることを知って、伊織はその場に凍りついた。

「どしたの、イオリー？」

　クリスに手を引かれて我に返った伊織は、こめかみに手を当ててルテティアをかえりみた。

「ひとつ尋たずねるが」

「なぁに？」

「……叔父さんは、向こうでいったいどんな犯罪行為に手を染めたんだ？」

「そんなことするわけないでしょ？　ギャンブルよぅ、ギャンブル。見事に万まん馬ば券けん当てたの！」

　伊織の肩越しにＡＴＭの画面を覗き込んだルテティアが、伊織の耳もとにふぅ～っと息を吹きかけた。

「……そういうわけだからぁ、さっそく今晩からよろしくねえ♪」
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　久しぶりの甥との会話を終えた宮本頼通は、携帯電話をたたんで懐ふところにしまうと、天地がさかさまになった視界をもとに戻すべく、緑の植え込みの中に埋まい没ぼつした身体からだをよじらせた。

「――ふう」

　ごろんと路上に転がった頼通は、全身についた細かい枝葉を払い落とし、自分がさっきまでいた高い塀へいの上を見上げた。

「下が石いし畳だたみだったら、頭ず蓋がい骨こつ骨こつ折せつくらいいってたかもな。……それにしてもルテティアのヤツ、いきなりかけてくるからびっくりしただろうが」

　そう毒づきはしても、まさか急に震え始めたケータイに驚いて足をすべらせたなどとは口が裂けてもいえない。

　塀から転げ落ちた際に打った腰を撫でながら、頼通は大通りへと出た。

「完全に見失っちまったな。せっかくの尾行もこれで失敗、か……」

　真夜中のモンマルトル、雨に濡ぬれた石畳の上で、頼通は溜ため息いきをついた。時刻と、それに折からの雨のせいか、坂の多い街角に人気はない。しっとりとした夜気の中で街路灯の光がぼんやりとにじみ、頼通の影を淡あわくかすませていた。

　雨を避さけるためにフォーンブースへと駆け込んだ頼通は、塀から落ちた時もしっかり握り締めて落とさなかったデジカメの画面をぬぐい、メモリーに刻まれた数枚の画像を確認した。

「……どれも駄目か……」

　狙ねらっていた被写体がまったくフレーム内に入っていないことを知り、頼通は思わず自じ嘲ちようの笑みをこぼした。

「あいつがまだパリにいると判ったことだけが唯ゆい一いつの収しゆう穫かくってのは……ま、凡人の俺にしてはがんばったほうかな」

　今頃になって感じ始めた寒さに軽く身震いした頼通は、フォーンブースを出て歩き出した。

　だが、その足がすぐに止まる。

　誰かに見られているような気がして、頼通は後ろを振り返った。

「…………」

　頼通の視界の中に人影はなかった。せまく長い階段の両脇には切り立つ崖がけのように古風なアパルトマンがあったが、その窓から外界を眺ながめている者もいない。

　冷たい手摺に手をかけたまま、頼通はあたりを見回した。

　その時、静かな雨音だけの夜に、不意に獣の唸うなり声が混じった。

「――!?」

　犬の唸り声などではありえない。もっと巨大な猛獣の声だった。

　こんなパリの真ん中に、そんなものがいるはずはない。しかし、確かに頼通は、けだものじみた何かがすぐそばに近づいているのを感じていた。

「おいおい……！」

　頼通ははじかれたように階段を駆け降りた。

　そのすぐ後ろを、目に見えない獣が追いかけてきた。姿はなく、ただ、低い唸り声とひそやかな足音、それに気配だけが、頼通の後ろをぴったりとついてくる。

「逆に俺が追いかけられてどうすんだよ……ぉわっ!?」

　あと数段、というところで、頼通は足をすべらせた。今夜二度目の転倒で、ふたたび頼通の天地が入れ替わる。

「でっ……」

　まともに背中から石畳に叩たたきつけられた頼通は、しばらくは息をすることもできず、その痛みと衝しよう撃げきに耐えるしかなかった。

「――！」

　降りしきる雨に顔をしかめて夜空を見上げていた頼通は、何か黒く巨大なものが、アパルトマンの屋根の上を横切って飛んでいくのを見た。

「く、そ……」

　頼通がようやく起き上がれるようになったのは、それからたっぷり五分もたってからのことだった。

「さんざん脅おどすだけ脅して、あっさりと姿をくらましやがって――警告の、つもりかよ……？」

　全身濡れ鼠ねずみになってしまった頼通は、腰を押さえて立ち上がった。

　あらためて夜空を見上げたけれど、あの黒い影はもはやどこにも見えない。そこにはただ、冷たい雨を降らせ続ける雲が澱よどんでいるだけだった。

「――あんなのまで日本に渡っちまったら伊織が哀あわれだな」

　頼通はポケットから取り出したゴロワーズに火をつけようとしたが、すでにたっぷりと雨を吸ってしまったそれは、とても火がつくような代しろ物ものではなかった。
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　すべての授業が終わり、教室全体がゆるゆるとした開放感にあふれている放課後、宮本伊織はむっつりと押し黙り、カバンに教科書とノートを詰め込んでいる。

　隣の席の牧まき島しまさつきが、伊織の顔を恐る恐る覗き込んできた。

「……あの、伊織くん？」

「……何だ？」

「その……何かあったの？」

「何かあったのとはどういう意味だ？」

「だって、すごく深刻そうな顔してるから――」

「別に何でもない」

　単に伊織は、宮本家の冷蔵庫に残っている食材で、きょうの夕食に何を作ろうかと思案していただけにすぎない。ただ、物思いにふけっている時の伊織は――クリスに指摘されるまで伊織自身も気づいていなかったが――眉み間けんに浅いしわを作って目を細めているせいで、傍はた目めにはひどく不ふ機き嫌げんそうに見えるのである。

　もっとも、それを思い出したからといって、伊織には愛あい想そ笑わらいのひとつもできない。せいぜい皮肉っぽくならない程度に唇を吊り上げ、機嫌が悪いのではないのだということをアピールするくらいが関の山だった。

「――で、おれに何か用か？」

「あ、うん……伊織くんに借りてる本、いつ返しにいったらいいかなって……」

「学校に持ってきてくれればそれでいいんだが」

「でも、重いよ？　伊織くんに持って帰らせるの悪いよ」

「気にするな」

「何だ、宮本？」

　ひと足早く帰り支度をすませていた山やま崎ざきが、携帯ゲーム機から顔を上げてふたりの会話に割り込んできた。

「――牧島がおまえんちに遊びにいったらマズいことでもあんのか？」

「あるといえばある。……実はついこの前、叔父からもうひとり娘を預かってくれといわれてな」

「――――」

　山崎とさつきは目を丸くして顔を見合わせ、怪け訝げんそうに伊織を振り返った。

「……マジか、その話？」

「いや、ウソだ」

「おまえなあ――」

「まあ、そんなような話があったのは事実だが」

　何かいいたげな山崎を制し、伊織はネクタイをゆるめた。

「……とりあえず今は、テスト勉強と育児でほかのことにまで手が回らん」

「そ、そうだよね……テスト近いし――」

「…………」

　そういってぎこちなく笑ったさつきの横顔を見て、伊織はいつにない居心地の悪さを感じた。

　勝手に期待したのもさつきなら、勝手に失望したのもさつきである。珍しい本が読みたいというから、これまでに何度かさつきを家に招待したことはあるが、伊織自身は、さつきに対して特に何か期待させるようなことをいった覚えはない。

　なのに、なぜ自分がこんな気分にならなければいけないのか。

　それを思うと、優柔不断を絵に描いたようなさつきの態度に苛立ってくる。

「牧島」

　伊織は教室の前の廊ろう下かを通りすぎていく大路常葉に気づいたが、あえてそれを呼び止めはせず、溜息混じりにさつきにいった。

「山崎のように無神経になれとはいわないが、いいたいことがあるならはっきり言葉に出していえるくらいの度胸がないと、この先いろいろと苦労するぞ？」

「え……？」

「余計なお世話だったな。気にするな」

　呆あつ気けにとられるさつきを残し、伊織は教室を出た。

「――先せん輩ぱい」

　昇降口へと続く階段の踊り場で、伊織は常葉に追いついた。

「きみは案外ひどい男なんだな、宮本後輩」

「何がです？」

「さっきのやり取り、聞こえていたよ」

　常葉は横目に伊織を一いち瞥べつして小さく笑った。どこか元気がないように見えるのは、先日の兄あに弟で子しとの戦いが、彼女の心にダメージを残しているからだろう。

「――あの子はきみのことが好きなんだろう？　だが、内気でなかなかはっきりと告白できない。……違うかな？」

「どうやらそういうことらしいですね」

　色いろ恋こい沙ざ汰たにはうといとみずから公言している常葉にさえ、ひと目でそうと知れるのである。さつきが伊織のことをどう思っているか、おそらくクラス中の人間がすでに承知しているだろう。いわずもがな、そのことに気づかない伊織ではない。

「その少女に、よりによってきみがああいうことをいうかい？」

「いっちゃまずいですか？」

「だってきみ、あの子の気持ちを充分理解した上でそういったんだろ？」

「あいつがはっきりとそう口にしたのを聞いたわけじゃないですから」

　伊織はぶっきらぼうに即答した。

「こっちはこれだけあなたのことを思っている、だからあなたもその気持ちを察してくれ――なんていうのは虫がよすぎますよ。面と向かって問いかける度胸がないなら、こちらからの答えも期待するなって話です」

「耳が痛いな」

　常葉が兄弟子を相手にむくわれぬ恋心をいだいていたことは、伊織も知っている。ずっと口に出せずにいたその恋に破れたばかりの常葉に、今のはさすがにデリカシーがなさすぎたと、伊織は顔をこわばらせた。

「……すいません。言葉がすぎました」

「きみがあやまることじゃないさ。……確かにわたしも度胸がなかった。耕こう介すけさんに拒否されて、これまでの関係を壊すのが怖かった」

「先輩……」

「ただ遠くから見ているだけでいい、ただあの人のことを思っているだけでいいだなんて、そんな恰かつ好こうのいいことを考えずに、もっと早く自分の気持ちを正直にぶつけていればよかったんだ。そうすればもっと違う結果になっていたかもしれない。少なくとも、後悔はせずにすんだはずなんだ」

　艶やかな黒髪を揺らし、常葉は首を振った。

「……きみにはちゃんと礼をいっていなかったな。ありがとう。おかげでわたしもリリオーヌも助かった」

「いえ……それより怪我の具合はどうです？」

「リリオーヌかい？　あの子ならもうすっかり元気になったよ。食べるものを食べているせいかな」

「それはよかった」

「そういうきみのほうはどうなんだ？　妙なのがまたひとり増えたんだろう？」

「できれば今すぐ追い出したいですよ。――ただ、叔父に頼まれた手前、そういうわけにもいきませんから」

「そうか。……その件についてはゆっくりと聞きたいな。今度またクリスを連れて遊びにきてくれ。あの子も喜ぶから」

「はい」

　職員室に用があるという常葉と別れ、伊織は家路を急いだ。

　伊織が不在の間、宮本家にはクリスタベルとルテティアだけになる。叔父が大丈夫だと太たい鼓こ判ばんを押した以上、ルテティアがクリスに危害を加えるとは伊織も考えてはいないが、だからといって、ふたりの共存がスムーズにいくとはかぎらない。

　ファーストインプレッションがあまりよくなかったからか、どうもクリスにはルテティアに対する苦手意識が刷すり込こまれてしまっているようで、同居がスタートして数日、クリスが以前より神経質になっているのを伊織も感じていた。おまけにルテティアは、それが判っていながら、たびたびクリスにちょっかいを出すのである。

　クリスがルテティアに慣れてくれれば問題はないが、この先もこんな状態が続くようなら、ルテティアには家を出ていってもらうしかない。伊織がまず第一に守らなければならないのは、叔父に頼まれたルテティアではなく、クリスなのである。

　そんなことを考えながら帰宅した伊織は、ルテティアがいないことを知って首をかしげた。

「いったいどこへ行ったんだ、あの女は？」

「んとねー、お昼食べないでどっか出かけたー」

　帰ってきた伊織の腰にぎゅっとしがみつき、クリスはそう報告した。

　クリスはもともと抱っこやおんぶをせがんだり、とにかくスキンシップをしたがる少女だったが、ここ数日は特にその傾向に拍はく車しやがかかっていた。たぶん、これもルテティアという同居人が増えたことの影響だろう。この家での自分の居場所をふたたび確かなものにしようとするかのように、クリスは何かというと伊織に抱きついてくるようになっていた。

　そういう少女の不安が判るだけに、うざったいと引ひき剝はがすわけにもいかず、伊織はクリスをなかばかかえるようにしてキッチンに向かった。

「外で自分で食べてくる気なのか、あいつは？」

　伊織がふたりぶんの昼食として用意しておいたはずのニョッキの大皿は、二枚とも空からになってシンクに置かれていた。

「あ、もうひとつのほうはルゥが食べていいってゆうからクリスが食べたー！」

「報告しないでも判る」

　カバンを置いて椅子に腰を降ろし、伊織はひと息ついた。

「……それにしても、あいつは意外に食べないな」

「うん！　クリスのほうがたくさん食べれるよ！」

「いばらなくていい」

　冷蔵庫からマンゴージュースのパックを取り出してきたクリスは、わざわざ伊織の膝の上によじ登ると、大きなマグカップにそそいだ甘ったるい果汁をごくごくと飲み干した。

　その飲みっぷりを冷ややかに見つめていた伊織は、ふとあることに気づいて眉まゆをひそめた。

「……そういえば、リリオーヌもそうは食べないな」

「そうかな～？」

「エルクドゥーンもさほどではないようだし」

　もちろんリリオーヌもエルクドゥーンも、それにルテティアも、常人とくらべれば圧倒的に大たい食しよく漢かんである。それは伊織もよく理解している。

　がしかし、クリスは彼らに輪をかけて大食いなのではないかと、伊織は気づいてしまった。純粋にキャパシティが多いのか、それとも単に食欲をセーブできずにいるのかは判らないが、少なくとも、クリスの食事量はリリオーヌやルテティアのそれよりも確実に多い。

「……要するに、おまえは燃ねん費ぴが悪いんだな」

「え？　ねんぴって何？」

「国語辞典を読め」

「いいもーん。今度リリオに聞くから」

　つーんと唇を尖とがらせ、クリスは冷蔵庫にマンゴージュースをしまった。

「さて、と――」

　伊織が夕食に備えて大量の米を研ぎ始めた時、玄関の扉ががちゃりと開く音がした。

「ただいま～」

　あっけらかんとした声に続いて、スリッパのぱたぱたいう足音が近づいてくる。

　伊織はあえてそれを背中で聞きながら、がっしゅがっしゅと大量の米を研ぐことに集中した。

「――ほらほら～、ちょっと見てよこれ～」

「うわぁ……」

　さりげなく伊織の尻しりにしがみついていたクリスが感かん嘆たんの吐と息いきをもらしたのを聞いて、伊織は肩越しに振り返った。

「どうよどうよ、イオリ？」

「…………」

　自慢げに感想を強要するルテティアは、髪をアップにまとめ、目にもまぶしい純白のアオザイを着ていた。どこで買ってきたのかは知らないが、もともとのプロポーションがいいだけによく似合っている。

　しかし、伊織はルテティアを上から下まで眺め渡すと、視線をもとに戻してあっさりと突き放した。

「ま、いいんじゃないか。おれには服のよしあしは判らないが、とりあえず安物ではなさそうだし」

「誰が服の感想をいえっていったのよぅ！」

「違うのか？」

「当たり前でしょ」

　腰に手を当てて偉そうに主張するルテティアを一瞥し、伊織は溜息混じりにいった。

「あー、はいはい、似合ってる似合ってる」

「ちょっとぉ！　それ心がこもってない！」

「こいつうざったいな、本当に……」

　ぼそりと毒づいた伊織は、業務用の炊飯器に内釜をセットし、夕食の下ごしらえにかかった。

　そんな伊織の態度が癪しやくに障さわったのか、ルテティアは椅い子すを引いて腰を降ろし、むっすりした表情で頰ほお杖づえをついている。

「――アナタさあ」

「何だ？」

「何ていうか、人間としてまず面白くないよねぇ。つまらない人間だよ」

「ほう」

　ルテティアの静かな悪口雑言を受け流し、伊織は人知れず口もとを吊り上げた。

　一事が万事、ルテティアはこんな調子だった。宮本家に住むことになった初日から、何でもかんでも自分の思い通りにならなければすぐにヘソを曲げ、その不満を理り不ふ尽じんな暴言に換えて伊織に投げつけてくる。他人といっしょに暮らすことになれば、誰でも大なり小なり不満をいだくのは当然だろうに――中にはクリスのような例外もいるが――ルテティアはそうした事実に目を向けることさえしない。

　以前の伊織なら、たとえ相手が少女だろうとウォーライクだろうと、あるいは叔父に託たくされていようといまいと、そんな協調性のない人間はその日のうちに家から追い出していただろう。

　しかし、幸か不幸か、伊織はすでにクリスタベルという常識のない少女と暮らしをともにしてきている。ルテティアのわがままぶりを目の前に突きつけられたところで、いまさら激怒するほどのこともない。ふふんと鼻で笑って適当にあしらってやれるくらいの余裕はあった。

　大量のチキンにパン粉を振るっていた伊織は、手を洗ってルテティアを振り返り、

「――たぶんおまえにとってつまらなくない人間というのは、おまえのいうことにはいはい何でもうなずく自主性のないイエスマンなんだろうな。そういう連中にかしずかれていい気になっているヤツのことを、日本ではお山の大将というらしいぞ？」

　こつこつ神経質そうにテーブルを叩いていたルテティアの指が、ふてぶてしい伊織のセリフを聞いてぴたっと止まった。

「そんなに周りからちやほやされたいなら、叔父さんがくれた金を持って歌か舞ぶ伎き町ちようにでも行ってこい。ホストクラブになら、おまえのいうつまらなくない人間が掃はいて捨すてるほどいるからな」

「アナタ……」

「何だ？」

「アナタってさ、ミッチーに似てるのは顔だけね」

「それは何よりだ」

　叔父にはいろいろと世話になっているし、何より今となっては数少ない伊織の肉親でもある。子供の頃から、叔父というより年の離れた兄のように思ってきた。だが、そうしたこととはまったく無関係に、伊織は叔父のことを、人生の手本にしたい人だとは微み塵じんも考えていない。

　ルテティアは親指の爪を嚙みながら、ぶつぶつとぼやき続けている。

「……アナタなんか、ミッチーの身内でなかったらとっくの昔に半殺しにしてるわ。それ以前にわたしとおしゃべりなんかできないんだからね？」

「そうだな。叔父さんに頼まれたのでなければ、おれもおまえと非生産的なおしゃべりなんかせずにすんでいたはずだ。――ということは、おたがいにとって諸しよ悪あくの根こん源げんは宮本頼通というわけだな」

「どうしてそうなるのよ！」

　女王さま気取りでわがままにふるまいたいくせに、口では伊織にかなわないからか、ルテティアはついつい声を荒げてしまう。こいつも存ぞん外がいに子供っぽいのだということを再確認した伊織は、冷蔵庫の中からよく冷えたキウイを取り出し、半分に切ってクリスに出してやった。

「わ～い、キウイだ♪　じゃっき～ん！」

　エクスカリバーをかかげるアーサー王よろしく、ステンレスのスプーンをひらめかせてキウイを食べ始めたクリスを見て、ルテティアは眉をひそめた。

「ちょっと、イオリ！　わたしのぶんはぁ？」

「おまえも食べるのか？　つまらない人間が用意したものがそんなに食べたいのか？」

「食べるわよ、食べる！　食べます！　……アナタ、どうしてそういうイジワルなことするわけ？」

「宮本家では、食事を用意してくれる人間に感謝できないヤツには、何も食べる権利がないんだ。叔父さんに聞かなかったのか？」

　伊織はクリスの隣に座り、キウイをスプーンでほじりながら上うわ目め遣づかいにルテティアを観察した。

　これまでルテティアは、伊織が作った食事を食べても、一度としてありがとうといったことがない。たぶんルテティアには、有無をいわせず何かを押しつけることはできても、人に頭を下げて何かを頼むということはできないのだろう。

　案の定、ルテティアは唇を嚙み締め、あからさまに不満そうな顔で伊織を睨み返している。

「おいしぃねえ、イオリ♪」

　フルーツの中でも特にマンゴーとキウイをこよなく愛するクリスが、空気を読まずに素直な感想を口にする。心の中でクリスに喝かつ采さいを送った伊織は、物もの欲ほしげなルテティアの視線をよそに、まるで世間話でもするかのように尋ねた。

「――ところで、おまえはおれの親について何か知っているのか？」

「アナタの父親？」

「おまえに判りやすくいうならミッチーの兄貴のことだ。数年前にヨーロッパで行方不明になったんだが」

「知らないわよ。知るわけないでしょ？」

「だろうな」

　キウイを半分だけ食べた伊織は、残りをルテティアではなくクリスにゆずると、ふたたびキッチンに立って夕食の下準備に戻った。

「――質問を変えるが、結局のところ、ウォーライクというのは何なんだ？」

「答えてあげてもいいけど、タダっていうのは癪に障るわねえ」

　伊織は無言でキウイを両断すると、スプーンを添そえた皿に載のせてルテティアの前に置いた。

「剝むいてよ」

　ちろりとキウイを一瞥し、ルテティアはいった。

「いちいちスプーンでほじるなんて面倒じゃない？　それに、キウイの皮って触さわるとちくちくするしさあ」

「美容のためだ、いっそ皮ごと食え」

「わたしにはそんな必要ありませ～ん♪」

「…………」

　伊織がしぶしぶ果物ナイフで手早くキウイの皮を剝いてやると、今度はそれを見ていたクリスが、冷蔵庫の中からありったけのキウイを取り出してきてテーブルにごろんと広げた。

「クリスのも！　クリスのもそうやって剝いて！」

「おまえらな……」

　絶対にこうなると思ったから、伊織は今までわざわざキウイの皮を剝かずにクリスに食べさせていたのである。これが巨大なメロンなら、まだナイフでカットしてやってもいいという気になるが、キウイのような小さなフルーツだと、クリスが満足するまでにいったい何個剝かされるか判ったものではない。

「あ、わたしもおかわりね」

　伊織に剝かせたキウイをつるんとあっさり食べてしまったルテティアが、果汁に光る指先をなめながら催さい促そくする。

「……くそ」

　レストランの勝手口で、大量のジャガイモの皮を剝かされるコック見習いの気分だった。あれは剝いたぶんだけ山になって積み上がっていくが、こちらは山になることもなく、剝いたそばから美少女たちの胃の中に消えていく。

　すべてのキウイを剝いた手を洗い、伊織はあらためてルテティアに尋ねた。

「――で、答えは？」

「知らな～い」

「何？」

「だからぁ、そんなの知らないっていったの」

　ちゅぱちゅぱ指をなめ、ルテティアは悪びれずに笑った。

「――たとえばさぁ、人間て何って聞かれたら、アナタはどう答えるわけ？　哺ほ乳にゆう類るいだの脊せき椎つい動物だの、そんなつまんない答えしか出せないでしょ？　それと同じよ。ウォーライクって何って聞かれても、こっちは妖精だって答えるしかないの。でもさぁ、アナタはそんな答えが聞きたいの？」

「の？」と上目遣いに顔を覗き込まれ、伊織は言葉に窮きゆうした。

　確かに伊織が欲しい答えはそういうマクロなものではない。伊織が知りたいのは、たとえば、ウォーライクが〝楽園エリジウム〟を目指す理由とか、その〝楽園エリジウム〟の正確な場所とか、〝楽園エリジウム〟に戻ったウォーライクのその後とか――そういった、もっと具体的なことだった。何しろその答え次第では、伊織とクリスの戦いの意味が大きく変わるかもしれないのである。

　しかし、それらの伊織の疑問に対し、ルテティアはかったるそうに首を振るだけだった。

「わたしに聞かれても困るのよね。わたし、難しい話とか嫌いだしぃ」

「……それは、知っているのに答えたくないということか？　それとも最初から知らないのか？」

「それについてもノーコメント」

「おい――」

「アナタがミッチーだったら教えてあげたかもね」

「どういう意味だ、それは？」

「ミッチーはいい男で、アナタはそれほどでもないってことよ」

　アップにまとめていた髪をほどき、椅子の上で膝をかかえ、ルテティアは意味ありげなまなざしで伊織を見つめた。

「ミッチーの劣れつ化かコピー品みたいな顔してるくせにナマイキなんだもん、アナタ。わたしにイジワルするしさあ」

「――――」

　別に伊織は自分が美男子だとは思っていないが、さすがに面と向かって劣化コピーといわれればムカっ腹が立つ。

　だが、伊織よりも先に、クリスがルテティアの暴言に反撃した。

「イオリはイジワルじゃないよ！　カッコいいよ！」

　椅子の上に立ち上がったクリスは、頰を真まっ赤かにして拳こぶしを震わせていた。

「イオリのごはんおいしいし、クリスのためにいつもカッコよく戦ってくれるよ！　イオリが一番カッコいいもん！」

「ガキには判んないのよ。ミッチーの魅力が」

「そんなヘンな名前のおじさんなんて知らないもん！」

　確か初対面の時、クリスは伊織の名前を聞いてヘンな名前だと一刀両断していたはずだが、自分の過去の所業は棚に上げ――というより綺き麗れいさっぱり忘れたのか――クリスはルテティアを指差してわめいた。

「――じゃあそのヘンなおじさんは、ルゥのことがんばって守ってくれるの!?　イオリみたいにカッコよくルゥのために戦ってくれるの？」

「ぐっ……」

　おそらく今のルテティアにとっては、一番痛いところだったのだろう。顔を真っ赤にして歯をきしらせていたルテティアは、結局クリスの詰きつ問もんには答えられなかった。

「そっ……そういうことは、自分でちゃんとアタマ洗えるようになってからいいなさいよ！　ナマイキなこといってると、もうシャンプーしてあげないわよ!?」

「いいもーん！　イジワルなルゥよりやさしいイオリに洗ってもらったほうがずっと気持ちいいもーん！　今晩からまたイオリとお風呂入るから～♪」

　負けずにいい返したクリスは、しかし、ルゥの報ほう復ふくを恐れてか、すぐに伊織の背後に身を隠し、安あん全ぜん圏けんから言葉による攻撃を続行した。

「――ルゥなんてアレだもん、おっきいのにお部屋ちゃんと片づけられないじゃん！　いっつもパンツとか靴下とか散らばってて！　クリスだってお片づけくらいちゃんとできるのに！　はっずかし～！」

「わたしのライフスタイルに口出ししないでよ！」

「らいふすたいるなんて言葉知らな～い♪」

「このっ……！」

　ルテティアが椅子から飛び降りて拳をかためたのを見た伊織は、眉間にしわを寄せて静かに嘆たん息そくした。

「口ゲンカ程度なら大目に見るが、実際にクリスに手を出すようなら、即刻ここから出ていってもらうぞ？　叔父さんとはそういうことで話をつけているんだからな」

「……っ！」

　すでにして吊り上がっていたルテティアの眉が、さらにぎゅいんと角度を鋭くする。

　怒りに震える美少女に、伊織は淡たん々たんと、

「……もしクリスに何かあれば、おれはすべてを忘れるんだ。そうなればおまえを預かるどころか、ウォーライクという概がい念ねん自体を忘れることになる。まさかそんな基本的なことが判らんはずはないとは思うが、一応いっておくぞ」

「……そうだね」

　胸のうちの怒りをやりすごすかのように、ルテティアはことさら低い声でいった。

「じゃあさあ、アナタも覚えておくといいよ」

「何をだ？」

「ウォーライクとロードが、こんなおだやかに静かに暮らしていこうだなんて、そんなの無理だってこと。絶対に戦いからは逃れられないのよ。……わたしが今アナタに教えてあげられることはそのくらいね」

「…………」

　挑戦的なルテティアのその言葉に、伊織はどこか暗あん示じめいたものを感じて不安になったが、それを表情に表すことはしなかった。






















　雑然とした空港の待合ロビーの片かた隅すみで、青年は競馬雑誌を読んでいた。やけに気難しげな顔をして、細かい字を目で追っている。

　青年の髪は、ほとんど白に近い金髪だった。やや癖くせのあるその髪に指を絡からめていじりながら、かれこれ一〇分ほど雑誌と睨にらめっこをしている。

「――パトリックぼっちゃま」

　たどたどしい口調で雑誌を音読しようとしている青年のところへ、真っ白なスーツを着込んだ長身の美女がやってきた。

「ああ、イグレイン」

「お待たせしました。……あら、何をお読みです？」

「競馬の雑誌だと思うんだけど……正直、何が書いてあるかよく判わからないんだよね」

　青年は大おお袈げ裟さに肩をすくめて椅い子すから立ち上がった。

「やっぱり日本語は難しいや。しゃべるほうはともかく、読み書きはまだまだ勉強しないとね。――きみたちがうらやましいよ」

「それほど長く滞たい在ざいなさるおつもりなのですか？」

「いいや、できればすぐにでもヨーロッパに戻りたいけど」

　雑誌をその場に放置し、青年はジーンズのポケットに手を突っ込んで歩き出した。

　パトリック――それが彼の名前なのだろう。

　そのパトリック青年に半歩遅れて、美女がヒールの音も高くロビーを横切っていく。タイトなスカートから伸びる見事な脚きやく線せんに、居合わせた男たちのまなざしが自然と吸い寄せられていた。

「――で、とりあえずはどうしたらいいのかな？」

「荷物はもうホテルのほうに送っておきました。このまま直接出向きましょう」

「どこに？」

「まずは大学からがよろしいかと」

「場所は判ってるの？」

「すでに調べてあります」

「さすがイグレイン、ぼくの出番がないね」

「恐れ入ります」

　ロビーを一歩出ると、日本の梅つ雨ゆならではの蒸し暑さがふたりを押し包んだ。

　パトリックはうんざりしたように薄うす曇ぐもりの空を見上げ、かぶりを振った。

「……ぼくは少し肌寒いくらいのほうがいいんだ。こんなじめじめした国とはさっさとおさらばしたいよ。もちろん〝書〟を手に入れてね」

「本当にあるのでしょうか、この国に？」

「あるよ。あってくれなきゃ困る」

　イグレインと呼ばれた美女とともにタクシーに乗り込んだパトリックは、大きく深しん呼こ吸きゆうして静かに目を閉じた。

「……彼が〝書〟をあの少女に持たせてダブリンから送り出したのは判ってるんだ。行き先はこの日本しかありえない。――だろ？」

「可能性は高いと思いますが」

　応じたイグレインの表情はどこかすぐれない。薄目を開けてそれを一いち瞥べつしたパトリックは、タクシーの運転手には理解できない小声のアイルランド語で呟つぶやいた。

「きみが何を考えているのか判るよ。――確か彼は、日本に息子むすこがいるといっていた。その少年が、あの少女の〝鞘ロのー主ド〟となってぼくたちの邪じや魔まをすることを警けい戒かいしているんだろ？」

「……はい」

「心配ないさ」

　前髪をくりくりと指でいじり、パトリックはうっすらとそばかすの残る頰ほおに不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「――もし彼女たちと戦うことになったとしても、ぼくときみのコンビが負けるわけないじゃないか」

「ですが――」

「問題ない。かならず勝つよ。……勝ってきみを最高のウォーライクにしてあげる」

　そういって、パトリックはイグレインの手をそっと握り締めた。
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　母の葬そう儀ぎに出席してくれた学生時代の恩師を母校に訪ねたあと、早はや瀬せ薬くす子こは学生会館前のカフェテラスでひと息ついていた。

「…………」

　幼い頃から女手ひとつで自分を育ててくれた母が死んだ。

　そのことに対する哀かなしみは、まだ実感として湧わいてこない。

　たったひとりの娘として喪も主しゆを務め、そのあともさまざまな手続きに忙ぼう殺さつされている今の状況の中では――幸か不幸か――母との思い出にひたって哀しみに暮れている暇ひまさえなかった。

　冷めたエスプレッソの苦にがさに顔をしかめた薬子は、久しぶりに訪れた母校の風景に感かん慨がい深ぶかいものを覚えていた。

　つい五年ほど前までは、薬子もこのキャンパスに通っていた。都心から離れているおかげで適度に緑が多く、かといって田舎いなか臭くさいというほどでもないあたりが気に入っていた。今にして思えば、母が苦労して学費を工面してくれたというのに、友達と遊んだりバイトしたりといった思い出ばかり鮮明に残っているのは、薬子があまり真ま面じ目めな学生ではなかったということなのかもしれない。

　いまさらながらにそれが申し訳なくて、薬子は静かに天を仰いだ。

「せめて仇あだ討うちくらいはしてやりたかったけど――」

　小さな声でひとりごち、ふと視線を落とすと、薬子の視界に、今ここにあってはならないいろどりが飛び込んできた。

　文学部の事務棟のほうから、薬子がいた頃のこのキャンパスではついぞ目にしたことのない、やや場違いなふたり組がやってくる。ひとりは薬子とそう変わらない年頃の、上下を真っ白なスーツでコーディネイトした美女であり、もうひとりはまだはたち前後とおぼしいそばかすの残る青年だった。ふたりともひと目で日本人ではないと判る、いかにもアングロサクソン系の顔立ちをしている。

「――！」

　それを見て反射的に腰を浮かしかけた薬子は、だが、理性でもってそれを制すると、あらためてごく自然な動きで席を立ち、学生会館の中に入った。

「――エルク？」

　外を見渡せる窓まど辺べに立ち、薬子は自宅に電話をかけた。

『これはこれは薬子さま、やつがれに何か御用で？』

「とりあえず無事ね？」

『とりあえずとおっしゃると――？』

　どこかおどけた様子のエルクドゥーンの声が、細く低く消え入る。

「わたしが戻るまで絶対に外へ出ないように。……偶然だと思いたいけど、我が母校に毛色の変わったのが来てるわ」

『毛色の変わったの……でやすか？』

「ええ。さいわい、わたしにはまだ気づいていないようだけど」

　薬子は外を見下ろし、そっと片目をつぶった。

「……見間違いじゃないわ。見たこともないウォーライクとロードよ」

『薬子さまはどうなさるので？』

「ひとまずここでやりすごしてから――ま、大学の知り合いにでも聞いてみるわ。どう見てもただの留学生とは思えないし、あれだけ目立つのなら、何かしら聞けるでしょうから」

『判りやした。どうぞお気をつけて』

「ええ」

　エルクとの通話を終えた薬子は、すぐに今度は宮みや本もと伊い織おりに連絡を取ろうとした。しかし、何度かけ直してもつながらない。

「……電源くらい入れておきなさいよ、こんな大事な時に」

　小声で毒づいた薬子は、お気に入りのクロエのバッグに携けい帯たい電話を放り込むと、さりげなくあたりの様子を窺うかがいながら学生会館を出た。

「…………」

　先ほど薬子が目撃したふたり組は、どこへ行ったのか、もうあたりにその姿は見えない。薬子は足早に文学部の事務棟に向かうと、真面目に窓口業務をこなしているかつての後こう輩はいに声をかけた。

「ねえ、ちょっと、茉まつ莉りちゃん」

「あ、早瀬先せん輩ぱい」

　薬子に気づいて顔を上げた片かた山やま茉莉は、いったんはほころばせかけた口もとを引き締め、椅子から立ち上がってふかぶかと頭を下げた。

「このたびはご愁しゆう傷しようさまで――」

「ああ、いいのいいの、別にその話は」

「は？　いえ、でも――」

「そういう湿しめっぽい話をしにきたんじゃなくてね」

　薬子は事務室の中をざっと見回すと、カウンターに寄りかかり、声のボリュームを落として切り出した。

「――さっきそこですごい美人とすれ違ったんだけど、あれ、誰だれなの？」

「え？　もしかして、白いスーツの外人さんですか？」

「そう、すらっとした美女と男の子のふたり組。講師でも留学生でもないわよね？」

「ええ、違います。応対したのがわたしじゃないんで詳くわしいことは判りませんけど、何でもウチの大学の先生を訪ねて、イギリスだかアイルランドからはるばるやってきたとかいう話みたいです」

「わざわざヨーロッパから？　そんな大物いたかしら、この大学？」

「大物っていうか……あ、でも早瀬先輩、よく出入りしてましたよね、宮本先生の研究室に」

「え？」

「そのふたり、宮本先生を訪ねてきたみたいなんですよ。どうも男の子のおとうさんだかおじいさんだかが宮本先生と知り合いだそうで、ぜひ会いたいって――」

「でも、宮本先生は――」

「ですよねえ？　向こうにもその旨むねを伝えたら、釈しやく然ぜんとしない表情で引き上げていきましたけど」

　茉莉はそういって微び妙みような笑みを浮かべた。

　宮本伊織の父に当たる宮本康やす頼よりは、最後のフィールドワークに出る前にこの大学の講師の職を辞じしている。薬子や茉莉のように、当時ここのキャンパスに通っていた学生たちなら、渡欧後に行方ゆくえ不ふ明めいになった若い講師の話を今でも覚えているかもしれないが、厳密にいえば、もうこの大学と康頼の間には何の関係もない。宮本康頼の居場所を知りたいのなら、ここではなく警察に行くのが近道だろう。

「――そういえば早瀬先輩って、宮本先生の弟さんとつき合ってたんでしたっけ？　あのちょっとワルっぽい人と」

　思案顔の薬子は、いきなり茉莉がぶつけてきた直球の質問に、あからさまに眉まゆをひそめた。

「あんな浮気者と誰がつき合ってたって？」

「え？　違いました？　だってすごく仲がよかったじゃないですか」

「それは単なる腐くされ縁えんよ。高校がいっしょだったから、何となくつるむことが多かっただけで」

「じゃあつき合ってないんですか？　今も昔も？」

「当然でしょ。――だいたい、頼より通みちくんが今どこにいるか、あなた知ってるの？　パリよ、パリ？」

「あれ～、つき合ってないっていうわりには詳しいじゃないですか～」

「勘かん繰ぐらないでよ。……これも奇妙な縁だけど、今わたしが勤めてる学校に、宮本先生のお子さんがいるのよ。要するに頼通くんの甥おいっ子こがね。そこからの情報」

　そもそも薬子は、薬子が大学を出て教師となって以降、一度として宮本頼通と会ったことがない。つい先日、伊織を通じて頼通がパリにいると聞かされるまで、どこで何をしているのかも知らなかった。

「あー、そっか……先輩、今は一応、高校の教師なんですよねー……」

「……一応って何よ？　どうしてそこで急にテンションが下がるの？」

「だって……真面目な学生だったわたしがなかなか就職できずに事務のバイトで食くいつないでるっていうのに、どうしてちゃらんぽらんな先輩が教師なんかやってられるんですか？　しかも美術教師って！　子供のラクガキみたいな絵しか描けないのに！」

「本当に絵のうまい人間は美術教師なんてやらないわよ。茉莉ちゃんが就職できないのは世の中の景気と本人の要領が悪いせいじゃない？　それじゃまあ、せいぜいがんばってお仕事しなさい」

　ずけずけとものをいう後輩の頭を軽く小こ突づき、薬子は足早に事務棟をあとにした。

「…………」

　意外なところで宮本康頼の名を耳にした薬子は、ふたたび伊織に連絡を取ろうとしたが、相変わらず伊織のケータイには電源が入っていないようだった。

「あのふたり、どうして宮本先生を……？」

　携帯電話を折りたたみ、薬子は陰いん鬱うつな曇り空を見上げてひとりごちた。
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　もし伊織が今のような生活を送っていなかったとして――もし万一、仲のいいガールフレンドと人並みにデートをするようなことになっていたとしても――おそらく、伊織がこういう店に入ることは永遠にありえなかっただろう。

　夕刻、というよりもはやディナータイムに近いこの時間、スイーツ食べ放題を売りにする店内は、九割近くが女性客によって占められていた。

「……まあ、このガキを腹いっぱい食べさせるには、こういう店以外に選せん択たく肢しはないんだが」

　甘ったるいアイスティーをすすり、伊織はメニューに目を走らせた。

　三〇種類を超える豊富なスイーツはもちろん、ドリンク類のほかにもパスタやサンドイッチといった軽めの食事も食べ放題飲み放題になっている。伊織はもともと食の細いほうだが、伊織の目の前に座っている少女には、確かにこうした店はまさに天国ともいえる場所だろう。難点といえば、店員やほかの客たちからの視線が少々痛いということぐらいだった。

「イオリ！　パスタおかわり！」

「……いつもより食べてないか、おまえ？」

「だってここ、いくら食べてもタダなんでしょ？」

「ただじゃない。きちんとお代は払うに決まっているだろう。……もっとも、確実に元は取っているだろうが」

　伊織は静かに席を立ち、呆あつ気けにとられている店員たちの前を横切って、クリスタベルがご所しよ望もうのパスタをあらたに一人前、皿に盛って戻ってきた。

「……まったく、いいご身分だな」

　すでに伊織はスイーツ以外のメニューで簡単に食事をすませている。それ以降は、クリスが食べたいものを運ぶ給きゆう仕じ役に徹てつしていた。

「でも、おうちで食べるほうがおいしいよ」

　つるつるとパスタを食べながら、クリスはいった。

「――イオリはフレンチトースト以外にあんまり甘いものとか作らないけど、パスタはイオリが作ってくれるヤツのほうがおいしいし、紅茶もイオリが淹いれるほうがおいしいもん」

「そういうことをいえる気き遣づかいがあるのなら、せめてもう少し小さな声でいえ」

　たまたま近くを通った店員がじろりとこちらを睨んだような気がして、伊織は居心地の悪さに顔をしかめた。

「――でも、どうしてきょうはおうちでごはんじゃないの？」

「特に深い意味はない」

　電源を切ったままの携帯電話をポケットの中から取り出し、嘆たん息そくする。

「しいていうならあの女への嫌がらせだ」

　ためしに伊織がケータイの電源を入れてみると、留守電を確認する間もなく、たちまち電話がかかってきた。

「……もしもし」

『ちょっと、イオリ！　アナタどこにいるの？』

　電話に出るなり聞こえてきたやかましいルテティアの声に、伊織は眉み間けんのしわをさらに深くした。

『――いくら電話しても出ないし、どういうつもり!?　こっちはおなか空すかせて待ってるんだからさあ、早く帰ってきて夕食作りなさいよ！　じゃなければ何か甘いもの買ってきなさいよ！』

「我が家のルールは前にも説明したはずだが」

『知らないわよ、そんなの！　わたしを餓うえさせてそのへんほっつき歩いてるって、アナタ正気なの？　ミッチーにいいつけるわよ？』

「好きにしろ」

　アイスティーを飲み干し、伊織は唇くちびるを吊つり上あげた。

「でかい図ずう体たいをしてだらだらしているだけの怠なまけ者に、これ以上上あげ膳ぜん据すえ膳ぜんしてやる義理はおれにはない。家に置いてやっているだけでも感謝しろ。……文句があるなら、おまえの大好きなミッチー叔お父じさんのいるパリへ帰ればいいだろう？」

『イオリ……アナタねえ――』

「まえまえから気になっていたんだがな」

　電話の向こうのルテティアが怒りに震えている姿を想像しながら、伊織は急に声のトーンを落とし話題を切り替えた。

「……おまえ、おれに何か隠しているだろう？」

『何の話よ？』

「おまえ、何かに追われて日本に来たんじゃないのか？」

『どうしてそういう話になるわけ？』

「叔父さんは、自分ではおまえを守ってやれないから、代わりにおれに守ってやってくれといっていた。要するに、おまえは誰かに狙ねらわれているってことだろう？」

『……そんなのウォーライクなら当たり前のことじゃない？　いつも同類に狙われてるんだから』

「おまえはむしろ同類を狙うタイプだがな」

　やや皮肉を込め、伊織はそう混ぜ返した。

「――どっちにしろ、おれはおまえが何か大事なことを隠してると確信しているし、おまえはその疑ぎ念ねんを晴らすための努力をいっさいしていない。そんな状況で、にこにこ笑顔でおまえにメシを食わせてやれるほど、おれは達たつ観かんできていないんでな」

　もしルテティアが何者かに追われて逃げてきたのだとすれば、その追っ手が日本にやってくる可能性がないとはいえない。そして、その追っ手がクリスにとっても同様の脅きよう威いにならないという保証はないのである。

　ふと気づくと、クリスがフォークを置いてアイスティーを飲みながら、じっと伊織を見つめていた。

　クリスの目の前でこれ以上ルテティアと口論する気になれず、伊織は聞こえよがしな溜ため息いきをついた。

「……とりあえず、話があるなら今晩聞いてやる」

『ちょっと――』

　ルテティアはまだ何かいおうとしていたようだが、伊織は一方的に電話を切ると、そのまま電源を落とした。

　そんな伊織にクリスがいった。

「ねえイオリ」

「何だ？」

「ルゥとケンカしてるの？」

「そういうレベルの話じゃない。――もういいのか？」

「うん」

「それじゃ出るか。これ以上ここに長居していると、背中に穴が開きそうだ」

「え？　どうして？」

「……天然は最強だな」

　きょとんとして聞き返したクリスは、おそらく周囲からの奇き異いの視線などまるで感じていないのだろう。いたたまれない思いをかかえているのは伊織ただひとりだった。




　結局、伊織たちが家に戻ったのは、午後九時を回った頃だった。

　帰ろうと思えばもっと早くに帰れたのだが、ルテティアへの当てつけに、食事のあとであちこち寄り道をして、たっぷり遊んでから戻ってきたのである。

「ルゥ、おなか空かせて死んじゃってるんじゃないかなあ」

「それならいっそ手間がはぶけるな」

　先日、正面切ってルテティアと口ゲンカをやらかして以来、クリスの中でのルテティアに対する苦手意識はやや薄れてきたらしい。その一方で、あの横暴な少女に対してこうした気遣いのようなものを見せられるクリスは、伊織よりもよほどやさしく、ある意味ではお人よしだった。

「――おまえのようなお子さまがこんな時間にひとりで外をほっつき歩いていたら、まず一〇〇パーセント補ほ導どうされるだろうが、ルテティアの場合は何とかなるだろう。腹が減って我が慢まんできなければ、外食するなり何か買ってくるなり自分でどうとでもできる。心配してやるだけ無駄だ」

　伊織はポケットから家の鍵かぎを取り出し、玄関を開けた。

　と、その時、二階のほうで何かが壊れるような耳みみ障ざわりな音がした。

「――――」

　家の中は真っ暗で、外から見た時も窓に明かりはなかった。玄関に鍵がかかっていたことから考えると、ルテティアは外出しているのだろう。

　しかし、伊織は何者かが二階にいる気配を確かに感じた。闇やみに閉ざされた家の中でこそこそと動き回るものといえば、可能性はおのずとかぎられてくる。

　伊織は無言のままクリスを抱き上げた。クリスもやはり何か感じているようで、何もいわないうちから、伊織の首に手を回してそっと唇とまぶたにキスをしてくる。

　またたく間に全身に〝魔性の血エルフインブラツド〟が回り、伊織の五感が研ぎ澄まされていった。

「……やっぱ二階か」

　物音の出どころが二階――それも叔父の部屋だと察した伊織は、律儀にスリッパに履はき替かえて階段を駆け上がった。

「!?」

　踊り場まで駆け上がったところで、もっとはっきりとしたガラスの砕くだけ散ちる音が聞こえてきた。

　クリスをかかえて叔父の部屋に飛び込んだ伊織は、室内の惨さん状じように眉をひそめた。

「イオリ！」

　クリスが窓のほうを指差して甲かん高だかい声をあげる。伊織が反射的に片目をつぶってそちらを見やると、民家の屋根の上を跳はね飛とぶようにして、白い燐りん光こうを放ちながら高速で遠ざかっていく何かがあった。

「あれは――」

　今の伊織の視力でもはっきりとした姿を捉とらえられないほどに、向こうはすでに遠くまで行ってしまっている。今から追いかけたとしても、おそらく追いつくことはできないだろう。それに、たとえ追いつけたとしても、おとなしく伊織に捕らえられてくれる相手とは思えない。

　追跡を断念した伊織は、クリスを肩車したまま部屋の電気をつけた。

「うわぁ……」

　明かりの下にさらけ出された惨状に、クリスが溜息にも似た声をもらした。

　伊織がぶつくさいいながらこの部屋まで運び込み、その後ルテティアが綺き麗れいに整頓したはずの衣類がすべてぶちまけられていた。机のひきだしはもちろん、大きなベッドまでがひっくり返されている。クローゼットの中にあったはずのルテティアのバッグが、中ちゆう途と半はん端ぱに開いた状態で机の上に置かれているところを見ると、どうやら侵入者はこのバッグの中身を確認しようとしたところで、伊織たちの帰宅に気づいて逃走したのかもしれない。

「……破られたのが玄関でなかったのは不幸中のさいわいだな」

　窓の周辺に特に大量のガラス片が散乱しているのを見て、伊織はそう呟いた。

　片目を押さえて〝幻視セカンドサイト〟で室内を見回すと、明らかにクリスのものとは違う白っぽい光の残ざん滓しがあちこちにこびりついていた。エルクドゥーンのものでも、リリオーヌのものでもない。もちろんルテティアのものとも違う。

　すなわち、さっき逃げていったあの侵入者は、伊織たちがまだ出会ったことのない未知のウォーライクだということになる。

「世帯主の留守中に二階の窓から侵入して、こんな無ぶ作さ法ほうをやらかした上に顔も見せずに逃げていくような奴やつが、友好的な相手だとはとても思えねえな」

「イオリ……」

　忌いま々いましげな伊織の舌打ちを聞いて、クリスが伊織の頭にしがみついてきた。たぶん、あらたなウォーライクの存在に怯おびえているのだろう。

「心配するな。別におまえを狙ってる相手とはかぎらねえ。……誰かが呼び込んだって可能性もあるからな」

　粗そ野やな言葉でクリスを勇気づけた伊織は、少女を部屋の外の廊ろう下かに降ろした。

「迂う闊かつに中に入るなよ？　あちこちにガラスの破は片へんがあって危ねえからな」

「これからどうするの、イオリ？」

「本当なら警察に連絡するとこなんだが……あいにくと、この家に警察や保険屋を呼ぶわけにもいかねえ」

　たとえ警察に被害届を出したとしても、警察が侵入者の身元を割り出せるとは思えない。むしろ、日本人離れした外見のクリスとルテティアの身元を警察にあれこれ詮せん索さくされ、逆に伊織のほうが窮きゆう地ちに立たされる可能性すらあった。

「おい、一応ほかの部屋も見てこい」

「判ったー」

　クリスにほかの部屋の点検を任せ、伊織はひっくり返されていたベッドをひょいともとに戻した。ベッドの上に載のっていた新品のマットレスは、何か刃物のようなものでずたずたに引き裂かれ、無む惨ざんに中身がはみ出している。

「……何かを捜していたのか……？」

　見ると、部屋の隅に移動させておいたあの棺ひつぎまでがばらばらに破壊されていた。ルテティア本人に調べさせなければはっきりとしたことは判らないが、おそらく侵入者はここで何かを捜していたのだろう。クローゼットや机の中を調べるだけでなく、ベッドを動かしたりマットレスを引き裂いて中を探ったり、棺まで破壊しているあたり、かなり執しつ拗ようなやり口だった。

「…………」

　伊織が棺の残ざん骸がいをじっと見つめていると、そこにクリスが駆かけ戻もどってきた。

「イオリー！　キッチンは大丈夫だったよ！」

「キッチン以外は？」

「え？」

「……ほかの部屋も全部見てこい」

　もう一度クリスを走らせ、伊織は携帯の電源を入れた。とにかく今はルテティアを家に呼び戻して、必要なものだけでも選別してもらわなければ、あしたから片づけにかかることもできない。それ以前に、ルテティアにも注意をうながしてやる必要がある。

　と、ルテティアに連絡を取ろうとした矢先、薬子からの着信があった。

「もしもし？」

『ああ、やっとつながった。今どこにいるの、伊織くん？』

「ちょうど家に帰ってきたところです。ちょいと事情があってケータイの電源切ってたんですけど……何か緊急の用事でも？」

『緊急といえば緊急ね』

「こっちも軽く緊急事態なんですが……何なんです？」

　惨さん憺たんたる部屋の中を一瞥し、伊織は壁に寄りかかった。

『きょう、わたしの母校に行ってきたんだけど』

「母校ってのは大学のことですよね？　ウチの学園じゃなく？」

『ええ。――そこで妙なふたり組を見たわ』

「妙なふたり組？」

『ウォーライクとロードのカップルよ。ウォーライクのほうはわたしと同い年くらいの白いスーツの女で、ショートカットのシルバーブロンド。ロードのほうははたちくらいかしら？　海外ドラマに出てきそうなアングロサクソンぽい男の子だったわね』

「――――」

　薬子の言葉に、伊織はふたたび片目をつぶって部屋の中を見回した。

「イオリー！　ほかの部屋も大丈夫だったよー！」

　戻ってきたクリスを「静かにしてろ」のジェスチャーで黙らせ、伊織は薬子に尋たずねた。

「そのウォーライク、何色でした？」

『白っぽい銀――ほとんど白っていってもいいわね』

「白、ですか……」

『そのふたり、どうも宮本先生に会いにきたらしいわ』

「親おや父じに？」

『ええ。事務棟で宮本先生の住所を調べていったって。……だから気をつけて。敵か味方かまだ判らないけど、用心しておいたほうがいいわ』

「今からでもそうしますよ。もう手遅れですけど」

『……どういう意味？』

　思わずもれた伊織の自じ嘲ちように、薬子がいぶかしげな声をあげる。

「どこかのウォーライクがウチに入り込んで、荒っぽく家や捜さがしをしていったみたいなんですよ。おれが踏み込んだ時にはもう逃げたあとだったんですが、とりあえず燐光は白でした」

『もしかして……昼間ウチの大学に来たウォーライクかしら？』

「かもしれません。とにかく、今夜はいろいろと忙しくなりそうなんで、詳しいことはあしたにでも」

『判ったわ。……何かあったらすぐに連絡してね』

「ありがとうございます」

　薬子の気遣いに礼を述べ、伊織は電話を切った。

「イオリー、ほかの部屋は綺麗なままだったよ」

「ご苦労」

　あらためて報告してくれたクリスを抱き上げ、伊織は嘆息した。

「……どうするの、これ？」

「知らん」

「でも、このままじゃルゥが困るよ」

「困れば自分で何とかするだろう。荒らされたのはあいつのものばかりなんだからな。……もしおれに押しつけるようなら問答無用で全部捨ててやる」

　伊織がそんなことをいっていると、玄関のドアが開く音がして、鼻歌混じりの陽気な声が飛んできた。

「たっだいま～！」

「あ、ルゥだ」

「さっきはあんなに不ふ機き嫌げんだったくせに、切り替えの早い奴だな」

　その機嫌も、この部屋を見ればふたたび豹ひよう変へんするだろうことは想像にかたくないが、だからといって逃げ出すわけにもいかない。

　伊織は机のそばに転がっていた椅子を引き起こすと、クリスをそこに座らせ、ルテティアを待ち受けた。

「イオリー！　クリスー！　いないのー、ね～？」

「いる。……叔父さんの部屋だ」

「ミッチーの部屋って――今はわたしの部屋でしょ！　どうして勝手に入るわけ？　信じらんない――」

　戸口に現れたルテティアは、部屋の惨状を目の当たりにした刹せつ那な、かっと柳りゆう眉びを逆立て、手にしていたバッグを放り出して伊織に詰め寄った。

「この――！」

　大きく右手を振りかぶり、ルテティアは伊織の横っ面をひっぱたこうとした。

「……いきなりだな」

　見た目はほっそりとした美少女でも、ルテティアの身体能力は常人のそれを大きく上回っている。咄とつ嗟さに伊織がその手を摑つかみ止めていなかったら――そして伊織がクリスの血を飲んでいなかったなら――たぶん伊織は、顎あごの骨を粉ふん砕さいされて壁に叩たたきつけられていただろう。

　ルテティアの手首をぎっちりと摑んだまま、伊織は低い声でいった。

「おまえの目は節ふし穴あなか？　人を犯人あつかいする前に、少し冷静になって部屋の中を見てみろ」

「何よ……？」

「おれにも見える犯人の痕こん跡せきが、おまえに見えないわけがないだろうといっている」

「…………」

　伊織にいわれて、ルテティアはいまさらながらにはっとした表情を浮かべた。おそらく、そこかしこに残る白い鱗りん粉ぷんに気づいたのだろう。

「……放してよ」

　ルテティアは伊織の手を振りほどくと、ばつが悪そうにそっぽを向いたまま、親指の爪を嚙かみ始はじめた。

「アナタじゃなきゃ誰の仕し業わざなの？　アナタは犯人の姿とか見なかったわけ？」

「おれが見たのは白い燐光だけだ。そっちこそ心当たりはないのか？」

「ないわよ。ない。ないに決まってるでしょ？」

「そうか」

　伊織はクリスを小脇にかかえてルテティアの部屋を出ると、一階のキッチンに向かった。

「――ところで話は変わるが、おまえ、ウォーライクの知り合いはどれくらいいる？」

「何よそれ？　どういう意味？」

「きょう、おれの父親が以前はたらいていた大学に、ウォーライクとロードのふたり組が現れたそうだ。……おまえの知り合いじゃないのか？」

　キッチンまで追いかけてきたルテティアを一瞥し、伊織は冷蔵庫の中からアイスティーのボトルを取り出した。とにかく今は冷たいお茶でも飲んで、エルフィンブラッドの効果でささくれ立った精神を鎮しずめたかった。

「どんなウォーライクなの？」

「おれも詳しくは知らないが、髪の色はシルバーブロンドでショートカット、仕立てのいいスーツ姿の白ずくめだそうだ」

「……ロードのほうは？」

「はたちくらいの西洋人だと聞いている」

「…………」

　グラスに細かく砕いた氷を放り込んだ伊織は、その上から手製のアイスティーをそそぎ、ガムシロップを垂たらした。紅茶をホットで飲む時には絶対に砂糖を入れない伊織だが、アイスの時は逆にたっぷりとガムシロップを使う。それもまた伊織のささやかなこだわりである。

「――ねえ」

　気難しげな表情で考え込んでいたルテティアは、眉間にしわを寄せたまま、伊織を見やった。

「それってもしかして……アナタの父親のほうの知り合いじゃないの？　わたし関係なくない？」

「そういう可能性もある」

　伊織がしれっと答えると、ルテティアは眉間のしわをさらに深くして声を荒げた。

「ちょっと！　だとしたらタダのとばっちりじゃない！　アナタの部屋の代わりにわたしの部屋が荒らされたってことでしょ!?」

「まだそうと決まったわけじゃない」

　甘ったるいアイスティーのグラスを我が家のウォーライクたちの前に置き、伊織は嘆息した。

「……で、どうなんだ？　おまえの知り合いなのかそうじゃないのか？」

「ロンドンあたりで暴れてた白ずくめのウォーライクの噂うわさなら聞いたことあるけど、知り合いじゃないわよ。会ったこともないし」

「ロンドン？　パリじゃないのか？」

「フランスの前はイギリスにいたのよ。パリに移ったのは半年くらい前」

「それが今は日本まで都みやこ落おちか」

「余計なお世話」

　ルテティアは頰をふくらませ、椅子の上で膝ひざをかかえた。

「おまえの知っているそのウォーライクと、大学に現れたウォーライクが同一人物だと仮定して――問題は、そいつがなぜおれの親父を訪ねてきたのかということだな」

「……わたしに聞いてんの、それ？」

「いや、ひとり言だ。どのみちおまえから建設的な意見が聞けるとは思っていない」

「アナタねえ――」

「ふたりとも、さっきから何のお話ししてんの？」

　ずこ～っとアイスティーをひと息にすすったクリスが、あくびを嚙み殺して目をこすった。

「……それよりもう寝ようよ。クリス眠くなってきたよ……」

「眠る前には歯は磨みがきとトイレだ」

「ふぁ～い」

「あ、ちょっと！」

　さっさと食器をシンクに沈めて二階に上がっていく伊織とクリスを、ルテティアが慌あわてて追いかけてきた。

「ちょっと待ちなさいよ！　まだ大事な話が残ってるでしょ！」

「成長期の少年少女にとって、充分な食事と睡眠は欠かせない。それ以上に重要な話といわれても、今のおれに思い当たるものは特にないが」

「アナタの睡眠時間なんかどうでもいいの！」

　自室に入ってシャツのボタンをはずし始めた伊織に、ルテティアが迫った。

「――わたしはどこで寝ればいいのよ!?　部屋の中があんなになってるのに！」

「知らん」

「そんな言いい種ぐさはないでしょ！　だいたい――」

「知らんものは知らん。あの部屋をあんなありさまにしたのは侵入者であって、別におれがやったわけじゃあないからな」

「勝手なこといってないでさっさと出ていきなさいよ！」

「……は？」

「今夜はわたし、アナタのベッド借りて寝るから。アナタは書しよ斎さいのソファでもキッチンの床でも、好きなとこで寝なさい。……クリスだけならいっしょに寝かせてあげてもいいけど」

「何だ、その上から目線の物言いは？」

「え～？　クリス、イオリといっしょでなきゃ寝られな～い」

　のそのそとパジャマを引っかぶったクリスが、ルテティアの提案に真っ先に不満の声をあげた。

「じゃあクリスもイオリといっしょに床で寝なさいよ。今の時期なら風邪をひくこともないだろうし」

「幼女に床で寝ろだと？　鬼か、おまえは？　居い候そうろうのくせに態度がでかいな。おまえこそ床で寝ればいいだろうが」

「レディに向かって本気でそういうヤツって信じらんない！　アナタ、ミッチーにいいつけるわよ!?」

「ぜひそうしろ。あれ以来また連絡がつかなくて困っていたところだ。叔父さんと連絡がつけば、この家からおまえを追い出す相談ができる。……ヨーロッパ育ちのレディには、とうてい東京の小市民的な暮らしは性に合わんだろうしな」

　有う無むをいわせずルテティアを部屋から押し出し、伊織はパジャマに着替えた。




「……で、どうしてこうなる？」

　数十分後、宮本伊織はむっつりと天てん井じようを見上げていた。

「しょうがないでしょ！　公約数を取るとこれしかないんだから！」

　押し殺したようなルテティアのわめき声が、伊織のすぐ隣となりから飛んできた。反対側からは、早くもクリスの安らかな寝息が聞こえてくる。

　伊織は薄闇に目を細め、居心地の悪さに溜息をついた。

「ちょっと……まさかヘンなところ触るつもりじゃないでしょうね？」

　伊織に背を向けて横になっていたルテティアが、肩越しに伊織を睨みつけた。

「ヘンなところとは具体的にどこのことだ？　くだらんいいがかりをつけるのならおれのベッドから出ていけ」

「アナタ男でしょ？　いまさら決まったことに文句いわないの！　ミッチーはもっといさぎいいわよ？」

「決まったも何も、おまえが勝手に決めて勝手に乗り込んできただけだろう。……それに、叔父さんはいさぎいいというんじゃない。女にだだ甘なだけだ」

　伊織はふいっと壁のほうを向くと、何の悩みもなさげな寝顔を見せているクリスをかかえ、静かに目を閉じた。

　あのあともルテティアはベッドで休むという主張を曲げようとはせず、結局、伊織とクリスが寝ようとしていた矢先にまた乗り込んできた。おかげで、壁側にクリス、真ん中に伊織、その隣にルテティアという具合に、もともとひとり用のベッドを三分割して使うはめになっているのである。

　季節柄、布団の取り合いに敗はい北ぼくして寒さに震えるような哀しい展開にはならずにすんでいるが、何しろせまい。特に伊織は、下へ手たにルテティアに接触しようものならこっぴどく罵ば倒とうされるのが目に見えているため、余計に身を縮ちぢこまらせていなければならなかった。

「……おい」

　ベッドに入って一時間ほどたった頃、伊織は背後のルテティアに声をかけた。

「おい、ルテティア」

「……ルゥ」

「は？」

「ルゥって呼びなさいよ……」

　どこか不ふ明めい瞭りような、眠たげな声が返ってくる。

「ミッチーもいってたでしょ？　わたしのことは、ルゥって呼べって……」

「知らん」

「ウソ。……ミッチーはねえ、わたしの名前が呼びにくくて、それでルゥって愛称で呼んでるの。ミッチーがつけてくれた名前なのよ……」

「ほー、それはよかったな。――それはそれとして、例の白ずくめのウォーライクの名前は？　ロードはどんな奴だ？」

「うるさいなあ、もう……確か――あー……い、イグレーヌ……イグレイン？　よく覚えてない……」

「ロードは？」

「だから覚えてないって……」

　むにゃむにゃと語尾を消え入らせ、ルテティアの声はそのまま聞こえなくなった。

「……ウォーライクというのは太たい平へい楽らくな連中ばかりなのか？」

　伊織は軽く身を起こしてルテティアの背中を見やり、重苦しい溜息をついた。

　あした以降の叔父の部屋の片づけのことを思うと憂ゆう鬱うつになってくる。ルテティアの性格からして、荒らされたのが自分の所有物とはいえ、素直に自分で片づけるとは考えにくい。おそらくはなかば強引に――そしてもっとも面倒な部分を――伊織に手伝わせるだろう。ふだんの家事さえなければどうとでもなるだろうが、両方を平行してというのはさすがにきつい。まして、今は期末試験に備えて勉強のほうも手を抜けない時期なのである。

　せめて睡眠だけでもしっかり取っておきたかったが、こうして両サイドが静かになると、また別の意味で眠れなくなってきた。

「…………」

　クリスに添い寝してやることにはとっくに慣れた伊織だったが、背後に横たわっているのはクリスのような小学校低学年のお子さまではない。口の減らない気き丈じような性格はともかく、ルテティアは伊織と同世代の――それもクラスの女子たちとは比較にならない――見事なプロポーションと美び貌ぼうを持つ美少女なのである。

　そういう生身の女の子が、薄いキャミソールとフレアパンツといういでたちで、手を伸ばせばすぐに届くところで無防備に寝息を立てているこの状況では、さすがに伊織も平静ではいられない。青少年のリビドーのスイッチは、好きとか嫌いとかいうこととは無関係に、ひょんなことで入ってしまったりするのである。

「くそ……」

　ひとり悶もん々もんとしたまま、伊織は何度も溜息をついた。

　そんな伊織の克こつ己き心しんを試すかのように、ルテティアが寝返りを打った。

「ん……ふ」

　どんな夢を見ているのか――それ以前にウォーライクも夢を見るのか――ルテティアは伊織の背中に寄り添うようにごろりと向きを変え、白い腕を回してきた。

「……おいおい」












　背後からルテティアに抱きすくめられる恰かつ好こうになった伊織は、首をすくめて全身を硬直させた。

　その耳もとで、ルテティアが何ごとかささやいた。

「…………」

　ルテティアの寝言はどうやらフランス語らしく、伊織には理解できなかったが、それが叔父に対する愛のささやきだということは何となく察せられた。

「……失礼といえば失礼なヤツだな」

　ひとりでどきどきしていることが急に馬鹿らしく思えてきて、伊織はルテティアのほうを振り向くと、無造作にベッドから蹴けり落おとした。

「――ふぐふっ」

　ベッドから転げ落ちたルテティアは、妙にくぐもった呻うめき声ごえをもらしはしたものの、それで目を醒さまして伊織に食ってかかるということもなく、またむにゃむにゃ呟いて深い眠りに落ちていった。

「ふん」

　わずかに溜りゆう飲いんを下げた伊織は、ようやくのびのびと眠りに入ることができた。
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「最悪！」

　パトリックは振り上げた拳こぶしを震わせ、忌々しげに吐はき捨すてた。

「――どうしてだよ!?　ないじゃないか！　どこにやったんだよ!?」

　ホテルのスイートルームに青年の怒声が響き渡る。白い肌を苛立ちに紅潮させたパトリックは、リビングに飾られていたフラワーベースを怒りに任せてはたき落とそうとした。

「ぼっちゃま」

　振り降ろされかけたパトリックの手を、イグレインが咄とつ嗟さに押さえた。

「どうかお気をお鎮めください」

「けどさあ――！」

「ぼっちゃま」

　再三イグレインに諫いさめられたパトリックは、大きく何度も深呼吸すると、まるで自分自身をなだめるかのように、胸に手を当ててそっと呟いた。

「……落ち着け、落ち着け……大丈夫、ＯＫ、問題ない――」

「ぼっちゃま」

「ごめん、イグレイン。もう大丈夫、ずいぶん落ち着いたから。……熱い紅茶を一杯もらえない？」

「はい」

　イグレインが紅茶の用意をしている間、パトリックはソファに座り込み、顔を覆おおってじっとしていた。

「――どうぞ、ぼっちゃま」

「ありがとう」

　ふーっと溜息をつき、パトリックはティーカップに手を伸ばした。

「落ち着かれましたか？」

「うん……〝血〟が入ると、文字通り頭に血が昇りすぎるのがぼくの悪いクセだな。いつまでたっても慣れない。どうにかしないと」

　熱いアールグレイでひと息ついたパトリックは、癖のある金髪をかき上げ、天井を見上げた。

「……それにしても、いったいどこに隠したんだ？　あの屋敷にあの少女がいるのは間違いないようだし、もう一度行って、今度は徹底的に調べてやるか……こんなことなら慌てて逃げるんじゃなかったよ」

「ぼっちゃま、あまり無茶なことは――」

「彼の息子があの少女のロードであるなら、いずれ衝しよう突とつは避さけられないよ。無茶だ無理だといっていたら、おじいさまの無念を晴らすことなんかできやしない」

「ですが、ここは異い邦ほうの地です。協力者もおりませんし、何より、あちらも今後は警戒するでしょう。今夜と同じような手が通じるとは思えません。万が一、待ち伏せでもされたら……」

「まあ、きみの懸け念ねんも判るよ」

　先ほどまでの苛立ちが噓うそのように、パトリックは落ち着いた調子で答えた。

「――けど、あの〝書〟は何としても手に入れなければならないんだ。何か別の手を考えよう」

「……はい」

　小さくうなずいたイグレインの表情は冴えない。カップに口をつけたまま、パトリックは上目遣いにイグレインを見つめた。

「まだ反対？」

「いえ、ぼっちゃまがお決めになられたことであれば……」

「でも乗り気じゃないんだろう？」

　イグレインは答えなかったが、哀しげに伏せられた瞳ひとみがそれを肯定していた。

　パトリックは手ずからあらたに紅茶の用意をしながら、イグレインの白い背中を一瞥した。

「――イグレイン、きみだって忘れたわけじゃないよね？」

「…………」

「あの時……彼がおじいさまの申し出を断ったりしなければ、おじいさまの研究は完成していたはずなんだ。彼があの少女を連れて姿をくらましたりしなければ、おじいさまが失意のうちに亡くなることもなかった。ぼくたちはおじいさまの遺志を受け継いでいるってことを忘れないでよ」

「……はい」

　うなだれたまま、イグレインはかぼそい声で答えた。






















　三み日か月づき学園高等部の美術準備室に、宮みや本もと伊い織おり、早はや瀬せ薬くす子こ、大おお路じ常葉ときわの三人が集まっていた。こうして三人が顔を合わせるのは、先日、常葉を病院まで送っていった時以来となる。

　コーヒーメーカーの電源を入れ、薬子が伊織たちに尋たずねた。

「コーヒー飲む？」

「コーヒー以外に何かあるんですか？」

「ないわよ」

「……今度ティーバッグでも持ってきます」

「悪いわね、気が利きかないダメ教師で。――ま、とにかく座ってちょうだい」

　薬子は軽く顎あごをしゃくって空あいている椅い子すをしめした。

　といっても、この雑然とした準備室に、椅子はふたつしかなかった。ひとつは机の前の薬子の椅子で、実質的に空いている椅子はひとつしかない。

　伊織は常葉の顔色を窺うかがうまでもなく、さっさとそのへんの美術書を積み上げ、そこに腰を降ろした。

「ベラスケスが泣いてるわ」

「誰だれですか、それは？」

「宮本くんは、二年になったら美術を選せん択たくするといいわね。わたしがいろいろと教えてあげるから」

「むざむざ通知表を人質に出すような真ま似ねはしませんよ」

「先生」

　伊織と薬子の軽口の応おう酬しゆうに、常葉が淡たん々たんと割って入った。

「――お話というのは？」

「まずは宮本くんの報告から聞かないとね」

　肩をすくめ、薬子は伊織を見やった。

　そもそもきょうここに三人が集まったのは、伊織の自宅に素す性じようの知れないウォーライクが侵入した事実を受けてのことだった。

　薬子にはゆうべ手短にトラブルがあったことだけは電話で伝えてあったが、詳細は薬子にも常葉にもまだ話してはいない。淹いれたての熱いコーヒーをすすりながら、伊織は昨夜の顚てん末まつについてふたりに語った。

「白ずくめのウォーライク、か――」

　軽く脚あしを組み直した常葉は、細い顎に手を添え、思案顔で呟つぶやいた。

　少なくとも伊織が見るかぎり、きょうの常葉はいつもの常葉――一世一代の恋に破れて打ちひしがれる前の、〝王子〟と呼ばれていた頃の常葉と変わらない。まだ心の傷は癒いえていないのだろうけど、それを乗り越えて前に進もうとする常葉らしい気き概がいを、伊織はその横顔から感じ取っていた。

「……おそらく、わたしが大学で見かけたふたりと同一人物でしょうね」

　タバコに火をつけ、薬子はいった。

「大学で宮本先生の住所を聞き出し、それから宮本くんの留守中を狙ねらって自宅に侵入した。……ところが、そこに宮本くんたちが帰ってきて、慌あわてて逃げ出した」

「おれもそんなところだと思います」

「だとすると、そのウォーライクたちの狙いは何なんです？」

　常葉の怜れい悧りな瞳ひとみが薬子を捉とらえる。

「わたしに聞かれても判わからないわ。宮本くん、何か心当たりはないの？」

「心当たりというと、真っ先に思い当たるのはウチのチビっ子なんですけどね。どうも今回のは、クリスが狙いじゃないらしい」

「それではあれか、きみのところに転がり込んできたとかいう、もうひとりのウォーライクかい？」

「ああ、ルテティアっていうんですけど」

「パリから来たルテティア？　できすぎた名前ね」

　薬子がタバコをもみ消してくすりと笑った。

「――案外、頼より通みちくんが洒落しやれでつけた名前なんじゃない？」

「叔お父じと会う前からそういう名前だったらしいですけど……どうしてです？」

「ルテティアっていうのは、パリの古い呼び名なのよ」

「ほう」

「で、そのパリジェンヌが狙われてるわけ？」

「そっちの線もあるかと思ったんですが、本人は否定してました。ウォーライクが同類に狙われるのは当たり前のことだそうです。……ただ、以前ルテティアがヨーロッパにいた頃、イグレインだかイグレーヌだかいう白ずくめのウォーライクの噂うわさを聞いたことがあるといってました」

「イグレイン……？」

「〝鞘ロのー主ド〟のほうの名前までは覚えていないそうですが」

「だったら、やっぱりわたしが見たあのふたりが犯人なのかもしれないわね。大学のほうに現れたふたり組は、わざわざアイルランドから宮本先生に会いにきたといっていたそうよ？」

「……確かに親おや父じは、ちょくちょくイギリスやアイルランドに行っていたらしいですけど、おれは何も知りませんよ？」

　父の知人をひとり挙あげろといわれても、アイルランド人はおろか、日本人の名前すらなかなか思い浮かばない伊織である。海外にいる父の知り合いの、さらにその孫のことなど、伊織が知っているわけがない。

「そのウォーライクの素性はともかく……宮本後こう輩はいの家で、いったい何を捜さがしていたのかな？」

「いや……」

　常葉の疑問の声に、伊織はいったん息を詰めてから、言葉を選びながら答えた。

「荒らされていたのは叔父の部屋というか、今はルテティアが占せん拠きよしている部屋でしたし、何がなくなっているか、ルテティアに確認させないとまだ何も判らない状態なんですよ。……それに、おれたちがあのタイミングで帰宅しなかったら、たぶんほかの部屋も家や捜さがししていたんじゃないですかね？　だから、本当に連中の狙いがどこにあったのか判らないんですよ」

「宮本先生が何かを持っていて、それを狙っていたという可能性は……？」

「もし本当にそんなものがあるなら、さっさと燃えるゴミの日に出して厄やつ介かい払ばらいしますよ、おれは」

「頼通くんに聞いても判らないの？」

「叔父に相談しようにも、ルテティアを押しつけられた日以来、また連絡が取れなくなってますから」

「そう……」

　薬子は深く溜ため息いきをついてうなずいた。

「とにかく、宮本くんは引き続き頼通くんと連絡を取ってみて。それと、そのルテティアって子からも、判るかぎりのことを聞き出してちょうだい。――ふたり組のほうは、わたしが何とか調べてみるから」

「調べてみるって……そんなことできるんですか、先生？」

　在校生の名簿をひっくり返して調べるのとはわけが違う。相手は正確な名前すら判らない渡航者なのである。いったいどうやって調べるつもりなのか、伊織と常葉は、なぜか自信ありげな薬子を凝ぎよう視ししてしまった。

「いろいろとつてを使って……まあ、やれるところまでやってみるから、とりあえずあなたたちは身の回りに気をつけて、何かあったらすぐに連絡してね」

「はい」

　うまくはぐらかされたような気もしたが、それ以上食い下がるのもどうかと思い、伊織はそこで話を切り上げた。

「――聞いてもいいかな、宮本後輩？」

「何です？」

　美術準備室を出たところで、常葉が伊織に尋ねた。

「きみのところに来た、ルテティアというそのウォーライクのことなんだけど」

「ああ……はっきりいって、先せん輩ぱいとは合いませんね」

「合わない？　わたしと？」

「先輩は、ちゃらちゃらした女が嫌いでしょう？」

「かならずしもそうだとはかぎらないけど――」

「男はみんな自分をちやほやしなければいけないと本気で考えているような手合いです。実際、もてるんでしょうけどね。要するに、女を敵に回す女ですよ」

「なるほど、きみのいわんとするところは判った。あまりリリオーヌの手本になるような少女ではないわけか」

「おれだって、クリスの手本にするならあいつよりも先輩のほうを選びますよ」

　たぶんそんな話を聞けば、ルテティアは火がついたように怒り出すだろう。自分は男たちにかしずかれて当然のいい女なのだとうそぶくわりには、簡単に頭に血が昇りやすいのがルテティアという少女だった。

　その時、伊織の携けい帯たい電話が鳴り出した。

「誰からだい？」

「……ウワサのパリジェンヌからですよ」

　液えき晶しよう表示を一いち瞥べつし、伊織は溜息をひとつついて電話に出た。

『サリュー、イオリ！』

「何がサリューだ。――緊急時以外連絡してくるなといっただろう？　自由人のおまえと違って、おれには学校生活があるんだ」

『その学校の前まで来てるんだけどさあ』

「何？　どうしておまえがおれの学校を知っている？」

『アナタのお気に入りのクリスたんが案内してくれたし～』

「……ふざけるな」

　伊織は電話を耳に当てたまま、階段を駆かけ降おりて踊り場の窓から顔を出した。

『あっ！　イオリだ！』

　スピーカーからクリスのはしゃいだ声が聞こえてきた。いっしょにいるというのは本当なのだろう。

　見ると、ぴたりと閉じられた正門の向こうに、見覚えのあるクリーム色のスクーターが停まっていた。

　伊織の隣となりからひょいと外を覗のぞいた常葉が、そっと片目をつぶった。

「あれは確か、きみのスクーターだな？」

「正確には叔父のです」

「……ということは、あれがその女を敵に回す女というわけか」

　スクーターにまたがっていたのは、お気に入りの白いアオザイを着たルテティアだった。レトロなフォルムのスクーターにアオザイの美少女という組み合わせは、ここがベトナムのホーチミンあたりならば絵になるが、この日本では周囲から浮いて見えるのは避さけられない。まして後ろには、これもまた否応なく目立つ、青いワンピースの金髪の少女を乗せているのである。

　しばし額ひたいに手を当てて絶句していた伊織は、視線ははるか先のルテティアを睨にらみつけたまま、ケータイに向かって怒鳴り散らした。

「勝手にクリスを連れ出すな！　ウォーライクが同類から狙われているのは当たり前のことだといったのはおまえだろう!?」

『だからさあ、いざって時に頼りになるアナタの知り合いを紹介してほしいんだけど。……ほら、今アナタの隣にいる子だって、ロードなんじゃないの？』

『あれはトキワだよ！　リリオの仲よしで、イオリのセンパイなんだって！』

「あのガキ、余計なことをべらべらと……！」

「きみも大変だな。……ちなみに、わたしはあの子に助けを求められてもすぐに駆けつけてやれるかどうかは判らない。あまりあてにしてくれるなと伝えてくれ。わたしはリリオーヌの面倒を見るだけで手一杯なんだ」

　常葉は伊織の肩をぽんと叩たたき、さっさと自分の教室に戻ってしまった。

『ねえ、イオリ？　アナタちゃんと聞いてる？』

「……知るか」

　伊織は重苦しい溜息をつき、一方的に通話を切った。




「宮本ォ！　貴様ァ！」

　伊織が力なく肩を落として教室にやってくると、鼻の穴をふくらませた山やま崎ざきがいきなり詰め寄ってきた。

「貴様は宋そう憲けんだ！　あの呂りよ布ふすら裏切った三流武将の宋憲だ！」

「……何をいっているのかよく判らんが、少なくともおれをけなしているということだけは判った」

「とぼけるな！」

「とぼけてなどいない。本当におまえのいうことはよく判らん。……どうやら妙に三国志に詳しいということも判ったが」

「全世界のしあわせの総量は最初から決まってるってのに、おまえはそれを独り占めする気か!?　このしあわせ泥棒が！」

「……初めて耳にする理論だな」

「黙れ！　おまえがひとりしあわせになっている陰で、オレのような男がひっそりと泣なき濡ぬれてんだぞ!?　その現実を前にしてもおまえの心は痛まないのか!?」

　ひっそり泣き濡れているというわりにはやけに雄弁な山崎は、ポケットから自分の携帯電話を取り出すと、画面に一枚の画像を表示して伊織に突きつけた。

「見ろ！」

「…………」

　それは、ついさっき正門前に現れたルテティアを撮影した画像のようだった。距離のせいで今ひとつボケているが、ふたりの少女がスクーターにまたがっているのがはっきりと確認できる。

　山崎はクリスのほうを指差し、

「これは確かおまえの叔父さんの娘とかいう子だな!?」

「……そうか？　ボケていてよく判らないんだが」

「ちゃんと見て、伊織くん！」

　と、いきなり横合いから山崎に掩えん護ご射撃をしてきたのは、こちらもケータイを手にした牧まき島しまさつきだった。

「これ、どう見てもクリスちゃんじゃない！」

「……む」

　あれこれがさつな山崎と違い、さつきの撮影した画像はずっと鮮明で、確かにスクーターの後ろに乗っているのがクリスだと判るようになっていた。

「クリスチャンだかキリシタンだか知らねえけど、とにかくおまえの従い姉と妹こだろ、この子は？　だったらこっち！　このすらりとした美少女は何者だ!?」

「……美少女か？」

「ごまかすな！　カメラの画像はボケていても、オレの網もう膜まくにははっきりくっきりとあの子の姿が焼きついてんだよ！　さあ吐はけ、今すぐ吐け！　この子は誰だ？　そして可能ならぜひオレに紹介しろ！」

「ほら、親友の山崎くんのためにも、本当のことをいってあげて、伊織くん！」

「…………」

　伊織はまたもや深く溜息をつきながら、意外にこのふたりはつき合ったらうまくいくんじゃないかと、とりとめもないことを考えて現実から逃れようとしてみた。
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　摂せつ取しゆカロリーとしては大きく常人の範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつしているものの、自分はあくまで甘いものしか食べないというのが、ルテティアの主張である。

　だから、ルテティアが選んだ店も、当然のようにケーキのおいしい喫茶店だった。

「――ねえ、何個までＯＫ？」

　目をきらきらさせながらメニューを手にしているクリスタベルに、ルテティアは無言で指を三本立てた。

「え～？　三個？」

「何よ、文句あるの？　どうせアナタ、家に帰ったらイオリに食事作らせてまたガツガツ食べるんでしょ？　だったらいいじゃないの」

「みゅううう……」

　妙な唸うなり声をもらし、クリスはメニューの厳選に入った。

　アーリーアメリカンを思わせる落ち着いた店内は、客の入りも六、七分といったところで、混み合っているという感じはしない。これがもう少したてば、学校帰りの女子大生やＯＬたちでにぎわうのだろう。

「わたしはミックスベリーのトライフルにカフェオレを。クリスは？」

　やってきたウェイトレスにオーダーを告げたルテティアは、メニューと睨めっこをしているクリスを一瞥した。

「じゃあ……クリスはこれとこれとこれ！　それとマンゴージュース♪」

「は、はあ……」

　クリスが一度に三つもケーキを注文したことに戸惑っているのか、ウェイトレスは意見を窺うかのようにそっとルテティアを見やった。

「あの、お持ち帰りではなく……？」

「いえ、ここで食べていきます」

「……かしこまりました」

　どこか釈しやく然ぜんとしない表情を浮かべたまま、ウェイトレスはカウンターのほうに戻っていった。

「ルゥってホントはいい人だったんだね！」

　ごくごくとお冷やを一気に飲み干し、出し抜けにクリスがいった。

「何よ、それ？」

「だって、クリスにごちそうしてくれるんでしょ？」

「わたしがアナタに奢おごってもらうわけにはいかないでしょ？　それに、イオリの学校まで案内したら奢ってあげるって約束だったし」

「約束守るなんて偉いね、ルゥは！」

「……アナタ、わたしのことバカにしてるの？」

「ううん、褒ほめてるんだよ。どうして？」

「……別に。子供に褒められても嬉うれしくないっていうか」

　ちょうど運ばれてきたカフェオレに口をつけ、ルテティアは窓の外に視線を移した。

「――ミッチーがね」

「ヘンな名前のイオリの叔父さんのこと？」

「ヘンな名前は余計。――そのミッチーがね、できない約束はするなっていうのよ。そういう人間は嫌いだって」

「ふうん」

「だから、パリでいっしょに暮らしていた時も、ミッチーはわたしを絶対に守るとはいってくれなかった。俺おれじゃ守ってやれない、だから日本に行けって」

　ルテティアの手が、意味もなくスプーンでカフェオレをかき混ぜている。ぼんやりと外の通りの人の流れを眺め、ルテティアは呟いた。

「……でもさあ、そこはウソでも、俺が守ってやるっていうべきところなんだよねえ。ヘンなところで律儀っていうか――わたしのことをホントに心配してくれてるのは判るけど、ちょっとねえ」

「じゃあそうゆえばいいじゃん」

　マンゴージュースの中の氷をぼりんぼりんと嚙かみ砕くだいていたクリスが、こともなげにいった。

「イオリはいっつもクリスにゆうよ。ゆいたいことがあるならはっきりゆえって」

「いいたいことをはっきりいっていいのは子供だけなの。大人はそういうわけにはいかないの！」

「え～？　だってルゥ、大人じゃないじゃん。大人ってゆうのはねえ、自分のことは自分できちんとできる人のことをゆうんだよ？　だけどルゥは自分のこと何もできないじゃん」

「そっ……できないんじゃなくてやらないの！」

「そうなの？　でも、クリスにはルテティアよりイオリのほうが大人に見えるよ」

「あんなのミッチーとくらべたらずっとガキじゃない」

「お待たせしました」

　ルテティアが唇くちびるをとがらせてぼやいていると、先ほどのウェイトレスがケーキを運んでやってきた。ルテティアの前には可か愛わいらしい器に入ったトライフル、そしてクリスの前には――。

「わ～い♪」

「……ちょっと」

　決して広くはないテーブルの上が、ケーキの皿でいっぱいになっている。ウェイトレスが去るのを待って、ルテティアは低い声でクリスに問いただした。

「アナタ、いったい何を頼んだのよ、これ!?」

「えーとねー、レアチーズケーキとー、マンゴープリンとー、たらららったら～♪　ストロベリーロール～♪」

　嬉しそうに解説するクリスの前に並んでいたのは、すべてカットされていないホールサイズのスイーツだった。ふつうなら店頭では食べずにお持ち帰りにするような代しろ物ものである。

　メニューを再確認し、確かにお持ち帰りできるケーキがあることをいまさらながらに知ったルテティアは、テーブルに肘ひじをついてがっくりとうなだれた。

「……アナタ、イオリと外食する時も、いつもこういう食べ方してるわけ……？」

「ううん、きのうは食べ放題のお店でごちそうしてくれたけど、ふだんはあんまりお外でごはん食べさせてくれないよ。――よく判らないけど、クリスといっしょにお外でごはん食べるのが恥ずかしいんだって、イオリは」

「……初めてイオリと意見が一いつ致ちしたわ……」

　早くも口の周りをクリームだらけにしているクリスから顔をそむけ、ルテティアはカフェオレをすすった。

「――アナタさあ」

「えー？」

「イオリのどこが気に入ってるの？」

「いきなりそうゆわれても……」

　マンゴープリンの山を崩していたスプーンをくわえ、しばしクリスは思し案あん顔がおで首をかしげた。

「う～んと……何かねぇ、イオリはいい匂いがするの」

「匂い、ね」

「うん」

「匂い……匂いね」

　クリスの答えが気に入ったのか、ルテティアは何度もその言葉を反はん芻すうしながら口もとをほころばせた。

「――結局そこに行き着くのよね、わたしたちは」

「ルゥもそうなの？　イオリ、いい匂いがする？」

「ぜんぜん。ああいうお子さまにはぴくりともしないわねえ、わたしは」

「ルゥよりイオリのほうが大人――」

「それはそれとして」

　クリスの無礼な言葉をさえぎったルテティアは、声をひそめて身を乗り出した。

「――アナタさ、ミッチーのお兄さんの手引きでこの国に来たのよね？　ホントに何も預かってないの？」

「ミッチーのお兄さんて？」

「イオリの父親よ。名前はよく知らないけど」

「ああ、イオリのファーザー？」

「そう」

「知らなーい」

「は？　知らないってことはないでしょ？」

「でもクリス、そうゆうことよく覚えてないし」

「覚えてないって……何ひとつ思い出せないの？」

「うん。――あ、でもねえ、ケータイとテレビとゲームの使い方は思い出した♪」

「それは思い出したんじゃなくて覚えたんでしょ？」

「どっちでもいいじゃん」

　すでにクリスはイチゴのロールケーキを食べ終え、マンゴープリンとチーズケーキを交互に食べている。明らかにルテティアの質問より食べることのほうに夢中だった。

　フォークの先でトライフルをつつき、ルテティアは嘆たん息そくした。

「そっか……そういうことを思い出せないパターンもあるんだ……」

「え？」

「何でもないわよ」

　勝手に質問して勝手に納得して、ついでにルテティアは、クリスがオーダーしたチーズケーキにまで手を伸ばした。

「あ！　ダメえ！　これはクリスの～！」

「別にいいでしょ、ひと口くらい。わたしが払うんだから」

　悪びれた様子もなく、ルテティアはチーズケーキのかけらを口に運んだ。
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「日本の興こう信しん所じよっていうのは、思ってたより優秀なんだね」

　日当たりのいいカフェでアールグレイを飲みながら、パトリックはテーブルの上の写真をめくった。

「――これが彼の息子むすこ？」

「はい」

「いつの写真？　まだ子供じゃない」

「日本人の多くは欧米人とくらべて若く見えるそうです。ハイスクールの一年生で、たぶん一五か一六ほどだと思いますが」

「それでも子供だよ。……それで、その少年以外に、彼が〝書〟を託たくしそうな相手はいるの？」

「宮本康やす頼よりにはほとんど肉親がいませんでした。両親も妻もすでに故こ人じんですし、息子のほかには弟がひとりいるくらいで」

「その弟っていうのは？」

「今は日本にいないそうです」

「となると……やっぱりあの少女自身か、もしくはこの、宮本伊織がつねに持ち歩いているのかもしれないね」

「宮本康頼の教え子や同僚という可能性も考えなくはありませんでしたが、どうやら大学ではかなりの変人といわれていたようで――」

「だろうね」

　写真をテーブルの上に伏ふせたパトリックは、頰ほお杖づえをついて人の流れに見入った。

「……あんなことを本気で調べようとしても、常識的な人間が相手にしてくれるわけがないさ。おじいさまだってそうだった。宮本康頼もそうだったんだろう。だからこそ、おじいさまは彼を同志として信頼していた」

　そう呟いたパトリックの顔が、不意に不ふ機き嫌げんそうにしかめられた。

「だからこそなおさら、ぼくには彼の裏切りが許せない」

「ぼっちゃま……」

「とにかく、ほかの可能性に当たるのは宮本伊織が〝書〟を持っていないと判明してからだ。でないとこの国まで来た意味がない」

「どうかご自重ください、ぼっちゃま。以前も申し上げましたが、この国はわたしどもにとっては異い邦ほうの地。さらにいうなら、あの屋敷には、例の少女以外のウォーライクの痕こん跡せきもございました」

「それだよ」

　眉み間けんにしわを寄せ、パトリックはカップを置いた。

　ひそやかなアイルランド語で交わされるふたりの会話に、聞き耳を立てている者はいない。昼下がりの喫茶店に流れるおだやかなＢＧＭが、剣けん呑のんさを帯び始めたふたりの言葉を静かに包み込んでいく。

「ふたりのウォーライクがひとりのロードを同時に選ぶなんてことがありえるの？」

「わたくしの知るかぎりでは……ありません。ですが、だからといってありえないとも断言はできかねます」

「だけど、基本的にウォーライクというのは、ほかのウォーライクを倒して成長する存在だろう？　ひとつの家庭のようなごく小さなテリトリーの中で、複数のウォーライクが共存できるとはぼくには思えないな」

「そうとはかぎりません。中には争いを好まないウォーライクもおりますから」

　いつもパトリックに対しては控ひかえめに接しているイグレインが、なぜかその時だけやけにはっきりと、青年の目を見み据すえて答えた。

「ですから、場合によってはふたりのウォーライクを同時に敵に回すという可能性も、決してないとはいいきれません」

「それでも、ロードがこの少年ならぼくたちの敵じゃないと思うけどね。……きみがそこまでいうなら、少し慎重に策を練る必要があるかな」

　苦笑混じりに何度もうなずいていたパトリックは、目の前のイグレインが、いつの間にか自分から視線を逸そらしていたことに気づいた。

「イグレイン？」

「ぼっちゃま、お気をつけください」

　白はく皙せきの美び貌ぼうに緊張の色を走らせ、白い貴婦人は広いウインドウ越しに外を凝視している。すばやくそのまなざしの行方ゆくえを追いかけたパトリックは、大きな通りをはさんだ向かい側の、レトロなたたずまいを見せる銀行の前に、人の流れに逆らって立ち尽くすふたつの人影を認めた。

「――――」

　そっと片目をつぶったパトリックが、にんまりと唇を吊つり上あげる。

「……この国にもいるんだね、ああいうのが」

「かなりの手て練だれと見ました」

　余計なアクセサリーで飾られていないイグレインの白い手が、何かを求めるかのようにテーブルの上をさまよっている。

　その手を握り締め、パトリックはいった。

「この人混みの中で仕掛けてくるかな？　だとすれば確かに油断のならない相手だけど――逆にいえば、短絡的で想像力に欠ける単なる戦闘マニアだ。怖くはないね」

「いかがいたしましょう？　こちらから先に〝扉〟を開きますか？」

「できればそういう事態は避けたいな」

　パトリックの目は、雑ざつ踏とうの中でもはっきりとした赤い燐りん光こうを放っているウォーライクと、そのかたわらに立つ痩そう身しんの青年の姿を捉えている。向こうもまた、カフェの中にいるパトリックとイグレインをじっと見つめていた。

「ファンタスティック……！　ぞくぞくするね」

　イグレインの手を握る手に力を込め、パトリックは呟いた。

　しかし、パトリックが今の状況をその口ぶりほど楽観視してはいないということは、彼の頰を伝う汗のしずくが物語っていた。

「……やるか？　来るか？　行くか？」

　緊張と不安と戦意がまぜこぜになったかのようなぎこちない笑みを浮かべ、パトリックは靴くつの踵かかとで細かくリズムを刻み始めた。まるでそれは、彼自身のテンションを上げるためのカウントダウンのようだった。

「ぼっちゃま、ご自重ください。ぼっちゃまはまだ、〝魔性の血エルフインブラツド〟を――」

　腰を浮かしかけたイグレインが急に口をつぐんだ。

　パトリックたちと距離を置いて視殺戦を繰り広げていたふたりが、急に視線を逸らしてその場から移動を始めたのである。

「……？」

　いまだ緊張の糸を張り詰めさせたまま、パトリックはふたりの動きを眼で追ったが、赤い燐光のウォーライクとその連つれの青年は、じきに人混みにまぎれて姿を消してしまった。

「どういうことだ……？　この場で騒ぎを起こしたくないだけか、それともどこかでぼくたちに不意討ちを仕掛ける機会を窺っているのか――」

「……もうこの近くにはいないようですが」

　こめかみに指を当て、イグレインが消え入りそうな声で呟く。

「それにしてもまいったね」

　あらためて椅子に腰を据え直し、パトリックは冷めて苦にが味みの増したアールグレイを飲み干した。

「ぼくたちが考えている以上に、この国には多くのウォーライクがいるようだ。……たぶん、〝書〟に惹ひかれて集まってきたんだろう。自覚のあるなしにかかわらず、ウォーライクは〝書〟に惹かれるものだし」

「となれば、ことはますます難しくなりますね」

「大丈夫、問題ない」

　握り締めたイグレインの手を揺すり、パトリックはあっけらかんと笑った。

「――ぼくがかならずきみを〝語フりイ部リ〟にしてあげるよ」
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　由ゆ良ら健けん二じと腕を組んで歩きながらも、マラハイドはさりげなくあたりに注意を払っている。先ほど見かけたウォーライクたちからかなり離れた場所とはいえ、いきなり〝逢魔が刻トワイライト〟に引きずり込まれないともかぎらない。どこかぼーっとしているようでいながら、そういう可能性を忘れないくらいには、マラハイドは抜け目のないウォーライクであった。

「……ケンジさん、どうして仕掛けなかったんです？」

　雑踏の中に視線をさまよわせたまま、マラハイドが健二に尋ねた。決して健二を責める口調ではない。本当に純粋に、なぜ健二がそうしなかったのかを疑問に感じているようだった。

「相手はまだ〝血〟を飲んでいなかったようです。あの時すぐに仕掛けていれば、こちらのほうが有利だったかもしれないですよ？」

「しいていえば……勘かんだな」

　ころころとキャンディをなめながら、健二は答えた。

「確かにまーちゃんのいう通りかもしれねえけど、オレは何となく、今はまだ仕掛けないほうがいいって思ったんだ。あのウォーライクの実力もよく読めてねえし、ロードのほうも、あれはけっこう場ば数かずを踏ふんでるように見えた。そのへんのことも見み極きわめられずにケンカ吹っかけて、挙あげ句くの果はてに死にかけるのは一度で充分だからな」

　健二が自じ嘲ちよう気味に唇をゆがめたのは、ついこの前、まさにそういうケースで命を落としかけたからだろう。

　ウォーライク同士の戦いはゲームではない。一度の敗北ですべてが終わってしまう。ならば、よほどこちらの力量が相手を圧倒しているのでないかぎり、手のうちの判らない初対面の敵にいきなり戦いを仕掛けるのは愚ぐ行こうでしかない。

　先日の戦いで健二が得た教訓がそれだった。

　健二は肩越しに背後を振り返り、すぐにかたわらのマラハイドを見やった。

「……日本人離れした外見のウォーライクってのは珍しくねーけど、ロードまで日本人じゃないってパターンは初めて見たな。まさかわざわざ海外からこの国に来たのか、あいつ？」

「ひょっとしたら、あのふたりも〝書〟を捜しているのかもしれません」

「となると厄介だな。どこで嗅かぎつけてくるんだか知らないが、競争相手が増えすぎるのはあんま面白い展開じゃねえ。……オレたち以外の連中が、みんなうまく潰つぶし合あってくれりゃいいんだが」

「それはそれとして、ケンジさん」

「あん？」

「おなかが空きました」

「さいですか」

　マラハイドの頭をくしゃりと撫なで、健二は笑った。
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「なかなか面白い接近遭そう遇ぐうだったわね」

　曇どん天てんの下、彼女の髪がゆるくたなびいている。泣きぼくろのある目もとが笑みにゆるんでいた。

「……あれがペルスヴァルのお気に入りかね？」

「おそらくね。本人たちもそのことには気づいていないでしょうけど」

「いかにも彼好みのアングロサクソン――いや、アングロアイリッシュかな」

「ええ」

「そしてもう一方がきみのお気に入り、と――」

　彼女は答えなかった。ただ、地上に向けていた青い瞳を老紳士へと向ける。

「――〝男だん爵しやく〟」

　ラ・ベルは老紳士にいった。

「あなたは知っていたのね、最初から？」

「何をかね？」

「〝書〟がすでにヨーロッパから持ち出されていたということをよ」

「ふむ」

　モノクルの老紳士は、否定とも肯定とも取れる曖あい昧まいな返事をして、ふたたび眼がん下かを見下ろした。

　広い交差点と行き交う人もクルマも、すべてが小さなおもちゃのようだった。落差数十メートル――このあたりでもっとも背の高いビルの屋上の、フェンスを越えた危あやうい縁ふちのところに、ふたりは命綱もなしに立って地上を見下ろしている。

　明らかに尋じん常じようではなかった。

「……あなたが手引きを？」

「勝手に決めつけないでもらいたいものだな」

　美女の言葉に、〝男爵〟はかぶりを振った。

「あれは――我々ごときがどうこうできるものではない。それはきみもよく知っているはずだろう。あれがどこをどう流れていくのか、それはあれ自身が決めることだよ。まさに神のみぞ知る、だ」

「だとしても、あなたはその流れについてある程度把は握あくしていた。わたしたちの中の誰よりも早くから。……違うかしら？」

「どうだろうね。私などよりよほど目ざとい人もいるだろう？　それに、私がそれに気づいていたとしても、そのことをきみたちに報告しなければならない理由はない」

「それが本音ね」

「本音というより事実だよ」

　手にしていたステッキをくるりと回し、〝男爵〟はソフト帽をかぶり直した。

「――いずれにしろ、〝書〟の行く末はそれ自身が決める。もしそれを左右するものがあるとすれば、それは我々ではなくウォーライクたちなのだ。我々にはただそれを見守ることしかできない」

「そのわりには、あちこちでいろいろと小こ細ざい工くをしているようだけど？」

「ウォーライクはウォーライク同士で戦わなければならない。私がしているのは、そのためのマッチメイクの手伝いにすぎないよ」

「見事な自己弁護ですこと……」

「そういうきみこそ、少々あのふたりに肩入れしすぎではないかね？」

「さあ？」

　老紳士の意味ありげなまなざしに、ラ・ベルはふいと空を見上げた。

〝男爵〟は肩にたからせたオウムめいた鳥をあやしながら、

「……我々は、少し長生きをしすぎているのかもしれんな」

「そうね」

「代かわり映ばえのしない長い生に飽あきが来ているのかもしれん。でなければ、このようなことで腹の探り合いなどはしないだろうね」

　美女はまた答えなかった。












　　　　　[image: ]

　開け放たれたままの勝手口から、ゆるやかな風が吹き込んでくる。

　今年の梅つ雨ゆは、よくいえばメリハリが効いていて、降る時には馬鹿みたいにどかっと降るくせに、そうでない時はまったく降らない。

　たっぷりと湿しめり気けを帯びた空気は実際の気温以上に蒸し暑さを感じさせたが、あいにくと築数十年を数える宮本邸には、エアコンが設置されている部屋が一階の書しよ斎さいしかない。だからこうして、ほかの部屋では窓や扉を全開にして涼を取らなければならないのである。

「今からこんな調子じゃ、本格的な夏が来たらどうなることか――」

　伊織はバットに張った卵らん液えきの中に厚めの輪切りにしたバゲットを沈め、溜息混じりにひとりごちた。

　今年の梅雨が例年以上に蒸し暑く感じられるのは、今年の宮本家に体温の高いお子さまがいらっしゃるからに違いないと、伊織は冗じよう談だんではなくそう思っている。クリスがいるのといないのとでは、この家の平均気温が一度くらいは違ってくるだろう。それだけあの少女はつねにこの家の中でガツガツとものを食べ、それに見合う熱量を放出しているように思われた。

　そのクリスも、今は伊織の部屋でおとなしくゲームをしている。いつもならうざったいほどにつきまとってくるところだが、調理の邪じや魔まをするならフレンチトーストは食べさせないと釘くぎを刺さしておいたおかげで、ひとり静かな時間をすごせている。

「……叔父さんが見たら笑うだろうな」

　青春真まっ只ただ中なかの男子高校生が、せっかくの休日を料理なんかで潰し、あまつさえそれによって心の平穏を得ているなどと知ったら、確かに伊織の叔父は笑うか呆あきれるかするだろう。伊織の叔父は、とにかく昔から社交的に遊ぶことが好きだった。そういう意味では、伊織はやはり父親に似ているのだろう。

　といって、父のように無責任に家族を放置するような人間にはなりたくはないという思いも、伊織にはある。

　伊織が何だかんだいいながらクリスの面倒をまめに見ているのは、妻や我が子すら放置してきた父親への反動もあるのかもしれない。

「――――」

　バニラの香りに目を細めながら、卵液の中のバゲットを引っくり返していた伊織は、聞き覚えのあるスクーターのエンジン音が塀へいの向こうまでやってきたことに気づき、眉まゆをひそめた。

　免許を持っているのかいないのか――たぶん持っていないとは思うが――最近ルテティアは、勝手に頼通のスクーターに乗って出かけることが多い。もし事故でも起こされたらと思うと気が気ではないのだが、自分の運転技術によほどの自信があるのか、伊織がいくらいってもルテティアがそれをあらためる気配はなかった。

「……この前おれがコケてつけた傷も、あいつがつけたことにしておくか」

　ルテティアへのささやかな復ふく讐しゆうを胸に誓い、伊織がフライパンを熱していると、ルテティアがスクーターを押して裏庭に回ってきた。

「帰ったわよ、イオリ」

「おまえ、勝手に出歩くのも――」

　いい加減にしろといいかけて、伊織は口を閉ざした。ルテティアの後ろから、私服姿の牧島さつきが出てきたのである。

「その……こ、こんにちは……」

　少し決まりが悪そうに、さつきは頭を下げた。

　ルテティアはヘルメットを脱いでスクーターのシートの下に放り込み、さつきの肩を気安げに叩いた。

「この子、イオリのクラスメイトなんでしょ？　帰ってきたらちょうど家の前でうろうろしてたから引っ張ってきた」

「ちがっ……た、たまたま通りかかっただけで、別に伊織くんのうちにお邪魔しようと思ってたわけじゃ――」

「ほう」

　慌てて首を振るクラスメイトを冷ややかに見つめ、伊織は玄関のほうを指差した。

「――おれもちょうどお茶にしようと思っていたところだ。せっかく来たんだ、上がっていったらどうだ？」

「それじゃ……うん、お邪魔します」

　頰を赤くしてうなずき、さつきは玄関のほうに回っていった。

「おい」

　さつきがいなくなるのを待って、伊織はスクーターのキーをちゃらちゃらさせているルテティアを睨みつけた。

「おまえ、どうして牧島を連れてきた？」

「別にいいじゃない」

　アオザイに合わせた白いパンプスを脱ぎ、勝手口からそのまま上がってきたルテティアは、含みのある笑みを伊織に向け、低い声でいった。

「――あの子、アナタのガールフレンド？」

「違う」

「だと思った。あの子の片思いなんでしょ？　たまたま通りかかったなんていってたけど、門の前で何だか悩んでるみたいだったから、ちょっと背中を押してあげようと思っちゃったのよねえ」

「余計な真似をするな」

　火にかけたフライパンに澄すましバターをたっぷりと引き、そこにひたひたになったバゲットを並べて焼いていく。もはや手て馴なれた感さえただよう作業をしながら、伊織は舌打ちした。

「――牧島に秘密を知られて困るのはおれたちだけじゃない、おまえもなんだぞ？　そのくらいの知恵も回らないのか、おまえは？」

「ふふ、焦あせってる焦ってる」

「……おまえな」

「だから大丈夫よぅ。パリでだってロンドンでだって、わたしはいつもうまくやってきたんだから。テキトーに話を合わせてあげるわ」

　フライパンを揺する伊織の頰を指でつつき、ルテティアはキッチンを出ていった。

「クリス～！　お茶入ったわよ～！」

　まるで自分で用意しているかのような口ぶりである。

　先にバゲットの両面をこんがりと焼き、フタをして仕上げにかかっていた伊織は、ルテティアの横着さに嘆息し、ティーポットにダージリンの茶葉を放り込んだ。




「ホントだったんだ……」

　書斎のソファにちょこんと座った牧島さつきが、紅茶のカップを手にしたまま、上うわ目め遣づかいにルテティアを見つめている。当のルテティアは、出窓に足まで載のせて座り込み、もぐもぐとフレンチトーストを食べていた。

　食べることに夢中のクリスはともかく、ルテティアが余計なことをさつきにいったりしないか、人知れず神経をとがらせていた伊織は、そのさつきの呟きを聞きつけ、いぶかしげに尋ねた。

「……どういう意味だ？」

「あ、いや、だからほら、この前クラスで、山崎くんがさ」

「あいつがどうした？」

「山崎くんとしゃべってた時に、実は伊織くんが、叔父さんからまたひとり娘さんを預かってくれって頼まれたって――」

「ああ、そんなこともいったかもしれないな」

「ちょっと、何の話、それ？」

　今度はルテティアがふたりの会話を聞きつけ、口をはさんできた。

「イオリの叔父さんて、それミッチーのことでしょ？　ミッチーの娘？　娘っていったの？　ミッチーに娘？」

　伊織の叔父、宮本頼通を誰はばかることなく好みのタイプだと公言するルテティアにしてみれば、その頼通に娘がいるなどという話は聞き捨てならないことに違いない。

「……何が大丈夫だ、このバカ女め」

　すでにルテティアには、クリスを叔父の娘という建前でここに同居させていると説明していた。にもかかわらず、どうやらこの少女は素でそれを失念しているらしい。あからさまに顔をしかめ、伊織はいった。

「おい、まだ日本語がよく理解できていないのか？」

「えっ？」

「前に説明しただろう？　おまえがこの家に来た日に、忘れるなよと何度も念を押したはずだ。それとももう忘れたのか、あんな大事なことを？」

　一瞬きょとんとしたルテティアに、伊織は嚙んで含めるようにしつこく繰り返した。

「あー……」

　しばらく首をかしげていたルテティアは、ようやくクリスの設定を思い出したのか、いまさらのように手を叩いて作り笑いを浮かべた。

「あー、そうそう！　ムスメね、ムスメ！　日本語って難しいわあ」

「……？」

　ルテティアのやや不自然なリアクションに眉をひそめながらも、さつきはそれ以上深く詮せん索さくすることはしなかった。

　内心ほっとしつつも、すっかり食欲の失うせた伊織は、自分のぶんのフレンチトーストをクリスの皿に移し、紅茶をすすった。

「――しかし、あの時ちゃんとウソだといったはずだぞ、おれは」

「え？」

「だから、叔父さんからまたひとり娘を預かってくれと頼まれたという話だ」

「それじゃ、その……か、彼女は？」

「こいつまあ――」

「恋人よ」

　出窓に腰かけ直し、ルテティアは足をぶらぶらと揺らした。

「こっ、恋人!?」

　頓とん狂きような声で反芻したさつきが、伊織とルテティアの顔を見くらべる。

　伊織はふたたびルテティアを睨みつけた。

「……わざとそういういい方をするのはよせ。言葉が足りなさすぎる」

「だってさあ、いわなくたって判りそうなものじゃない？　誰も好き好んでイオリなんかとつき合うわけないし」

「え、えーと……？」

「わたしはミッチーの……要するに、イオリの叔父さんの恋人ってことよ」

　フォークを振り振りルテティアがさつきに説明する。

「ついこの前までパリでミッチーと同棲してたんだけど、いろいろとあって、それでしばらくの間こっちで暮らすことになったの」

「おれとしては、できればすぐにでもパリに帰ってもらいたいんだが」

　伊織が溜息混じりに呟くと、ルテティアは花のような笑顔を崩すことなく、

「ほらねえ、こいつこういうこと平然といっちゃうオトコなのよ。ミッチーとはホント大違いでさあ。――まあそういうわけだから、わたしは別にあなたのライバルにはならないから安心して♪」

「わっ、わたしは、べ、別にそういう――」

「というより、むしろイオリはわたしの嫌いなタイプなのよねえ。女心に無む頓とん着ちやくっていうか、判ってて踏みにじる冷れい酷こくなところがあるというか」

　狼ろう狽ばいしているさつきを楽しげに見つめていたルテティアは、その気まぐれさをみずから証明するかのように、いきなり伊織に視線を移して話題を一八〇度変えてきた。

「ところでさ、コレ何？」

「は？」

「だからぁ、アナタが作ったコレ、何て食べ物？」

「えっ？」

　もともとひとりだけ多めに用意されていた上、伊織のぶんまでもらって、それでも人より先にフレンチトーストを平らげていたクリスが、ルテティアのその言葉に即座に反応した。

「――ルゥ、もういらないの？　だったらクリスが食べてあげるよ！　はい、ちょうだいちょうだい！」

「誰も食べないなんていってないでしょ？　――で？　これ何？」

「ルゥ、知らないの？　これはフレンチトーストってゆうんだよ！」

　口の周りをバターとトッピングのシロップでてらてらに輝かせ、クリスが得意げにいった。

　伊織は眼鏡めがねを押し上げ、レンズ越しの冷たいまなざしをルテティアに投げかけた。

「……おまえ、パリに住んでたくせにフレンチトーストを知らないのか？」

「フレンチトースト？　勝手にそんな名前つけないでくれる？　パリじゃ誰もこんなもの食べてないわよ」

「そういいながらおまえはきっちり食べているようだが」

「……まずいとはいってないでしょ。野や暮ぼったいっていいたいだけよ」

　そういって、ルテティアは最後のひと切れを口の中に放り込んだ。




　帰り際、さつきは伊織から借りていた本を置いていった。

　コンパクトな文庫本ならともかく、ひどくかさばるハードカバーを四冊も、つねに携帯しているとは考えにくいから、たぶんさつきは、最初から伊織の家に来るつもりだったのだろう。偶然通りかかったというのは、ルテティアが見抜いていた通り、単なる方便にすぎまい。

　もっとも、伊織はことさらそのことを指摘したりせず、テスト勉強の邪魔をしてすまなかったと詫わびる少女を無言で見送っただけだった。

「じれったい子ね」

　茜あかね色の西日の中でたたずむ伊織に、ルテティアがあきれたようにいった。

「――ああいうの、脇で見ていて苛いら々いらしてこない？」

「日本では思ったことをそのまま口にするのはかならずしも美徳じゃあない。……が、おれも牧島には苛立つことがままある」

「ふぅん。……嫌いなんだ？」

「嫌いなら家に上げたりしない。だからといって好きというわけでもないが」

「……アナタってホントにタチの悪い男ね」

「そう思うのは向こうの勝手だ」

　伊織は苦笑した。

　つい最近、常葉からも同じようなことをいわれた。ふたりの少女からいわれたということは、やはり伊織は、彼女たちからすればたちの悪い人間と見えるのだろう。

　しかし、生き真ま面じ目めな常葉に指摘されるならまだしも、ルテティアにいわれる筋合いはない。その思いが、伊織に蛇だ足そくともいえる言葉をつむがせていた。

「――ただ、少なくともおれは叔父さんよりは誠せい実じつだな」

「どういう意味よ、それ？」

　家の中に入ろうとしていたルテティアが、足を止めて肩越しに伊織を振り返った。

「ミッチーが誠実じゃないっていうの？」

「不誠実というより八方美人というべきだな、あれは。女に対してはとにかくいい顔をしようとする人だ」

「ミッチーは女にやさしいのよ、アナタと違って」

「どうやらおまえはおれが思っていたよりずっと寛かん大だいな女らしいな」

　たっぷりと皮肉をにじませた言葉を投げつけ、伊織はルテティアを追い越して家の中に入った。

「――イオリー！　夕ごはんまだ～？」

　勝手に冷蔵庫を開けてとろけるスライスチーズを取り出し、もちゅもちゅと何切れもほおばっていたクリスが、キッチンからフレンチトーストの香りも消えていないというのに、平然とそんなことをいい放った。

「これから作る。……いいからおまえはゲームでもしていろ。うろちょろされるとかえって邪魔だ」

「は～い」

　伊織の料理の邪魔をする、イコール食事の準備が遅れるということを、最近になってようやく覚えたクリスは、伊織にいわれるまま、スリッパをぱたぱた鳴らして二階の伊織の部屋に駆けていった。

　クリスと入れ違いにキッチンに入ってきたルテティアに、手を洗いながら伊織は続けた。

「叔父さんがここに住んでいた頃、おれがまだ小学生だった頃だ。叔父さんの部屋から女が泣きながら飛び出してくるのを何度も見たことがある。泣きわめく女の電話を叔父さんに取り次いだこともある。相手は毎回違う女だった」

　何も判らない子供の時分の伊織は、叔父には女友達が多いなとか、どうして仲よくできないんだろうかとか、そんな的はずれなことしか思わなかったが、今ならあれがどういうことだったのか理解できる。

　要するに頼通は、極度に女おんな癖ぐせの悪い男だった。

「――あれが誠実な男なら、光ひかる源げん氏じもカサノヴァも誠実な男だな。叔父さんに泣かされていた女は、ひょっとして嬉し泣きをしていたのか？　おれは叔父さんと違ってつまらない男だから、女の考えていることはどうもよく判らん――」

　伊織の淡々としたセリフをさえぎるかのように、ルテティアはキッチンの椅子を蹴け飛とばし、何もいわずに出ていってしまった。

「…………」

　引っくり返った椅子をもとに戻し、伊織は深く溜息をついた。

「……おれもまだまだガキっぽいのかもしれないが、それ以上に、叔父さんは本当に人を見る目がないな。あいつとおれがひとつ屋根の下でうまくいくと本当にそう思っていたのか？」

　クリスタベルもわがままな少女だが、ルテティアのわがままさはクリスのそれとは意味が違う。クリスのわがままさの根底にあるのが、伊織に対する子供らしい甘えだとするなら、ルテティアにあるのは伊織をこき使ってやろうという横着さだった。

　あれやこれやと伊織に頼らずにはいられないクリスは、しかし十二分にそのことを承知していて、伊織に対する感謝も忘れなかったが、ルテティアにはそれがない。伊織にすべてを押しつけて当然という思考が、ルテティアの言動からははっきりと感じられるのである。

　だから伊織はルテティアが好きになれなかった。たぶんルテティアのほうも、伊織のことを生意気な少年だと思っているのだろう。

　両者の関係が決定的に破は綻たんせずにすんでいるのは、ただ単に、伊織もルテティアも、この場にはいない宮本頼通への遠えん慮りよがあるからだった。

「やれやれ……」

　伊織は愛用の寸ずん胴どうにたっぷりと水をそそぎ、コンロにかけた。






















　広いダイニングキッチンで、エルクドゥーンが料理の腕を振るっている。

　ただよい始めたおいしそうな味み噌その匂いに小鼻をひくつかせながら、早はや瀬せ薬くす子こは手にした柘つ植げの櫛くしを見つめていた。

「…………」

　伊だ達て眼鏡めがねをはずし、薬子は室内を見回した。

「……あらためて見ると、我ながら殺さつ風ぷう景けいな部屋ね」

「はい？」

　ネギを刻んでいたエルクドゥーンが、薬子のひとり言に振り返る。

「そりゃあ殺風景といやァ殺風景でしょうが――そもそも余計なものは置きたくないとおっしゃったのは薬子さまでやすぜ？」

「そうだった？」

「へえ。……その、ご母ぼ堂どうがこちらにいらっしゃる時に、あらためてリフォームするから今はこれでいいと」

「……そういえばそんなこともいったっけ」

　アップにしていた髪に母の形見の櫛を挿さし、薬子はタバコに火をつけた。

　エルクドゥーンがいう通り、もともと薬子は、退院した母親をここに住まわせるつもりでいた。何も知らない母親に、エルクドゥーンを何といって紹介すればいいのか、そんなことまでは考えていなかったけれど、とにかく薬子は、将来的にはここで母親と同居するつもりでいた。

　しかしそれも、今となってはもうかなわない。薬子とエルクドゥーンのふたりには、このマンションはいささか広すぎる。

　豆腐の味噌汁におろししょうがを加え、お椀わんによそってネギを散らしたエルクドゥーンは、がぱりと炊飯ジャーを開けて嘆たん息そくした。熱い湯気に混じって、少年の吐と息いきがかすれて消える。

「……薬子さま、何をお考えで？」

「別に」

「左様でやすか」

　薬子が何か深い思し索さくをめぐらせているのだということを、エルクドゥーンはその素っ気ない口ぶりから察した。こういう時は、余計なことをいうべきではない。

　それきり無言のまま、エルクドゥーンはアイランドテーブルの上に二人前の――というには量の多すぎる食事の――皿を並べていった。

　その時、薬子の携けい帯たい電話が鳴り始めた。

「――はい、薬子です」

　すばやくケータイを手に取って立ち上がった薬子の口調は、完全によそ行きのそれに切り替えられていた。

「無理をいってすみません。……はい」

　電話の向こうの相手に頭を下げんばかりに応対している薬子を横目に、エルクドゥーンは炊き立てのごはんをよそった。プロポーションに気を遣つかう薬子には小さな茶ちや碗わんに八分目、エルクドゥーン自身は大きなどんぶりに山盛り。

　食卓をととのえたエルクドゥーンは、エプロンをはずして席に着き、ひと足先に食事を始めた。

「ああ、判わかりましたか？　……はい、ありがとうございます、厄やつ介かいなお願いをしてしまいまして……それではわたしのアドレスのほうに――はい、それで構いません」

「…………」

　器用な箸はし遣づかいで金きん目めの煮つけをつつきながら、エルクドゥーンはどんぶり飯をぱくついている。ぱくつきながら、薬子の声にも耳を傾かたむけている。












「……いえ、その話はまたいずれ――はい、それでは失礼します」

　薬子の電話が終わった時、エルクドゥーンはすでにどんぶりを空からにしていた。ぺたぺたと二杯目をおかわりしながら、エルクドゥーンはようやく口を開いた。

「宮みや本もとンとこに忍び込んだってェ賊ぞくの正体、判りやしたか？」

「ええ」

「そいつは重ちよう畳じよう」

「そうでもないわよ」

　ほとんど吸わずに灰になってしまったタバコをもみ消した薬子は、溜ため息いき混じりに食卓に着き、箸を取った。

「――おかげで柏かしわ木ぎさんに借りができたわ」

「それが何かまずいんでやすかい？」

「逆に何か頼まれたら断りづらいじゃないの」

「薬子さまでもそんなことをお感じになりやすんで？」

　ことさら驚いたように、エルクドゥーンは食事の手を止めて首をかしげた。

「――やつがれ、あちらさんに対する薬子さまの恨うらみ節ぶしをばさんざん聞かされてまいりやしたもので、少々の厄介ごとを持ち込んだところで、むしろ薬子さまの溜りゆう飲いんが下がるだけかと思っておりやしたが」

「わたしにもそう思ってた時期は確かにあったけど……さすがにもう、これ以上はってところまで世話をしてもらったし」

「確かにまァ、こんな豪勢な終ついの棲すみ家かまで用意してもらっちまいやしたからねえ」

「……場合によっては突き返すわよ。束縛されるのはごめんだし」

　薬子は綺き麗れいな箸遣いで金きん目め鯛だいの身をほぐして口もとに運んでいる。エルクドゥーンの箸遣いがうまいのは、いってみれば食い意地が張っているがゆえに上達したものだが、薬子のそれは子供の頃からの躾しつけによるものだった。エルクドゥーンは薬子の母に会ったことは一度もないが、彼女がいわゆる賢母であったことはまぎれもない事実だと思っている。

「きょうのおみおつけ、おいしいわね」

「ありがとうございやす。――しかし薬子さま、それならそのぶん、薬子さまは宮本に恩を売りゃァいいんじゃありやせんか？　薬子さまがあちらさんに借りを作っているのも、あの若造のためだと思えばいささか気が楽になるんじゃ？」

「恩を売ってもあまり甲か斐いがないのよ、あの子相手じゃ」

　ぼやくようにいって、薬子は味噌汁をすすった。
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　アーケードの人混みの中で声をかけられ、伊い織おりは立ち止まった。

「宮本後こう輩はい！」

　伊織をそう呼ぶ人間はひとりしかいない。振り返ると、ワンピース姿の大おお路じ常葉ときわと久しぶりに見るリリオーヌが並んで立っていた。

「どうしたんだい、こんなところで？　いつもの買い物？」

「いや、きょうはこっちです」

　伊織は今し方自分が出てきた銀行を指差した。

「――そういう先せん輩ぱいは？」

「おばあさまのお薬をもらいに、かかりつけのお医者さまのところに行ってきたところさ。ついでといっては何だが、リリオーヌも本復したし、たまには外で何か甘いものでも食べさせてあげたいと思ってね。……きみ、どこかいい店を知らない？」

「……どうしておれに聞くんです？」

「クリスといっしょにあちこちの店を食べ歩いているんじゃないのかい？」

「そんなことをしたらすぐに破産ですよ。あのガキに外食を許すとしたら、食べ放題の店か、さもなければ安いファミレス止まりですね。あいつ、そういうところはまったく空気を読めませんから」

　同居人の大食らいをさらりとけなし、伊織は嘆息した。

「そうですね……確か駅の向こうに、和風スイーツの店がありましたけど」

「……ぬぅ」

　伊織の言葉に、リリオーヌが小さな手で口もとをぬぐった。相変わらず寡か黙もくな少女だが、判り安いリアクションではある。

　常葉は苦笑混じりにうなずいた。

「それじゃ宮本後輩、案内してくれるかな？」

「おれがですか？」

「お茶ぐらいご馳ち走そうするよ。――それとも、すぐに帰らないといけない用事でもあるのかな？」

「そういうわけじゃありませんけど……先輩、今はテスト前なんですよ？」

「テスト前だからといって慌あわてる人間は、ふだんの心がけがよくない輩やからさ。焦あせって一夜漬けしてみたところで、そんなものは本当の実力にはならないよ」

「才さい色しよく兼けん備びを地で行く先輩にいわれると、何も返す言葉がありませんね」

　肩をすくめ、伊織は先に立って歩き出した。

　きょうの常葉は、学校での凜り々りしい姿とはまるで正反対の、フェミニンなラインのワンピースを着ていた。おそらく今の常葉を見て、それが三み日か月づき学園高等部の常葉王子だと即座に気づく者は稀まれだろう。実は常葉がフリル大好きの少女趣味の持ち主だと知っている伊織だからこそ――隣となりにリリオーヌがいたということもあるが――すぐにそれが常葉だと気づいたのである。

　そんな常葉と並んで歩くのが少しはばかられる気がして、伊織はつねに美少女たちの三歩先を歩いていた。

「――ここですよ」

　駅から公園に向かう途中にある雑貨屋の、地階へと続く階段を降りていく。ガラス張りのドアを開けると、梅つ雨ゆ時どきの蒸し暑さとは縁遠い涼やかな風があふれ出てきて、湿気に辟へき易えきしていた伊織を癒いやしてくれた。

「何だかんだでいいお店を知ってるんだね、宮本後輩は。……わたしは女のクセにこういうところがうとくてね」

　そういう常葉の声はどこか楽しげにはずんでいた。

「おれだって実際に入るのは初めてですよ。お口に合わなくてもおれの責任じゃありませんからね」

　ひと言予防線を張ってから、伊織は店の奥まったところにあるテーブル席に着くと、あらためて常葉に尋たずねた。

「――先輩は、確かお茶もたしなむんでしたよね？」

「そうだけど……それがどうかした？」

「抹まつ茶ちやミルクは許せる人ですか？」

「別に誰だれが何をどういう飲み方で飲もうと自由なんじゃないかな？　それを他人に押しつけたりしないかぎり」

「そうですか」

　したり顔でうなずいた伊織は、和栗のモンブランとアイスダージリンのセットを注文した。

「……抹茶ミルクにするんじゃなかったのかい？」

「いや、別に」

「じゃあどうしてあんなことを聞いたの？」

「茶さ道どうをやっている人の意見を純粋に聞いてみたかっただけです。どちらかというと、おれは抹茶ミルクは嫌い派なんですよね」

　平然と答え、伊織はメニューを置いた。

「きみはおかしなヤツだな」

「それ、褒ほめてるんですか？」

「つまらないヤツといわれるよりはいいだろう？」

「確かにそうですね。実際にいわれたこともありますし」

「誰がそんなことを？」

「ウチの穀ごく潰つぶしです」

「ああ、あのアオザイの美少女か。あのあと、わたしのクラスでもちょっとした話題になっていたよ」

　この店で一番食べ応えのある甘味のセットをふたつ注文し、常葉は溜息をもらした。

「――きみは、あの少女とわたしが合わないといっていたけど、わたしにはむしろ、きみのほうが合わないような気がするな」

「合いませんよ、もちろん。合わせたくもない」

「あまりクリスにとっていい環境だとは思えないけど」

「どうにか出ていってくれればいいんですがね」

　きょうも家を出てくる時、伊織はルテティアと軽く口論になった。荒らされた部屋の片づけを、ルテティアがなかなかやろうとしないのが原因である。おかげで、割れた窓ガラスを交換するために業者を呼ぶことさえできなかった。

「――ねえ、宮本後輩」

「何です？」

「きょう、美術の授業があったんだけど」

「ほう」

「その時、早瀬先生からこんなものを手渡されたんだ」

　常葉はショルダーバッグの中から四つに折おりたたんだ数枚の紙を取り出し、伊織に差し出した。

「これは――？」

「授業の終わりにこっそり先生に聞いてみたら、ここ半月の間に来日して、まだ日本に滞在しているはたち前後のアイルランド人男性のリストだって」

「リストって……顔写真までついてるじゃないですか。これ、パスポートのカラーコピーみたいに見えるんですけど」

　伊織は思わず声をひそめて常葉に聞き返した。

「……こんなもの、どうやって手に入れたんですか？」

「それは直接先生に聞いてよ」

　肩をすくめた常葉たちの前に、ウェイトレスが漆うるし塗ぬりの重じゆう箱ばこを運んできた。格こう子し状じように仕切られた重箱の中には、可愛らしいミニサイズの和風スイーツが何種類も納められている。いろいろな味を一度に楽しめるセットのように見えて、その実、ボリューム的にもかなりの一品だった。

　その相手はもっぱらリリオーヌに任せ、常葉は伊織が手にしたリストを指差した。

「赤ペンで丸がしてある写真があるだろう？」

「はい」

「どうやらそれが、早瀬先生が大学で目撃した青年らしい」

「こいつが――？」

　クセのある金髪の青年の顔を見つめ、伊織は眉まゆをひそめた。

「ぱ……パトリック、ハーン……？」

「見覚えはあるかい？　もしくは名前に聞き覚えは？」

「どちらもないですね」

「そうか……ま、とにかく今は、その青年の顔をよく覚えておくことだよ」

「そうですね。少なくとも、こいつがおれの親おや父じを捜さがしてるってことだけは事実らしいですから」

「……それにしても」

　冷たい緑茶で喉のどを潤うるおし、常葉は頰ほお杖づえをついた。

「何です？　まだ何か？」

「早瀬先生のことだよ」

「ああ」

「入国管理局のお偉いさんに知り合いでもいないかぎり、こんなリストが簡単に手に入るとは思えない。いったいあの先生はどういう人なのかな？」

「やはり先輩は、先生がまだ何かおれたちに重要な事実を隠してるかもしれないと考えてるんですか？」

「それもそうだけど……それとはまた別の問題だよ。ウォーライクの力とか、ウォーライクに関する知識とかいうようなものは、いってみれば、ウォーライクにかかわっている者同士の間でしか意味をなさないだろう？」

「そうですね」

「いくら早瀬先生がそういう秘密を握っていたとしても、だからといって入国管理局のデータを拝はい借しやくできるわけじゃない。こういうものをこんな短期間に用意できるということは、あの人にはもっと現実的な力というか――政治的なコネクションがあるのかもしれないと思うんだ、わたしは」

「…………」

　常葉の言葉を聞いていた伊織は、ふとあの雨の夜のことを思い出していた。

　薬子の母の葬そう儀ぎの翌日、深夜のスーパーマーケットでエルクドゥーンと出会い、薬子のマンションへと向かった。あの夜、マンションの前で薬子と話し込んでいた恰かつ幅ぷくのいい男は、もしかすると、そういった権力を持った人間だったのかもしれない。

「……宮本後輩？」

　急に押し黙ってしまった伊織の顔を、常葉がいぶかしげに覗のぞき込こんでいた。

「ああ、すいません。少し考えごとをしていたもので」

「大丈夫かい？　家事と勉強とで無理をしすぎなんじゃない？」

「まあ、このままの状態が長く続いたら、いずれ倒れるかもしれませんけどね」

「おいおい」

「冗じよう談だんですよ。もし倒れそうになったら、毎晩寝る前にクリスの〝血〟を飲むことにします」

「〝魔性の血エルフインブラツド〟は滋じ養よう強きよう壮そう剤ざいじゃないよ」

　そう笑った常葉は、しかしすぐに真ま面じ目めな顔になり、

「……そういう使い方もありといえばありなのかな……？」

「問題は、寝ね相ぞうが悪いと家の壁に穴を開けかねないってことですけどね」

　アイスダージリンにたっぷりとガムシロップを垂たらし、伊織は自分のぶんのモンブランをリリオーヌの前に押し出した。

　すでにリリオーヌは、自分の重箱は完全に空にし、常葉のぶんもほとんど食べつくしていた。このペースだと、伊織と常葉がお茶を飲み終わる前に、モンブランまで完食してしまうだろう。

「……ぬ」

　上目遣いに伊織を見つめ、リリオーヌはぺこりと頭を下げた。

「いいのかい、きみ？」

「どうせ先輩の奢おごりですから。他人の財さい布ふでいい人が演じられるなら安いもんです」

　悪びれずに答えた伊織は、何か甘いものをクリスへの土産みやげに買って帰ろうと思った。

　もちろん、ルテティアのぶんを用意するつもりはない。
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　明るい西日の中を歩いて帰宅した伊織は、ふと思い立って裏庭のほうに回ってみた。

　キッチンの軒のき先さきにあるはずのスクーターがない。

「……また呑のん気きにお出かけか」

　伊織と衝突すると、ルテティアはかなりの高確率で外出する。伊織の態度が軟化するのを待つというより、自分の頭を冷やすためだろう。ふたりの口論は、たいていいつもルテティアが伊織に一方的に乱打されて終わるからである。

　憎らしいほどの正論を武器にしている伊織に、最低限の義務や礼儀すら守らないルテティアが対抗するには、それこそ「あー！　あー！　きーこーえーなーいー！」と駄だ々だっ子のような戦法を取るしかないのだが、一人前のレディを気取るルテティアにとって、それはみずから自分がガキだと認める自殺行為に違いない。

「あれでどうにかやってこられたということは、パリではよっぽど奴ど隷れい根性の染みついた男たちしか相手にしてこなかったんだな」

　もしくは、ルテティアの身勝手さを可か愛わいいわがままとして受け入れてくれるような、大人の男たちとしか接してこなかったかのどちらかだろう。伊織の叔お父じは典型的な後者のタイプだった。

「…………」

　伊織が無言で玄関に入ると、その音を聞きつけたのか、二階のほうからぱたぱたとクリスが駆かけ降おりてきた。

「イオリ遅～い！　クリス、退たい屈くつで死んじゃうかと思った！」

「噓うそをつくな」

　さっそくしがみついてこようとする少女の頭を押さえ、伊織は唇くちびるを吊つり上あげた。クリスの頰にはシーツのしわの跡がくっきりと残っていたし、さらにいうなら唇の端はしがよだれで光っている。今の今まで昼寝をしていた動かぬ証拠だった。

　自じ堕だ落らくな暮らしを見抜かれたクリスが「えへへ～」とはにかんでいたのはほんの一瞬のこと、すぐに伊織が手にしていた紙袋に気づき、中を覗き込んでいた。

「あっ!?　ケーキ？　もしかしてケーキ？」

「食後のデザートだ。今食くうなら夕食はないと思え」

「え～？」

「それより先にまず風呂だ」

　ケーキ屋の箱を冷蔵庫の中にしまい、伊織はシャツのボタンをはずしながらバスルームに向かった。

　もともと伊織は特に潔けつ癖ぺき症しようというわけではなかったのだが、クリスとの同居が始まってからは、特に理由がないかぎり、毎日ちゃんと入浴するようになった。ひとりでは頭を洗えないクリスを入浴させるために、自然と伊織も毎日風呂に入らざるをえなくなった結果である。

「……？」

　伊織と並んで脱衣所で服を脱ごうとしていたクリスは、何を感じたのか、不意に眉をひそめてくんくんと鼻をひくつかせた。

「どうした？」

「この匂い――」

　クリスは伊織が脱いだばかりのシャツを引ひっ摑つかみ、顔に押し当てた。

「おい？　悪趣味だぞ、よせ」

「イオリの匂いと……リリオと、トキワの匂いがする――」

「は？」

「リリオとトキワの匂いがする！」

　シャツを丸めて洗濯機に放り込み、クリスは眉を吊り上げて伊織に食ってかかった。

「先輩たちの匂い？　どんな匂いだ、それは？」

「よく判んないけど、何かこう、煙みたいな――」

「ああ、お香こうのことか」

　伊織はまったく気づかなかったが、ああいう家で生まれ育った常葉なら、さりげなくお香なんかを使っていたとしてもおかしくない。

「イオリ、もしかしてリリオと会ってきた!?」

「まあ……会うには会ったな」

　クリスの鼻のよさに感心しつつ、伊織は眼鏡を洗面台の棚に置いてバスルームに入った。ぬるい湯を頭から浴び、ざっと汗を流す。

「イオリひどい！」

　あたふたしながらワンピースを脱ぎ去り、伊織に続いてバスルームに入ってきたクリスは、なぜか頰をふくらませてぷりぷり怒っている。

「何がひどいんだ？」

「だって！　リリオが元気になったらクリスが一番に会いにいこうと思ってたんだよ！　リリオはクリスのしんゆうなのに、どうしてイオリのほうがクリスより先にリリオに会っちゃうの!?」

「会ったのはただの偶然だ。文句があるならリリオーヌを連れて街を歩いていた先輩にいえ」

「そうゆう時はねえ、見て見ぬふりをするのがオトナなんだよ！」

「ふざけたことをいうな。知り合いに会ったのに見て見ぬふりをするのはただの礼儀知らずだ。良識ある大人がそんな真ま似ねをするか」

　自分の頭と身体からだを手早く洗った伊織は、クリスのおしゃべりな口をふさぐために、頭からシャワーを浴びせかけた。

「うぶぶぶぶ！」

「おっと、おれとしたことが、クリスさん愛用のシャンプーハットを装着するのを忘れていたな」

「わっ、わざとだ！　絶対わざとだ！　これはじどうぎゃくたいだよ、イオリ！」

「そうか。それじゃおまえはこの夏プールに行けないな。消しよう毒どく槽そうを通つう過かできないお子さまに、プールに入る権利はない」

「ええっ!?　いっしょにプールに行こうってリリオと約束してるんだよ!?」

「……保護者の意見も聞かずに勝手にそんな約束をしているのか、おまえらは？」

　クリスをバスチェアに座らせ、伊織は苦笑した。

　たぶんクリスは、リリオーヌにとって自分が一番の親友でなければ気がすまないのだろう。伊織にはあまり経験がないが、独占欲の強い子供の心理としては、そういうことが充分にありえるのだと理解はできる。

　いつものようにクリスのたっぷりの金髪をわしわしと洗いながら、伊織はいった。

「おまえには判らないかもしれないが、学生には夏休みの前に期末テストという重大なイベントがあるんだ。それが終われば向こうにも迷惑がかからんだろうから、その時リリオーヌに会いにいけばいい」

「じゃあお泊まりだね！　前に約束したもんね！」

「その件に関してはおれは納得していないが」

「だって～、最近おうちにいてもあんまり楽しくないこと多いんだもん」

「……どういう意味だ？」

　オブラートに包まれていない子供のひと言に、伊織はぎくりと手を止めた。

「イオリ、ルゥとよくケンカするから」

「あれはケンカじゃない。あいつがつまらん屁へ理り屈くつをこねるのを片っ端から論破しているだけだ」

「クリスにはケンカにしか見えないもん」

　ルテティアは完全にクリスを子供だと思っているから、天然な少女の言動に本気で突っかかることはほとんどなかったし、たまにルテティアの皮肉が飛び出しても、それこそ天然なところのあるクリスにはそれが通じない。だから、同居が始まった頃はともかく、今ではクリスとルテティアの関係はそこそこ良好だった。関係がよくないのは、完全に伊織とルテティアの間だけなのである。

「ルゥとケンカしたあとのイオリ、ちょっと怖くて話しかけづらいし」

「それはおまえの気のせいだが……それをおまえに判れというのは酷こくかもしれないな、確かに」

　シャンプーを再開し、伊織は溜息混じりにいった。

「おれは別にあいつとケンカするつもりはないんだが……おまえがそういうのなら、少しは努力してみよう」

「ホント？」

「努力はする。……今おれがおまえにいえるのは、おまえは絶対にあの女みたいになるなということだ」

「なっちゃダメなの？」

「当たり前だ」

　伊織が即答すると、クリスはついとうつむき、小さな声で呟つぶやいた。

「……イオリは、クリスがもっとおっぱいとお尻しりが大きいほうがいい？」

「……いきなり何をいっている、おまえは？」

「だってね、いっしょにお風呂に入ると、ルゥがいっつもクリスにゆうんだよ。男の人はみんな、ルゥみたいにおっぱいとお尻しりがおっきい女の人のほうが好きなんだって」

「あの女……」

　自分の知らないところでルテティアがクリスに余計なことを吹き込んでいたと知り、伊織は舌打ちした。

「どうせ手本にするならあいつよりも常葉先輩にしろ。ルテティアのような女がこの家にふたりもいたらおれが発狂する」

「トキワ？　そうだね、トキワもおっぱいおおきいもんね！」

「そうなのか？　い、いや、それは初耳だが――」

「ホントだよ！　この前いっしょにお風呂に入った時にねえ――」

「具体的な説明はよせ。……もし万が一こんなやり取りをしていることが先輩の耳に入りでもしたら、おれが殺されかねん」

　嬉き々きとしてあれやこれやを解説しようとするクリスを黙らせ、伊織はシャワーで泡を洗い流した。
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　店側がそれをどう感じているかはともかく、夕刻のファーストフード店で広いテーブルを長時間占せん有ゆうし、勉強にいそしむ学生というものは確実に存在する。

　いつもはこの店で紅茶を飲みながら本を読むことの多い牧まき島しまさつきも、テスト直前というこの時期、さすがにのんびりとはしていられない。

「さつきー、これってどういう意味？」

　古文の参考書を広げ、黙もく々もくと問題を解いていたさつきに、妹のむつきが尋ねる。さつきは無言のまま妹を一いち瞥べつし、自分の古語辞典を差し出した。

「え～？　いちいち辞書引くの面倒じゃん。ちゃちゃっと教えてよ～、このくらい」

「そういう考えだから赤点取るんじゃないの？」

「取ってないよ。赤点スレスレは何度もあるけど」

　陸上部期待のホープである牧島むつきは、スポーツ全般が得意な代わりに、五教科全般が満まん遍べんなく不得意である。正直、つけ焼き刃の勉強でどうにかなるレベルではない。それでもこうしてむつきがテスト前に勉強をしているのは、赤点を取った生徒は部活動への参加を禁止するという校則があるためだった。

　古語辞典をぱらぱらめくりながら、むつきは文字通り苦にがい顔をしてコーヒーをすすった。

「ぶっちゃけ古文なんてさ、社会に出てからの実生活じゃほとんど役に立たないんじゃない？　なのにこんなあくせくして勉強する意味あんのかな？」

「だったら勉強しなきゃいいんじゃない？」

　今はさつきと同じ一年二組で、中等部時代にはむつきともクラスメイトだった白しら石いしつぐみが、冷ややかにむつきの言葉を斬きって捨てた。

「あー？　シライシ、何かちょっと冷れい淡たんじゃない？　そりゃあんたたちは勉強できるからいいかもしんないけど、わたしからしたらテストが一教科増えるのと減るのとじゃ大違いなのに」

「じゃあ先生にいいなよ」

　よくいえば直言の士であるつぐみは、自分も尻に火がついているという自覚があるからか、愚ぐ痴ちっぽいむつきを一顧だにせず、ときおりさつきに質問しながら、かりかりと問題集の空くう欄らんを埋めていく。

　むつきはテーブルにべたっと伏ふせ、重苦しい吐息をもらした。

「あー……もう誰かがわたしの代わりに替え玉やってくんないかなー。わたしにそっくりな誰かがさあ」

「…………」

　冗談とも本気ともつかないむつきのぼやきを黙殺し、さつきもまた無言で問題集に取り組んでいる。

　クラスの中にかぎっていえば、さつきの成績はそれなりに上位に入る。学年全体でも上の中くらいのポジションにはあるだろう。しかし、それはさつきが地味に努力してきた結果である。もしこれで平日の放課後を部活動についやしてきたむつきと同程度の成績だったら、あまりに哀かなしすぎて向かい合って勉強する気にもなれない。

　かりかりとシャーペンを走らせつつ、さつきはいった。

「……だらだらしてるだけなら家でやれば？」

「家だとやる気出ないし」

　即答したむつきは、いつの間にかケータイを取り出していじり始めていた。この集中力のなさでは、テレビやマンガのある自宅での勉強など、確かに絶望的だろう。

「ところでさあ」

　ケータイをいじりながら、むつきがいった。

「――あんた、例のメガネくんとはどうなってんの、最近？」

　瞬間的にさつきの手に力が入り、シャーペンの芯しんがぺきりと折れた。

　さつきが作った微妙な沈黙に、つぐみがコーヒーをすすりながら顔を上げた。

「何よ、例のメガネくんて？」

「何ていったっけ？　あんたらのクラスの、さつきの隣に座ってる子」

「ああ、宮本？」

「それそれ！　その後どうなってんの、その宮本くんとは？」

「何もないに決まってるじゃん、だってさっちーだよ？　奥手を絵に描いたようなおぼこい小娘だよ？」

「それじゃもしかして、まだ告こくってないとか？」

「あーあー、してないしてない」

「ちょっ――」

　意識的に妹と友人の会話をシャットアウトし、ひとり勉強に集中しようとしていたさつきだったが、ふたりの話が妙な方向にシフトしつつあることに、思わず口をはさんでしまった。

「そっ、そういうのとは、ホントに違うから！」

「あんたそういうとこ変わんないよね、昔っから」

　ケータイをたたみ、むつきは呆あきれたように溜息をもらした。

「――まあ、実際にさつきに先にカレシとか作られたら、それはそれでわたしもショックなんだけどさ」

「だけど、クラスでのさっちー見てるとマジでやきもきするわ。さっちーさぁ、そういう察してちゃんなところどうにかしないと一生カレシできないよ？　どうせ自分からは告白せずに、宮本に気づいてもらおうとか思ってるんでしょ？」

「……！」

　つぐみの言葉に胸を突かれ、さつきは何も言葉が出てこなかった。以前、放課後の教室で伊織に投げつけられた言葉がまざまざとよみがえってくる。表現こそ違うが、あの時の伊織も、今のつぐみと同じようなことをいっていた。

　ポテトをつまんで口に運んだむつきは、身を乗り出して声を絞しぼった。

「それ、男女が逆のパターン考えてみなよ？　男のほうがあからさまなスキスキ光線出して女子にまとわりついて、でも自分からは決して告白しないで向こうから切り出してくれるのを待ってるとか、そんなのありえないでしょ？　男がそれやったら完全にキモいっていわれるよ？」

「うんうん。それならまだヤマザキみたいな玉ぎよく砕さいバカのほうがマシだよね」

「う……」

　ふたりの指摘に、さつきはふたたび絶句した。

「さっちーさあ、アンタが周りからそう見えてるとはいわないけど、そういうの、当の宮本からしたらかなりウザいかもよ？」

「そ、そうかな……？」

「うん。オトコじゃないからホントの気持ちは判らないけどさ、そうじゃないかって想像はできるよ」

「てか、そもそもどこがいいわけ、あのメガネくんの？」

　むつきのその問いは、さつきではなくつぐみに向けられたもののようだった。

「その宮本くんていうの、同じ持ち上がり組だよね？　中等部の時からそんなに目立ってた？　つい最近までぜんぜん知らなかったんだけど」

「中坊の頃は確かに目立ってなかったよね。昔はいるかいないかよく判らないくらいだったし、そこそこ勉強はできるけど、むっちーみたいにスポーツができるってタイプでもないし……」

「ふーん」

「――ただ、宮本は家庭の事情みたいなのがあって、確か両親がいないんだよね、さっちー？」

「ど、どうしてそこをわたしに聞くの……？」

「だってアンタ、宮本のウチに遊びにいったことあるんでしょ？」

「それはまあ……」

「わたしはママがどこからか聞いてきたウワサしか知らないんだけど、宮本がまだ小学生の頃に母親が死んじゃって、そのあと学者やってる変わり者の父親も蒸じよう発はつしてそれっきりなんだって」

「ああ、そりゃあ暗くもなるわ」

「だから周りの人間も、ちょっと近寄りがたいというか、いじり方がよく判んないんだよね。ヤマザキなんかはそのへんの空気読まずにずけずけ踏ふみ込こんでくけど」

「ますます判んないわねー」

　むつきは頰杖をつき、姉の顔を覗き込んだ。

「あんた、そいつのどこがいいの？　さつきにはもっとさ、少しくらいゴーインでもいいから、主張のとぼしいあんたをぐいぐい引っ張ってってくれる体育会系のほうがお似合いだと思うんだけど。この際、顔のよしあしは別として」

　そんなことをいわれても、さつきには答えようがなかった。大きなお世話だと突っぱねたい気もしたが、そこまではっきりと伊織が好きだとむつきに主張する度胸もない。さつき自身、自分がどうして伊織に惹ひかれるのかよく判っていなかったし、この先どうしたらいいのかも判らないのである。

　うつむいたまま唇を嚙かんでいるさつきを見て、つぐみが目を細めた。

「――でもさ、ちょっと最近、判らなくはないんだ、わたし」

「何が？」

「だから、さっちーが宮本のことを気に入ってる理由よ」

「そうなの？」

　目を丸くして聞き返すむつき。さつきもまた、思わず顔を上げていた。

「以前はあんまりそういうこと感じなかったんだけど、最近はさ、宮本ってすごい大人なんじゃないかって思うわけ」

「根の暗い本の虫じゃなくて？」

「それはたまたまそういう趣味だってだけでしょ？」

　空になった紙コップをくしゃりとへこませ、つぐみは笑った。

「思し慮りよ深ぶかいっていうのかな、たぶん宮本はそういう人間なんだよ。子供の頃から苦労してきたせいかもしんないけど、こう……自分の本心はなかなか他人に見せない、逆に他人の胸のうちはちゃんと見み透すかしてる、そういうガキらしくないところがあるんだと思うんだよね」

「そうなの？」

　むつきがさつきに確認してきたが、さつきはただぎこちなくうなずいただけだった。

　伊織が目に見えない壁を周囲に張りめぐらせていることは、さつきも以前から感じていた。それが彼の人づき合いの悪さ、一見すると冷淡にも思える対人関係の淡あわさにつながっているのだろう。

「――そのくせ、クラスの男子とはそこそこうまくつき合ってて、決してハブられてるわけでもない。ただ、だから余計に目立つわけ。ほかの連中はほんとガキばっかなんだけど、宮本だけ雰ふん囲い気きが違うの。背伸びしてる感じとかナマイキな感じとかしなくて、ほんとにあいつだけ大人って感じがするよ。特に高等部に上がってからは」

「――――」












　つぐみの主張を聞いたさつきは、軽いショックを受けていた。

　あまり他人と交まじわることのない伊織と、まがりなりにも一番近いところにいるのが自分なのだということが、さつきにとってはささやかでひそやかな喜びだった。伊織のよさを知っているのは自分だけでいいとさえ思っていた。

　だが、つぐみの言葉は、彼女が宮本伊織という少年の本質を、ほんの一部だけとはいえ理解し始めている、理解しようとし始めていることを意味していた。それは即座につぐみが伊織を好きになったということではないけれど、つぐみがそういうことを感じているのなら、クラスのほかの女子たちが同じようなことを感じ始めているとしてもおかしくない――という意味でもある。

　それがさつきには、とても嫌なことに思えて仕方がなかった。
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　指でつまみ上げたシルクのパンツをしばし凝ぎよう視ししたあと、伊織は大声でルテティアを呼ばわった。

「――おい！　これはいいのか？」

「はい～？」

　間ま延のびした返事とともに、長い髪をブラッシングしながらルテティアが戸口に顔を覗かせた。

「なぁに？　呼んだぁ？」

「これだ。これも捨てていいのか？　まだいけそうだが」

　部屋の真ん中に座り込んでいた伊織は、肩越しに居い候そうろうを振り返って高価そうな下着を揺らした。

「だからもう全部捨てていいっていったじゃない。使えるものは全部回収したし、あとはもうゴミなんだから」

「といいつつ、いざ大事なものが捨てられたりしたら、おまえはおれを絶対に責めるタイプだろう」

「かもね」

　ふふんと鼻を鳴らし、ルテティアは唇を吊り上げた。

「――きょう届くんでしょ、新しいベッド？　それまでに片づけといてよ」

「ゴネ得だな、まったく」

　結局ルテティアは、荒らされた部屋から無傷の私物だけは回収したものの、自分ではいっさいあと片づけをしようとはしなかった。最終的には、ルテティアにベッドの三分の一を占領されることに伊織のほうが先に耐えられなくなり、手ずからこうして片づけざるをえなくなったのである。

　おまけに、当のルテティアは、新しいベッドが届くというその日に手伝いもせず、買い物にいくという。部屋を荒らされた時に、かなりの数の服や下着が台なしにされたのは事実だろうが、おそらくルテティアのことだから、それ以上に大量の服を買い込んでくるに違いない。

　もちろん、伊織もルテティアのそんな身勝手さをただ許したわけではなかった。

「イオリー！　見て見てー！」

　伊織が半透明のゴミ袋に新古品の下着類を放り込んでいると、よそ行きのワンピースドレスを着たクリスがやってきた。きょうはいつもと少し髪型が違っていて、頭の両サイドに青いリボンがくっついている。クリスが自分で結べたとは思えないから、たぶんルテティアにやってもらったのだろう。

「それじゃイオリ」

　クリスの後ろから、着飾ったルテティアがふたたび顔を出した。

「わたしたち行ってくるから。こっちはよろしくね」

「それはおれのセリフだ」

　すっかり上機嫌で鼻歌まで歌っているルテティアをひと睨にらみし、伊織はいった。

「――自分のぶんしか買ってこなかったらウチから追い出すからな。ちゃんとクリスの服も見てこいよ？」

「心配しなくたって、あなたが見つくろうよりよっぽどいいコーディネイトをしてあげるわよぅ」

「それじゃ行ってくるね、イオリ♪」

　クリスはルテティアと手をつなぎ、楽しげに語らいながら階段を降りていった。

「……まったく」

　またひとつ大きなゴミ袋の口をしばり、伊織は門を出ていく少女たちの姿をガラスのない窓から見下ろした。

　この部屋の片づけを引き受ける代わりに、クリスを連れていって夏服を見つくろってやれというのが、伊織がルテティアに出した交換条件だった。ルテティアが何ひとつ苦労しないどころか大喜びしているぶん、伊織の心情としてはどうにも負けた気がして仕方がないのだが、こうでもしなければいつまでたっても部屋は片づかないし、何より、伊織がルテティアと衝突してばかりではクリスが不安がると考えて、苦く渋じゆうの決断で譲歩したのである。

　謎なぞのウォーライクが跳ちよう梁りようしているこの時期、ふたりを家から出すことに不安がなかったわけではないが、だからといっていつまでも屋内に軟禁しておくわけにもいかない。それに、これまでヨーロッパ各地を渡り歩いて生き延びてきたルテティアは――ロードを選んだことがないとはいえ――実力的にはクリスよりも確実に上だろう。そんなルテティアといっしょなら、不測の事態が起こってもそれなりの対処ができると考えて、伊織はふたりを送り出したのだった。

　伊織が遮しや光こうカーテンを引いてふたたび作業に戻ると、ほどなくして家具屋のトラックが到着した。まだ部屋の中は完全には片づいていなかったが、とりあえず散乱した下着や服の残ざん骸がいはゴミ袋にまとめてある。

「――じゃ、そっちの壁際に置いてください」

　あらたに注文したベッドは、もともと叔父が使っていたものよりはいくぶんスリムだった。これもネットで注文したのはルテティアではなく伊織である。本当にルテティアは、食事と入浴と睡眠以外、自分から何かやろうとしない少女だった。

「これでベッドの代わりにまた棺ひつぎが届いたら大笑いするところだが」

　大きなゴミ袋がいくつも転がっている部屋にベッドを搬入してもらった伊織は、門の前から走り去るトラックを見送り、ひと息ついた。あとは部屋全体に適当に掃そう除じ機きをかけ、来客用の布団をここまで運んでくれば作業はあらかた終わる。ゴミ袋を集積所まで運ぶくらいは、本人にやらせても罰は当たらないだろう。

「…………」

　お茶の用意をして書しよ斎さいに向かった伊織は、テーブルの上に未開封の白い封筒をいくつも並べた。

　差出人の名前はチャールズ・ハーンとなっている。薬子が見かけたという青年――パトリック・ハーンが大学でいったことが本当だとするなら、彼はおそらくこのチャールズ氏の孫なのだろう。

　ここにあるチャールズ氏からの手紙は、いずれも伊織の父、宮本康やす頼よりが大学を辞やめたあとに大学の研究室宛に送られたものだった。康頼とチャールズ氏とは、たびたび書簡を取り交わすような仲だったのかもしれない。しかし、康頼はすでに行方ゆくえ知しれずとなっていたために、大学から転送されてきた手紙は封を切られることもないまま、ひきだしの中で数年を閲けみしてきた。それを伊織が捜し出してきたのである。

「――――」

　伊織は父が愛用していたペーパーナイフを手に取ると、一番最初に書かれた手紙の封を切ろうとした。

　その時、机の上にあった伊織の携帯電話が細かく震え始めた。






















　フィッティングルームの中を覗のぞき込こみ、ルテティアは目を細めた。

「そうねえ……その色ならそっちのデザインのほうがいいんじゃない？」

「こっち？」

　スリップ姿のクリスが、両手にワンピースを持ってきょとんとしている。ルテティアはクリスが右手に持っていたほうを受け取り、代わりに白黒ボーダーのレギンスを手渡した。

「やっぱりそっちのほうがいいわね。レギンスの代わりにニーソックスにしても似合いそうだし。靴くつはショートブーツなんかがいいかなぁ」

「クリス、レインブーツしか持ってないよ？」

「じゃあついでに買ってあげる」

　そういって、ルテティアは手にしていた帽子をクリスの頭に載のせてみた。

「――これもいいわねえ。とっても可か愛わいいわぁ」

　うんうんうなずき、ルテティアは次々に別の服を持ってくる。まだ着替えでもたつくことの多いクリスは大忙しだった。

「イオリはホントにダメねえ」

　リボンを結ぶのを手伝ってやりながら、溜ため息いき混まじりにルテティアが呟つぶやいた。

「イオリがダメってどうゆうこと？」

「何だかんだでアナタを甘やかしすぎなんだから。厳しいのは口先だけじゃない」

「……よく判わからないけど、イオリはダメじゃないよ。イオリ、やさしいもん」

「だからそれがいけないのよぅ。イオリに甘やかされるままになってると、自分じゃ何ひとつできない自立できない女になっちゃうんだから、クリスも少しはそのへんの自覚を持ちなさい」

「じかく？」

　意味の判らない言葉に、クリスは首をかしげた。ここにいるのが伊い織おりなら、すぐさま辞書を引けといってくる場面だ。

「……とにかく、自分のことは自分でできる女になれってこと！」

「でも、ルゥだってお部屋のお片づけやごはんの用意、自分じゃできないし――」

「そういう瑣さ末まつなことはいいの！」

「さまつ？」

　ふたたびクリスが首をかしげると、ルテティアは額ひたいに手を当ててうんざりしたような声でいった。

「……頼むから辞書引いてぇ」

「え～？　ルゥまでイオリとおんなじことゆうの～？」

「あいつといっしょにしないでちょうだい。イオリの平々凡々としたセンスじゃこうはいかないわぁ」

　ワンピースとレギンス、それに帽子を身に着けたクリスを、フィッティングルームの鏡かがみに映してにんまりと笑うルテティア。

　確かに、いつもと違うファッションに身を包んだ自分を見たクリス自身も、お洒落しやれに関しては伊織よりもルテティアのほうが頼りになると思った。伊織にそういうセンスがないとはいわないけれど、よそ行き用のいい服を除けば、伊織はいつも安くてデザインの似たようなワンピースばかり買ってくる。クリスにはそれが不満だったし、そもそも伊織はこういうファッションビルのブティックには、自分が恥ずかしいからという理由で、滅多にクリスを連れてきてくれなかった。

「……えへ」

　鏡の前でくるくるとターンし、クリスはルテティアを見上げてにっこり笑った。

「ありがと、ルゥ」

「いいのいいの、気にしないで。……わたしが好きでやってるんだから」












「え？　好きでやってる……って？」

「趣味よ、趣味。――はい、次はこれためして」

　そういってルテティアが渡してきたのは、ニットのアンサンブルにキュロットスカート。クリスは帽子をはずし、慌あわてて服を脱ぎ始めた。

「――イオリは誤解してるかもしれないけどねえ、わたしはけっこうアナタのこと気に入ってるの。なぜかっていうと可愛いから。ほら、可愛いものが嫌いな人っていないじゃない？」

「うん」

「ま、わたしには遠くおよばないにしても、アナタだってウォーライクのはしくれなわけだし、そういう毛並みのよさがにじみ出た美形なわけよね。――で、そういうアナタをより可愛らしく着飾らせるのって、わたしにとってはとっても楽しいことなわけ。自分がお洒落するのとはまた別の意味でね」

「……それ、着せ替え人形――」

「深く考えなーい！　ほら、次は靴を選ぶんだから、さっさと着替える！」

　クリスのセリフをさえぎり、ルテティアはタグのついた子供服をかき集めた。

「――わたしがお会計してる間に、あなたはちゃんと着替えて上のフロアに行って靴見てなさい。わたしがあなたのセンスをチェックしてあげるから」

「は～い」

　カーテンがぴっちりと閉ざされ、ルテティアの足音が遠ざかっていく。クリスは白いタイツを苦労して穿はき直なおすと――この少女はタイツや靴下をしわにならずにぴっちり穿くのが苦にが手てである――頭からワンピースを引っかぶった。

「――ぷふー」

　身だしなみをざっとととのえ、クリスはフィッティングルームを飛び出した。

　深刻な不況が続く昨今、客足の伸び悩みが取とり沙ざ汰たされる大手百貨店と違って、若者たちをメインターゲットにしたファッションビルには、まだまだ活気がある。特にここのフロアはベビー服や子供服をあつかうテナントが集中しているからか、ほかのフロアともまた少し違ったにぎやかさがあった。

「ずだだだだだだっ！」

　エレベーターのところまでやってきたクリスは、パネルのボタンを連打した。

　その行為に特に意味はない。

　意味はないが、とにかく押したい。

　子供というのはボタンがあれば押さずにはいられない生き物なのだ――とは、ほかならぬ伊織がクリスにいったことだが、「じゃあ押してもいい？」と尋たずねたクリスは、そのまま伊織に強引に腕を引っ張られてその場から立ち去るはめになった。

　伊織のいない今こそ、クリスの念願をかなえる好機である。

「……ふー」

　思うさまボタンを連打したクリスは、しかし、下からエレベーターが上がってくる数分間を待ちきれずに、結局、階段でひとつ上のフロアに向かうことにした。エスカレーターを使わなかったのは、エスカレーターでは迂う闊かつに飛んだり跳はねたりできないからである。

「いっぽにっほさーんぽ！」

　店内に流れていたＢＧＭが遠ざかり、代わりに元気のいいクリスの声が響き渡る。クリスは一段飛ばしで階段をテンポよく駆かけ上あがると、踊り場のところでひと息つき、視線を上に向けた。

「――――」

　そのつぶらな青い瞳ひとみに、クリスが初めて出会う白ずくめの女の姿が映った。

　白い女は、どこか哀かなしげな笑みを浮かべてゆっくりと降りてくると、やがてクリスの青い瞳を閉ざすかのように、その目の前に白い手をかざした。

　何か目に見えない力に縛られたような気がして、クリスは一瞬で意識を黒く塗ぬり潰つぶされた。
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　大量に買い込んだクリスの服を家に送ってもらう手て筈はずをととのえたルテティアは、エレベーターでひとつフロアを上がり、以前から目をつけていたセレクトショップに向かった。

　ここは特に子供用と銘めい打うっているわけではないが、一点ものの可愛いデザインの製品を数多くあつかっていた。バッグやアクセサリーといったもののほかに、女性向けの靴もいくつか並んでいる。

「――このペタンコ靴、けっこう可愛いじゃない」

　アオザイに合わせるなら、ヒールのある靴よりも底の薄いスリッポンのほうがいい。黒い地に蝶の刺し繡しゆうが入ったアジアンテイストのスリッポンを手に取り、ルテティアは感心したようにうなずいた。

「履はき心地もよさそうだし、スクーターに乗るなら――」

　と、そこまで考えて、ルテティアはふと周囲を見回した。

「……どこ行ったのかしら、あの子？」

　先に来ているはずのクリスの姿が見えない。ルテティアはショルダーバッグを揺すり上げ、ぐるりとフロアをひと回りしてみた。

　だが、ほかの店にもクリスはいなかった。

　店内ＢＧＭを避さけ、階段の踊り場に置かれたベンチに腰を降ろしたルテティアは、バッグの中から携けい帯たい電話を取り出し、クリスに連絡を入れようとした。

「どこをふらふらしてるのよ、まったく――」

　そのぼやきが終わる前に、いきなりルテティアのすぐそばで、クリスのケータイの着信音が鳴り始めた。

「えっ!?」

　慌てて立ち上がって周りを見回したルテティアは、観葉植物の鉢はちの陰に落ちていた見覚えのある携帯電話に気づき、目を見開いた。

「――――」

　それは、まぎれもなくクリスのケータイだった。待ち受けにはそっぽを向いた伊織の画像が張られている。たぶん料理中か何かの伊織をこっそり隠し撮りしたのだろう。

　さんざん伊織と交こう渉しようして――おそらくその実態はねだり倒したというところだろうが――ようやく買ってもらった携帯電話を、クリスがこんなところにうっかり置き忘れるということは考えにくい。何より、ネックストラップが引きちぎられているのも不自然だった。

「ちょっと……ちょっと待ってよ？　何それ……？」

　ふたつにたたんだカラフルなボディカラーのケータイを握り締め、ルテティアは呆ぼう然ぜんと呟きながらもう一度あたりを見回した。

　そしてルテティアは、階段の手て摺すりにこびりついた白い輝きに気づいた。

　明らかに、クリスでもルテティアでもないウォーライクの残した輝きだった。

「……！」

　ルテティアの背中を、氷のように冷たい悪お寒かんが駆け上がってくる。

　思わず首をすくめ、ルテティアは屋上に向かって階段を登り始めた。ウォーライクとしての能力をセーブすることなく、常人をはるかにしのぐ速さで、とにかく上へ上へと駆けていく。

　駆け上がりながら、左手でケータイのキーをまさぐり、伊織を呼び出そうとした。

「イオリ!?　イオリ！」

『……そんなに怒鳴らなくても充分聞こえている』

　ワンコールですぐに伊織が出た。相変わらずの無ぶ愛あい想そうな声に、一瞬、ルテティアの頭がパニックになりかける。

「イオリ！」

『だから怒鳴るなといっている。……いったい何の用なんだ？　ベッドならきちんと運び込んで今晩から使えるようにしてやったぞ』

「そうじゃない！　そうじゃなくて！」

　あっという間に階段を登り詰めたルテティアは、屋上に出るためのスチールのドアに歩み寄ると、そのドアノブを握り締め、無む造ぞう作さにねじった。みきり……と、ふつうならありえない音がして、カギのかかっていたドアが簡単に開いた。

「クリスが――」

　ドアが開くと同時に、その隙すき間まからあざやかな西日が射してきて、薄うす闇やみにひたっていたルテティアの瞳を焼いた。

『どうした？　クリスに何かあったのか？』

　伊織の声のトーンが変わった。

「い、いなくなった……」

『何？』

「だからぁ、いなくなったのよぅ！」

　聞き返してきた伊織の声に鋭いトゲを感じたルテティアは、そう怒鳴り返し、巨大な室外機の並ぶ屋上へと出た。

　さほど背の高い建築物のないこの街では、一〇階建て程度のファッションビルの屋上からでも、駅前一帯をあらかた見渡せるほどの視界を確保することができる。錆さびの浮いたフェンスに駆け寄り、そこから地上を見下ろしたルテティアは、顔にかかる長い髪をかき上げ、しばし絶句してしまった。

「――――」

　地上の人の流れの中に、ひときわ輝く白い翼を持った女がいた。

　もちろん、周りの人間にはその翼は見えていないのだろう。同じウォーライクだからこそ見える光の翼の輝きに、ルテティアはめまいすら感じた。

　そして同時に、それがアイルランドから来日したイグレインという名のウォーライクであることを、ルテティアは直感的に悟さとっていた。

『おい、どういうことだ!?　ちゃんと判るように説明しろ！　そもそもおまえは今どこにいる？』

「駅前の、ブティックがたくさん入ってる――交差点のところのビルで……」

　伊織のがなり声に、なかば呆然としたまま答えたルテティアは、全身から力が抜けていくのを感じていた。

　人ならぬ身のルテティアの目には、イグレインがブランケットに包まれた子供を抱きかかえているのが見えている。上品なサマーコートをまとった異国のマダムが、疲れて眠ってしまった娘を抱いて歩いている――傍はた目めにはそうとしか映るまい。

　しかし、抱かれている子供は意識を失ったクリスであり、抱いているのはクリスにとって味方ではありえないイグレインなのである。イグレインがその気になれば、今すぐクリスを一瞬で消滅させ、おのが力の一部とすることなど造作もない。

「…………」

　イグレインがクリスを連れてどこに向かおうとしているのか、それを見極めることなく、ルテティアは屋上をあとにした。

『おい！　クリスはどうなった？　はっきりいえ！』

　クリスの安否を問いただす伊織の声の後ろから、階段を駆け降りる足音、玄関のドアが開いて閉じる音、そしてスクーターのエンジンの音が聞こえてきた。

「無理……絶対無理、無理だって――」

『何？　おまえ今何ていった？』

　完全には閉まらなくなったスチールのドアを形ばかり閉じて、ルテティアは階段のところに腰を降ろした。

　激しく身体からだを動かしたばかりだというのに、ルテティアの背中を這はい回まわる悪寒が消えることはなかった。それどころか、今はもう全身が冷えきっている。自分で自分を抱き締めなければならないほどに、身体の震えが止まらなかった。

　階段にしゃがみ込んで身体を丸め、ルテティアはうつむいた。

『おい、何とかいえ！』

「……もうダメだよ。あの子、あいつらにさらわれちゃったんだもん」

『何だと……？』

「もう、遅いんだよ……」

『おまえ……！』

　憎々しげなその声を最後に、電話は向こうから切られた。

　ルテティアはバッグの中に携帯を放り込み、組んだ腕に顔を伏せた。

　鳥肌が消えない。

　震えも止まらない。

　それは、ウォーライクとしてのルテティアの本能が、自分自身の身を守るために発している警告にほかならなかった。

　あの女にかかわってはいけない。

　理性ではなく、ルテティアの肉体が、怯おびえという形でイグレインの危険さを訴えているのだった。だからルテティアは、逆に自分がイグレインに発見される前に、この場に逃げ込んだのである。

「……しょうがないじゃない」

　薄闇の中で、ルテティアは呟いた。

「――だって、ロードのいないわたしには、どうせあの子を助けることなんてできないんだから」
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　ケータイを手に取る時、なぜか嫌な予感がしていた。

　電話はルテティアからだったが、最後までまともに話すことができなかった。

　焦あせりと怒りと困こん惑わくとに急せかされ、伊織はスクーターを飛ばしている。もし警官にでも呼び止められようものなら、間違いなく一発でしょっ引かれるだろう。スピード違反以前に伊織は無免許だった。学校にも通報され、大事な期末テストを前に停学処分を食くらうかもしれない。

　だが、そういう細かいことに気を回す余裕は今の伊織にはなかった。一刻も早くルテティアと合流し、ことの詳細を聞き出してクリスを捜さがさなければならない。

　運よく警官に見とがめられることなく、駅前近くまでやってきた伊織は、クリスを連れてはうろつけないピンク街の路地裏にスクーターを停め、ルテティアのいるファッションビルまで走った。

　夏げ至しをすぎ、一年でもっとも日の長いこの時期でも、さすがにもう日は沈みかけ、街を歩く人々の影も長くぼやけ始めている。

　人混みをかき分けるように走ってきた伊織は、目指すファッションビルへと駆け込んだところで、エスカレーターで上から降りてきたルテティアと出くわした。

「――――」

　激しく息を切らせた伊織は、青ざめた顔でやってきたルテティアと、しばし無言のまま見つめ合った。

「……どういうことだ？」

　まだ肩を上下させながら、伊織はようやくそれだけを口にした。

　ルテティアは唇くちびるを嚙かみ締しめ、あたりに視線をやっている。人目が気になっている様子だった。

　しかし、伊織は次第に集まり始めた周囲からの視線をすべて無視し、ルテティアに詰め寄った。

「おい……！」

「だから、さらわれたんだっていったでしょ？」

　押し殺した声でルテティアが答える。

「例のイグレインよ、たぶん。白ずくめだったし――」

「ということは、おまえはそいつを見たのか？」

「ええ……」

「まさか――まさかおまえ、クリスがそいつにさらわれるのを、ただ黙って見ていたんじゃないだろうな……？」

「仕方ないでしょ!?」

　キレ気味のルテティアの言葉に、伊織は彼女がクリスを見捨てたのだということを確信した。それまでくすぶり続けていたルテティアへの怒りが、伊織の全身をかーっと熱くさせる。

「何がだ!?　何が仕方ない!?」

「だって――じゃあ、アナタわたしに死ねっていうの!?　クリスを助けるためにあんなおっかない女の前に出ていって、わたしが殺されてもいいっていうわけ!?」

「それは――」

　一瞬、伊織は返事に詰まった。無責任なルテティアに対する激しい怒りが消えたわけではなかったが、命を投げ打ってでもクリスを守れとは、さすがにそこまでは伊織もいえない。

　知らずしらずのうちに声が大きくなっていたことに気づいたのか、ルテティアはことさら何度も髪の乱れをととのえながら、ふたたび声を低く落としてつけ足した。

「……どのみち、そういう運命だったのよ」

「何？」

「どうせああいう弱い子は、長生きはできないのよ。ウォーライクってそういうものなの。……どうせ長生きできないんだから、別にもういいじゃない。イオリだって、これでもう戦わなくてすむんだし――」

「――――」

　ルテティアの言葉に伊織の頭の中が真っ白になった。




　軽くよろめいたルテティアは、白い床を凝ぎよう視ししたままかたまっていた。

　押さえた左の頰ほおに乾いた痛みが残っている。

　伊織の平手を食らったのだとは判っていたが、どう反応したらいいかが判らない。ルテティアには、これまで男に頰を張られたことなど一度もなかったのである。

「……！」

　ブラウンの瞳を見開いていたルテティアは、ようやく魔法が解けたように動き出し、伊織に食ってかかった。

「アナタ……いきなり何するのよ!?」

「黙れ」

　金切り声をあげるルテティアを、伊織は低い声で一いつ喝かつした。

「叔お父じさんから頼まれたから、これまで我慢して家に置いてやっていたが、おまえがそういう了りよう見けんならおれはもう知らん。今すぐフランスへ帰れ」

「ちょっ……ふざけないでよ！　いきなり人のこと殴なぐっておいて――ミッチーにいいつけるわよ!?」

「勝手にしろ」

　激げつ昂こうするルテティアとは対照的に、伊織の口調はおだやかだった。だが、その目にはまぎれもない怒りの色と、それにさげすみの色が浮かんでいた。

「叔父さんに泣きつくなり何なり好きにすればいい。――とにかく、おまえのような考え方をするヤツとはこれ以上いっしょにいたくもない。おれが戻るまでに荷物をまとめて家を出ていけ」

「戻るまでにって――アナタまさか、あの子を捜しにいく気なの!?」

「おまえには関係のない話だ」

「待ちなさいよ！」

　きびすを返してその場から歩み去ろうとした伊織の手を、ルテティアは咄とつ嗟さに摑つかんでしまった。

「…………」

　伊織が肩越しに振り返り、ルテティアを見み据すえる。

　どうして引き止めてしまったのか、自分でもよく判らないまま、ルテティアは頭に浮かんだ言葉を次々に並べていった。

「アナタ……本気でバカじゃないの？　イグレインはねぇ、わたしだってあえて手を出そうとは思わないような相手なのよ？　そんな女を敵に回して、ウォーライクのいないロードがたったひとりで何ができるっていうの？」

「おれがクリスのために何をどうしようと、おまえには関係ないといっている。……おまえはクリスを切り捨てたんだろうが」

「っ――」

　伊織の冷たい一いち瞥べつに、ルテティアは返す言葉を失った。

　伊織はルテティアの手を振りほどくと、足早に外に出ていった。

「……イオリ！」

　小走りに伊織を追いかけ、ルテティアはその背中に向かって叫んだ。

「イグレインにちょっかいを出したって……アナタ、死ぬだけよ!?　アナタに死なれるとわたしが困るでしょ？　ミッチーに何ていえばいいのよ!?」

「ありのままをいえばいいだろう」

「え……？」

「自分の保身を一番に考えるのがおまえの生き方だ。個人的にはムカつくが、おまえとおれとでは生き方が違うということだろう。なら、おたがいに余計な口出しをする必要はない。叔父さんには、おれがそういっていたといっておけ」

「ちょっと、イオリ!?」

「……殴って悪かったな」

　最後にそうひと言つけ足し、伊織は夕闇の人混みの中へと駆け込んでいった。












「――――」

　伊織の姿が見えなくなるまで、ルテティアは呆然とその場に立ち尽くしていた。

〝魔性の血エルフインブラツド〟を飲んでいる状態ならいざ知らず、今の伊織が相手なら、ルテティアが力ずくで引き止めることは簡単だった。それこそ急所を一撃して失しつ神しんさせ、文字通り引きずって帰ることも――人目があるのが問題とはいえ――難しくない。

　しかし、ルテティアにはそれができなかった。

　それ以前に、凡人でしかない伊織の平手打ちすらかわせなかった。

「……っ」

　ルテティアは、遠巻きに自分たちを見ていた野次馬たちの視線から逃れるように、みずからもまたせわしない雑ざつ踏とうの中に身を投げた。

　胸が痛い。

　これまであまり感じることのなかった痛みに、ルテティアは戸と惑まどいを覚えていた。

　おそらくそれは、後ろめたさというものだったのだろう。

　ひとり気ままに生きてきた時には感じる必要すらなかったこの感覚が、伊織の怒りをルテティアに重く受け止めさせ、平手打ちをかわそうとする意識を麻ま痺ひさせていたのかもしれない。

　ただ、そんな後ろめたさや後悔の念にさいなまれたとしても、ルテティアの心は変わらなかった。

「だからって――自分が死ぬかもしれないような、そんな危ないことまでしてやる義理なんて、わたしにはないじゃない」

　ルテティアにとって一番大切なのは自分自身だった。それは今も昔も変わらない。

　ルテティアは、自分の気持ちにとても正直な少女だった。

　　　　　[image: ]

　クリスはこれまでに何度か、遠く離れた場所から伊織の窮きゆう地ちを察し、そこへ駆けつけたことがある。それで伊織が九死に一生を得たこともないわけではない。

　だから伊織は、ウォーライクとロードの間に、何らかの精神的なリンクがあるのではないかと考えている。

　無論、それが一方的なものだという可能性もないわけではない。ウォーライクのほうではロードの居場所を感じ取ることができるが、その逆は不可能だというケースも充分に考えられる。

　しかし、今の伊織には、自分の足を使ってクリスを捜すしかなかった。

「――――」

　六月末の湿しつ気けと熱気は日が落ちたあともアスファルトの上にわだかまり、人混みの中をさまよい続ける伊織の体力を容よう赦しやなく奪っていく。額に汗を浮かべ、表情をこわばらせて雑踏の中を走り回る伊織の姿は、おそらく、周囲の人間からはさぞかし異様に見えたことだろう。

　クリスを連れ去ったのは、白ずくめの美女イグレインである。伊織はその顔を直接見たことはないが、その美び貌ぼうは人混みの中でもひときわよく目立つはずだった。手がかりといえばそれしかない。

「……くそ」

　こんな時、せめて〝幻視セカンドサイト〟が使えれば、イグレインが残した痕こん跡せきをたどることもできたかもしれない。しかし、部屋の片づけにかまけていて、伊織はクリスのキスをまぶたに受けていなかった。それがいまさらながらに悔くやまれる。

　街灯に寄りかかって大きく息をついた伊織は、常葉ときわと薬くす子こに今の状況を知らせて力を借りようと、携帯電話を取り出した。疲労のせいでかすかに震える指を動かし、ふたりにメールを打つ。たとえすぐに助けに来てもらえなくても、この街にイグレインが来ているという事実だけでも伝えておきたかった。

　と――。

「……？」

　自分にそそがれる視線を感じて顔を上げた伊織は、人の流れの向こうに、じっとこちらを見つめている白人の青年に気づいた。

　マリンボーダーのパーカーにジャケットをはおった青年は、そばかすの残る顔にうっすらと笑みを浮かべ、片目を閉じて伊織を見つめている。明らかに伊織という人間を意識した視線と表情だった。

「――！」

　伊織は常葉たちにメールを送信すると、ケータイをしまって足早に歩き出した。

　それはまぎれもなく、薬子からのリストにあったアイルランド人の青年――パトリック・ハーンだった。

　伊織が自分のほうにやってくるのを見たパトリックは、閉じていた左目を開くと、まるでからかうようにひらひらと手を振り、伊織に背を向けて歩き出した。

「あの野郎……！」

　宮みや本もと家けに侵入したのがパトリックたちだとすれば、彼が伊織の顔を知っていたとしてもおかしくはない。現にパトリックは、明らかに伊織が〝鞘ロのー主ド〟だと知った上で挑ちよう発はつしている。クリスを奪われた無ぶ様ざまな伊織を嘲あざ笑わらうかのようなその背中を睨にらみつけ、伊織はパトリックを追いかけた。

　これまで伊織は、自分たちに戦いを挑いどんできたロードに対して、特別に敵意を持ったことはない。向こうが戦いを仕掛けてこないかぎりこちらからは手を出さないという、専守防衛をポリシーとしている以上、伊織たちの戦いはほぼすべてが受け身であり、向こうから敵意を向けられることはあっても、その逆のパターンはほとんどといっていいほどなかった。

　だが、今の伊織は、パトリックに対して明確な敵意をいだいている。クリスをさらった上で伊織を挑発するというそのやり方に、激しい怒りが湧わいてくるのを抑えられずにいる。この手で一発殴ってやらなければ気がすまなかった。

　ジーンズのポケットの中で、何度かケータイが震えていたようだが、伊織は電話に出なかった。ほかのことに気を取られていると、そのわずかな隙にパトリックを見失ってしまいそうで、目を放すことができなかったのである。パトリックが次第に人ひと気けのないほうへと歩いていくことに作為的なものを感じながらも、伊織はつかず離れずの距離をたもってそれを追いかけた。

　もちろん、近くにイグレインらしき美女がいないかどうか確認はしている。伊織のそばにクリスがいない以上、いきなり〝逢魔が刻トワイライト〟に引きずり込まれる危険性はないが、もしイグレインに不意をつかれれば、エルフィンブラッドを飲んでいない伊織などひとたまりもないだろう。

　新しん宿じゆく方面へ向かうオレンジ色の電車が、けたたましい音を立てて走り去っていく。その騒音に顔をしかめながら、伊織はパトリックを追ってガード下の駐輪場に足を踏ふみ入いれた。

「……？」

　昼間でもうっそりと暗いガード下には、ろくな照明もなく、日没後の今はくっきりと濃い影が凝ぎよう固こしている。コンクリートの巨大な柱が林立し、余計に視界の通りにくい薄闇の中を、伊織はパトリックの姿を求めてゆっくりと進んだ。

　その時、伊織は自分のすぐ後ろで空気が動くのを感じた。

「!?」

　反射的に振り返った伊織のシャツの襟えりが摑まれ、そのまま柱に叩たたきつけられた。

「ぐっ――」

「……大胆に追いかけてくるから〝血〟を飲んでるのかとも思ったけど、きみ、素面しらふだったんだね」

　ややイントネーションに難のある日本語に、伊織の表情が凍りついた。

「――案外アタマ悪いんだな、きみ」

「っ……！」

　左手一本で伊織の襟首を摑み、柱に押さえつけるようにして吊つり上あげているのは、青い瞳に異様な輝きをともしたパトリックだった。

「く――っ!?」

　伊織は咄嗟に両足でパトリックの胸を蹴け飛とばし、どうにか逃げ出そうとしたが、青年は顔色ひとつ変えていない。パトリックはすでにイグレインのエルフィンブラッドを摂取し、超人と化しているのだろう。伊織が少々の悪あがきをしたところで、今のパトリックに通用するはずもなかった。

　にやにやしながら伊織が顔をゆがめるさまを見ていたパトリックは、不意に表情を引き締めると、肘ひじまで袖そでをまくった右腕を大きく引いた。

「きみとは直接の因いん縁ねんは何もないんだけど」

　柱に押さえつけられていた伊織の身体が、一転、パトリックのほうへ引き寄せられると同時に、パトリックの右手が伊織のみぞおちに吸い込まれた。

「……っ！」

　じんわりと熱を帯びたコンクリートの上に投げ出された伊織は、悲鳴や苦く悶もんの呻うめきの代わりに、腹の奥から込み上げてきた血の塊かたまりを吐はき出だした。

「――恨うらむなら父親を恨むんだね」

　血で真っ赤に染まった右の貫ぬき手てをハンカチでぬぐいながら、パトリックは冴さえた青い瞳で伊織を見下ろしている。

「さもなければ、余計なことに首を突っ込んだ自分自身を恨むことだよ。きみがおとなしく〝妖精の書レボル・シオグ〟を渡していれば、こんなところで命を失うこともなかった」

「れ……〝妖精の書レボル・シオグ〟……？」

　急激な大量出血と激痛のせいで、寝返りを打つことさえできない。大きな穴の開いた腹をかかえたまま、伊織は目だけを動かしてパトリックを見上げた。

「……きみは何も知らないのか？」

　真まっ赤かに染まったハンカチをその場に投げ捨てたパトリックは、いぶかしげに眉まゆをひそめていたが、やがて軽く肩をすくめると、伊織をその場に放置して歩き出した。

「なぐさめになるかどうか判らないけど、いずれきみはまたあの少女に再会できるよ。――いつか〝楽園エリジウム〟でね」

「な、に……？　ど、いう、意味――だ……？」

「バ～イ」

　今にも絶え入りそうな伊織の問いには答えず、パトリックは何ごともなかったかのようにその場から立ち去った。

「ぐ――ぅ……っ」

　伊織は必死に手を伸ばし、どうにか身を起こそうとした。しかし、傷口から全身に新たな激痛が走るだけで、まったく力が入らない。ポケットからケータイを引き抜き、常葉たちに連絡を取ろうとしたが、もはや伊織には、数十グラムのものを持つ力さえ残っていなかった。

「……ぐふっ……」

　ごとりと転がった自分のケータイをぼんやりと見つめ、伊織は小さく咳せき込こんだ。そのたびに鮮血があふれ、コンクリートの上に広がっていく。

「――だからいったのにさぁ」

　横倒しになったままの伊織の視界の中に、パンプスを履いた白い足が入ってきた。

「…………」

　視線をずらすと、自分を見下ろすルテティアと目が合った。

　伊織のケータイを拾い上げたルテティアは、そのすぐそばにしゃがみ込み、伊織の額にかかる前髪をかき上げた。




　見たところ、傷はみぞおちにひとつあるだけだった。

　だが、それが致命傷だということは素人しろうとでも判る。みぞおちに貫手を一発、おびただしい吐と血けつを見れば、胃と肺が損傷しているのは明らかだった。

　ルテティアは伊織のそばにしゃがみ込み、溜息混じりにその顔を覗き込んだ。

「さんざん止めてあげたのに、結局こうなったじゃん」

「…………」

　伊織は何も答えず、ただときおりむせるようにして、荒い呼吸を断続的に繰り返すだけだった。

　伊織の前髪をかき上げ、頼より通みちに似に通かよったその面おも差ざしを見つめたまま、ルテティアは続けた。

「ねーえ？　痛い？　それとももうマヒしてて何も感じない？　血を流しすぎると痛いよりも寒いってホント？」

「……か、えれ」

　唇を震わせ、伊織はいった。

「……驚いたぁ。まだしゃべれるんだ」

　これまでヨーロッパを転々としてきたルテティアは、かならずしもその華やかな部分しか見てこなかったわけではない。伊織やクリスにはいっていないが、人の死を一度ならず見てきた。

　だからルテティアには、伊織に間もなく死がやってくるということが判っていた。この傷と出血では、今すぐ救急車を呼んだところでまず助かるまい。

　痛ましいとは思うが、しかし自分のせいではないとルテティアは思う。頼通の甥おいだからこそ、平手を食っても殴り返さず、逆に死地に飛び込もうとしている伊織を引き止めさえした。

　なのに伊織はその忠告を聞き入れなかった。

　悪いのは自分ではない。

　しいていうなら、悪かったのは運だ。

　伊織の遺品になるかもしれない眼鏡めがねをそっとはずし、ルテティアはその耳もとでささやいた。

「……ねえ、助けてほしい？　アナタが自分の間違いを認めるなら、一〇〇パーセント助かる保証はないけど、何とかしてあげてもいいよ？」

「…………」

　伊織は答えなかった。

「わたしは今でも自分の判断が間違っていたなんて思ってない。わたしたちは、下へ手たな同情心や正義感なんか発はつ揮きしてたら生き延びられない、そういう世界に生きてるんだもん。ただ、わたしはそれを承知していて、でもアナタはそれが理解できなかった。――そういうことでしょ？　痛い思いをして死にかけてる今のアナタの姿がそれを証明してるよね？」

「……だから、何だ……？」

「だからぁ、アナタが自分の非を認めるなら、助けてあげてもいいっていってるの。ホントはこのまま見捨てたっていいんだけど、アナタ一応、ミッチーの甥っ子だし」

「余計、な……お、世話、だ――」

「……！」

　今にも目を閉じ、そのまま呼吸が止まってしまいそうだった伊織が、拳こぶしをゆっくりと握り締め、のろのろと身を起こし始めた。

「おまえは、クリスを見捨てたんだ……おれも、見捨てておけば、いい――」

「ちょっ……イオリ！　何を意地張ってるわけ!?　このままじゃホントに死ぬのよ!?　今ならまだ――」

「……おまえとは、生き方が、違うといったはずだ――」

　伊織はコンクリートの柱にすがるようにして半身を起こした。まだ下半身に力が入らないようだったが、だとしても、それはちょっとした奇跡だった。

「ガキを見捨てて、自分だけ助かろうとするようなヤツの……お情けにすがってまで、長生きしたいとは思わん……」

「ホンっ……ト、バカなの、アナタ!?　アナタが死んだらミッチーが哀しむとか考えないの？　考えなさいよ、少しは！」

「……叔父さんなら、拍手して、褒ほめてくれるだろうさ――」

「え……？」

「女にはやさしくしろ……それが、口くち癖ぐせみたいな人だからな……。だいたいおまえだって、叔父さんの下手な正義感とやらで……助けられたこと、あるんだろ――？」

「――――」

　弱々しく笑う伊織に見つめられ、ルテティアは唇を嚙み締めた。

「もう、おれに構うな。……おまえはせいぜい、叔父さんに助けられた命を大事にして……生き延びればいい。叔父さんも、そんなことでおまえを責めるくらいなら、最初から、おれに押しつけたり、しないだろ……」

　ずるり――と、柱の表面に血けつ痕こんをなすりつけ、伊織は前のめりに倒れた。

「イオリ!?」

「一度、引き受けると決めたのなら……最後まで、面倒を見る――」

　自分で流した血の海の中に突っ伏し、伊織は呟いている。

「それが、できないようなら、おれは――あの親おや父じと、いっしょだ――あんな、無責任な大人には、ぜっ……おれは絶対に、ああは、なりたく、ない――」

　うわ言のような伊織の声は次第に小さくなり、じきに聞こえなくなった。

「――――」

　伊織のケータイを握り締め、ルテティアは顔を真っ赤にしていた。

　うまくいえなかったが、伊織に勝ち逃げされたようで気分がよくない。決して自分は間違っていない、自分の生き方は正しいのだと信じているのに、目の前で冷たくなっていく少年を見ていると、なぜか負けたような気がする。

「……ホントに気分悪いわぁ」

　重苦しい溜息とともに吐き捨てたルテティアは、自分の身体を見下ろして弱々しくかぶりを振った。

「……これ、けっこう気に入ってたのになー」






















　目を真まっ赤かに泣き腫はらし、少女は夜風に髪をなびかせていた。その泣き声はもはや途切れ途切れの嗚お咽えつでしかなく、それさえも、今にも消え入りそうだった。

　痛ましげな面持ちでクリスを見つめていたイグレインは、細い眉まゆをゆがめてパトリックをかえりみた。

「ぼっちゃま――」

「よしてくれ」

　片手を上げ、パトリックはイグレインを制した。

「――どうせきみは可か哀わい相そうだからやめろっていうんだろ？」

「はい……」

「可哀相だとか何だとか、そういう甘いことをいっている者から命を落としていくのがきみたちウォーライクなんだ。それが判わからないきみじゃないはずだよね？　――それとも、きみはここでこの子に情けをかけて、他日きみ自身が臍ほぞを嚙かむような目に遭あってもいいっていうのかい？」

「いえ、そういうわけでは――」

「たとえきみがそれでよくてもぼくは嫌だ」

〝魔性の血エルフインブラツド〟の影響なのか、ぎらぎらと輝く双そう眸ぼうでイグレインを一いち瞥べつし、パトリックは吐はき捨すてた。

「おじいさまは死んだんだ。……まさかきみまでぼくを置いて先に行くつもりじゃないだろうね、イグレイン？」

「それは……そのようなことは決して！」

「ならいいんだ。……そのために、どうしても避さけられない道があるんだってことはきみにも判ってもらえるよね？」

「……はい」

　眉み間けんにしわを寄せ、イグレインはうつむいた。

「――さて、お嬢じようさん」

　パトリックの視線が、自由を奪われたクリスへと戻る。

「しーらーなーいーっ！」

　涙をぽろぽろとこぼし、クリスはかすれ声でわめいた。

　前髪を指に絡からめていじっていたパトリックは、不ふ愉ゆ快かいそうに眉をひそめた。

「知らないはずはない。宮みや本もと康やす頼よりとアイルランドで出会った時、きみはすでに〝書〟を持っていた。それはぼくのおじいさまも目にしている。――だよね、イグレイン？」

「はい」

「そーんーなーのーしーらーなーいー！　知らないったら知らない～！　いいから早くイオリのところにかーえーしーてー！」

「気をつけたほうがいい。落ちてから後悔しても遅いよ？」

「……っ！」

　冷ややかなパトリックの言葉に、自分が今どこにいるのかを思い出したのか、クリスは喉のどをぐぅっと鳴らして息を呑のんだ。

　パトリックたちがいるのは高さ数十メートルの電波塔の上だった。巨大なパラボラアンテナを頭上にいただく八角形の足場は、大小無数の鉄骨を組み合わせたスケルトン構造で、身を乗り出すまでもなく、はるか眼下に地上の小さな光が見える。足場の周囲には申し訳程度に手て摺すりがついていたが、高所恐怖症の人間でなくとも、じわりと手に汗を握らずにはいられない高さだった。ここでどんなに大きな声を出しても、たぶん、地上の人間には聞こえないだろうし、誰だれも助けには来られない。

　そんな高所の足場に転がされたクリスの身体からだには、きらきらと輝く蜘く蛛もの糸のようなものが絡みついていた。

「んっ……！　ん～～っ！　ん～～～～っっ!!」

　クリスはもぞもぞと身体を動かし、自分の身体にかけられたいましめをほどこうとしていたが、細い光の鎖くさりは切れるどころかきしみすらしない。

　無む駄だな努力を続けるクリスを冷れい淡たんに見下ろし、パトリックは少女のお尻しりを爪先でつついて端はしのほうに押しやった。

「それくらいでイグレインの〝妖糸コブウエブ〟が切れるわけないだろう？　……ヘタに暴れると本当に落ちるよ、きみ？」

「ひぁっ!?」

「ぼっちゃま！」

「はいはいはい、冗じよう談だんだよ」

　イグレインの凜りんとした声に、パトリックは大おお袈げ裟さに肩をすくめて唇くちびるを吊つり上あげた。だが、その目はまったく笑っていない。

「……もちろんぼくも冗談ですませたいよ。きみほどじゃないにしても、ぼくだってこんな少女を手にかけたりしたら、後味の悪い思いをするだろうさ」

「ですが、この子は何も隠し持っていませんでした。それはもう確認ずみです」

「だったらどこに保管してあるのか、きみが聞き出してよ。――いっそこの子を始末したあとで、あの家をもう一度ゆっくり調べるって方法もないわけじゃないんだ。もう絶対に邪じや魔まは入らないんだしね」

「……それはやめてください。ぼっちゃまにそのようなことをさせたら、わたしがハーン先生に顔向けできません」

　イグレインが真剣な表情でそういうと、パトリックは溜ため息いきをついてクリスから離れた。

　クリスに歩み寄ったイグレインは、少女の身体を抱き起こすと、みずからしゃがみ込んで目線の高さを合わせ、おだやかな声で尋たずねた。

「――あなた、〝妖精の書レボル・シオグ〟をどこにやったの？」

「だから知らないっていってるのにー！」

「名前は知らなくても見たことはあるでしょう？　あの日本人――宮本先生に連れられて、あなたが初めてわたしたちと会った日、あの時に、あなたが持っていた小さな本のことよ。あれはどこにあるの？」

「だーかーらー！　クリスそんなのしーらーなーいー！　っていってるのー！」

「そんなはずはないわ。あなたは確かにあの日――」

「だいたい、クリス、おねえさんのことだって知らないもん！　きょう初めて会ったんだもん！」

「……え？」

　クリスのわめき声に、イグレインは怪け訝げんそうな表情でパトリックをかえりみた。

「イグレインを……知らない――？」

　頼りなさげな手摺に寄りかかって夜風に当たっていたパトリックは、表情を険けわしくしてクリスを見み据すえた。

「ほんの数年で見た目が大きく変わる人間の子供と違って、イグレインはあの時すでにこの姿だったはずだ！　見覚えがないわけがない！　見え透いた噓うそをつくな！」

「ウソじゃないもん！　クリスそんな昔のことなんかぜ～んぜん覚えてまっせ～ん！」

「こいつ……！」

　こまっしゃくれたクリスの言葉に、パトリックが拳こぶしを握り締める。イグレインはすかさず立ち上がり、パトリックの激発を制した。

「ぼっちゃま、落ち着いてください」

「でもさあ――！」

「どうか落ち着いて。……この少女は、本当に覚えていないのかもしれません」

　イグレインがパトリックの耳もとでそっとささやいた。

「……何だって？」

「思えばこの子を捕らえた時も妙でした。わたしのことを本当に覚えているなら、あの場で出くわした時に、もっと驚くなり抵抗するなりしていたはずです。――ですが、この少女はただきょとんとしていただけで、まったく無警戒でした」

「確かに……間の抜けた子だとは思うけど」

「あっ!?　今クリスの悪口ゆった！　間が抜けてるって悪口だよ！　そうゆうことゆったらいけないんだよ！」

　ぺたんと座り込んだまま、クリスは両足をばたばたさせて猛抗議した。だが、その愛らしいアピールにさえも、パトリックとイグレインはさらに表情を険しくしていく。

「見た目は同じだけど、あれは……別人じゃないか？」

　髪をいじりながら、パトリックは思し案あん顔がおで唸うなった。

「――あの時、彼に連れられてうちの屋敷に来た時のあの子は、もっと感情の起き伏ふくに欠けて、無口で……それこそ人形のような少女だった」

「わたしもそう記憶しています。あの時は、あれがこの少女の個性なのだと思っていたのですが――あるいはひょっとすると、あの時はまだ目め醒ざめたばかりだったのか、さもなければ目醒めてすらいなかったのかもしれません」

「そんなことってあるの？」

「断言はできませんが、そうだと仮定するなら、あの日のことをこの少女がまるで覚えていないのも説明がつきます。……そもそもこの少女が七年前のあの日に目醒めていたのだとすれば、今現在こんなに無力なはずはありません。未熟すぎます」

「だとしたら、この子は〝書〟の存在自体を覚えていない――最初から知らないという可能性もあるわけか……？」

　そうひとりごち、パトリックは親指の爪を嚙んだ。

「……早まったかな」

「ぼっちゃま……？」

「くそっ……やっぱりどんなに冷静になろうと思っても短絡的になりすぎるな、ぼくってヤツは！」

　クセっ毛をかきむしったパトリックは、苛いら立だちをそのまま目の前の手摺にぶつけた。無む造ぞう作さに蹴けり飛とばされた手摺が、ごわんと耳みみ障ざわりな音とともに大きくゆがむ。

「――だいたいあの少年だって、〝書〟のことは何も知らないなんて顔をしてるのが悪いんだ！　何も知らないなら用はないと思って、こっちは後こう顧この憂うれいを断つために始末したんだぞ!?　それをいまさら後出しで、やっぱりあっちのほうが持っていたかもしれないなんて……そんなの詐さ欺ぎじゃないか！」

「――――」

　なかばキレ気味で叫ぶパトリックをあんぐり口を開けて見ていたクリスは、その時、何かに気づいたように慌あわてて立ち上がった。

「イオリ！」

「……何？」

「イオリに何かした!?　何かしたでしょう!?　絶対した！」

「……ああ」

　こめかみを押さえて頰ほおをひくつかせていたパトリックは、自分のところへ駆かけ寄よってきたクリスを見下ろし、剃かみ刀そりのように目を細めた。

「うるさいな、きみは……そのキンキンした声でわめかれると頭痛がするよ……」

「そっ……そっちの声のほうがうるさいもん！」

　一瞬、パトリックに気け圧おされたように首をすくめたクリスは、しかし、すぐにまた口を開いて負けじと声を張りあげた。

「――それよりイオリをどうしたの!?　イオリにひどいこととかしたら、クリスが許さないよ！」

「許さない？　勘違いするなよ……許さないっていうのはぼくのセリフだろ！」

「きゃっ――」

　パトリックは不意に右手を伸ばしてクリスの襟えり首くびを摑つかむと、そのまま軽々と持ち上げた。

「ぼっちゃま!?」

「黙っていろ、イグレイン！」

　パトリックは自分をなだめようとするイグレインを怒鳴りつけた。

「――いちいちうるさいんだよ、この子供は！　どのみち、ぼくらが〝書〟を手に入れたところで、この子が生きているかぎりぼくの望みはかなえられないんだ！　だったらあとで始末するのも今ここで始末するのもいっしょだろ!?」

「う、ぐ――い、イオリ……ぃ」

「ぼっちゃま！　やめてください！　そんな幼い子に――」

「幼くても無力でもウォーライクはウォーライクだ！」

　すがりついてくるイグレインを引ひき剝はがしたパトリックは、苦しさに顔を赤くしているクリスを睨にらみつけた。

「やさしいのにも限度があるだろ、イグレイン！　こいつはきみの敵なんだぞ!?　しかもこの子は、すべてのウォーライクにとっての不倶戴天の敵になる可能性を持っている！　ならばまだ未熟なうちに始末すべきだ！」

「ですが……！」

「いまさら止めるくらいなら、どうしてぼくを〝鞘ロのー主ド〟に選んだ!?　ぼくにすべてを打ち明けてロードに選んだ以上、ぼくのやることに口を出すな、イグレイン！」

　イグレインを突き飛ばしたパトリックは、まるでゴミでも投げ捨てるかのような気安さで、右腕一本で吊り上げていたクリスをそのまま虚こ空くうに放り出した。

「――！」

　自分のロードの名前を呼ぶ少女の声が、夜風に引き裂かれて遠ざかっていく。

　イグレインは目を見開き、反射的に白い手を伸ばしたが、金髪の少女を摑むことはできなかった。

「クリスタベル……！」

　イグレインは震える手を握り締め、咄とつ嗟さに顔をそむけた。

　しかし次の瞬間、痛ましげに伏せられた瞳ひとみを見開き、パトリックを背後にかばうようにして後方に飛びのいた。

「イグレイン!?」

　鋭いパトリックの声が飛んだが、イグレインはみずからのロードを振り返りもしなかった。

「お気をつけください、ぼっちゃま……！」

「何!?」

「信じられませんが――彼が来ます」

「まさか――」

「……驚くのはそっちの勝手だが」

　いくぶんかすれがちの声がパトリックとイグレインの会話に割って入った。

「だからといって、おれまで勝手に死んだことにするんじゃねえ」

　粗そ暴ぼうな呟つぶやきとともに、赤い人影がパトリックたちの前に現れた。

　大きく肩を揺らして荒い息をつく少年は、右手に流りゆう麗れいなフォルムのファルシオンを持ち、さっきパトリックが投げ出したはずの少女を背負っていた。

「……とりあえず弁償してもらおうか。この前ウチに忍び込んで部屋を荒らしたのはおまえらだろ」

　白いシャツを真っ赤に染めた宮本伊い織おりは、そういってパトリックたちを見据えた。
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　急に胸が詰まるような苦しさを感じ、伊織は何かを吐き出した。

「ぎゅぶぁ！」

　妙な悲鳴が遠くで聞こえたような気がしたが、伊織はその声の主が誰なのかを確かめることができなかった。目は開いているはずなのに、あたりが暗くて何も見えない。

　ただ、ひどく生なま臭ぐさかった。

　その中に、ほんのかすかに甘い香りが混じっているようにも感じられたが、それが何なのかを確かめるすべも、今の伊織にはない。

　身体が冷たく、重く、指一本動かせない。

　そのうち、またあの甘い香りが近づいてきて、伊織のひび割れた唇に何かが触れた。

　その拍子に、伊織はふたたび何かを吐き出した。

「ぶえあ――あっ、あ、アナタ、ワザとやってるでしょ!?」

　怒りに満ちた少女の声に続いて、伊織の頰がぴしゃりとはたかれた。

「……？」

　そこでようやく、ぼんやりと曇くもっていた伊織の視界が開けてきた。

「ほぉらぁ！　早く起きなさい！　けっこう重いんだから！」

　ぶつくさ毒づきながら伊織の頰をぴしゃぴしゃやっているのは、なぜか顔を血で染めたルテティアだった。

「――――」

　どうやら自分はルテティアに膝ひざ枕まくらされているらしいと悟った伊織だったが、なぜそういうポジションになっているのかが判らない。まだいまひとつ焦しよう点てんの合わない瞳でルテティアの顔を見つめたまま、伊織は必死に今の状況を頭の中で整理しようとした。

「ちょっと!?　まだ足りないの？　ウソでしょ？　まったくもぉ――」

　伊織からのリアクションが薄いことに眉根を寄せていたルテティアは、ひとつ大きく溜息をつくと、長い髪をかき上げ、そっと伊織に向かって顔を伏せてきた。

「…………」

　ごくり――。

　無意識のうちに伊織の喉が鳴り、ルテティアから口移しであたえられた〝血〟を嚥えん下かした。

　その直後、伊織は激しくむせ返り、至近距離にあったルテティアの顔面に血を吐きかけていた。

「びゅわあああ～！　ぼっ、も、もうぅイヤぁ～～～！」

　ルテティアは膝に載せていた伊織を突き転がして立ち上がると、両手で顔をぬぐって泣き出した。

「こいつ絶対ワザとやってるぅ～！　もうイヤああ～！」

「……冤えん罪ざいだ」

　硬いコンクリートの上にうつぶせに転がった伊織は、何度か小さく咳せき込こんで胸に詰まっていた血をすべて吐き出すと、大きく深呼吸して身を起こした。

「……たぶん今のは、おれの肺か気管に溜たまっていた血だ。そんなところに液体が流れ込めば、それを吐き出そうとするのは肉体の自然な反応だろう。それをワザとやっているなどといわれるのは心外だ」

「ちょっとぉ……意識が戻るなりそれぇ!?」

　よろよろと立ち上がった伊織を睨ねめつけ、ルテティアは大股で詰め寄ってきた。

「ほかにもっと何かいうことがあるんじゃないの!?」

「おれが血を吐いたのは、おれの肉体が正常に戻りつつある証拠だ。おまえのやったことは無駄じゃない」

「だーかーらー！　それって誰のおかげよ？　棺ひつぎに片足突っ込みかけてたアナタがこの短時間でそこまで回復できたのは、いったい誰のおかげなわけ？」

「基本的におれは無神論者だが、たまには神サマにお祈りくらいはしてやってもいいかと思っている」

「神サマじゃないの！　ルテティアさまでしょ！」

「そう怒るな。顔が真っ赤だぞ？」

「これはあんたにブッかけられた血ですー！　……ほんっと、アナタってああいえばこういう、男のくせにべらべらとくだらない理屈ばっかり口にするんだから！」

　ルテティアはアオザイの長い裾すそを引っ張り上げ、ぼやきながら顔についた血ち糊のりをぬぐい始めた。

「……こんなに血をあたえるまで目が醒めないなんて、よっぽどアナタとわたしとじゃ相性がよくないのね」

「まあ、よくはないだろうな」

「いっておくけど、くれぐれも勘違いしないでよね？　この国での生活にはアナタが必要だし、なによりもミッチーに恨うらまれたくないから助けてあげただけなんだから」

「なるほど」

「それに、イッシュクイッパンのオンギってヤツもあるし」

「そうか」

「……ほら、アナタの眼鏡めがね。遺品にならなくてよかったわね」

「…………」

　ルテティアから受け取った眼鏡をかけ、伊織は周囲を見回した。

　まるであの時から時間が止まっていたかのように、がらんとした駐輪場には人ひと気けがなかった。もし誰かが自転車を取りにきていたら、そこに広がる血の海と冷たくなった高校生を発見し、たちまち大騒ぎになっていただろう。

　自分のみぞおちに触れ、あの傷がふさがっていることにひそかに驚きよう嘆たんしながら、伊織はルテティアを振り返った。

「おい」

「今度は何よ？」

「もしおまえがそうして欲しいなら、土下座でも何でもするが」

「はぁ？」

「おれが頼んだことではないが、実際におまえが〝血〟をくれなければあのまま死んでいただろう。これでもおまえには感謝している」

「……それがぜんぜんこっちに伝わってこないのよねえ」

「だから土下座でも何でもするといっている」

　そういって伊織がその場に膝をつこうとすると、ルテティアが眉を曇らせてそれを止めた。

「ちょっと！　そんなことしてくれなくてもいいわよ、別にもう！」

「いいのか？」

「いい！　いいわよぅ、もう！」

「それは意外だな」

「だって――」

　ルテティアは腕組みをしてそっぽを向くと、頰をふくらませて歯切れ悪く呟いた。

「何ていうか……あの子のためにそこまでさらってできちゃうアナタと、アナタにそうさせて溜りゆう飲いんを下げるわたしと、冷静になってくらべてみると、何かどう考えてもわたしのほうがちっちゃいっていうか――」

「そうだな。冷静に見なくてもおまえのほうが器が小さい」

「ちょっとぉ！」

「冗談だ」

　かすれ声で笑い、伊織は深い呼吸を繰り返した。

　ルテティアからもらったエルフィンブラッドのおかげで、致命傷とも思えた傷はどうにかふさがった。失った大量の血液はすぐには戻らないものの、ふたたび行動を起こすのに支し障しようはない。

　身体がきちんと動くことを確かめた伊織は、表情をあらためてルテティアにいった。

「――ところでものは相談なんだが」

「いいわよ、それも」

「まだ何もいっていないが」

「どうせあの子を助けにいくのに力を貸せっていうんでしょ？」

「察しがいいと助かるな」

　パトリックによって殺されかけ、あれほど苦しい思いをしたというのに、伊織はこのままクリスを諦あきらめようとは思わなかった。さっきルテティアにいった言葉――一度引き受けたからには決して途中で投げ出さないというあの言葉は、初めてクリスと出会った時から、折に触れて自分自身に言い聞かせてきたフレーズでもある。

　何より、伊織はまだクリスのことを覚えている。

　それはすなわち、クリスがまだどこかで生きていて、伊織の助けを待っているということでもあった。

「手伝ってあげてもいいけど、いくつか条件があるわ」

「何だ？」

「これからはわたしにもきちんと食事を用意すること。あの子ほどたくさんは食べないけど、代わりに甘いものが食べたいわ」

「善ぜん処しよする」

「交渉成立ね。――じゃ、はい♪」

　と、ルテティアは目をつぶった。

「……何の真ま似ねだ？」

「もうひと口ぶんくらい入れておかないと、まともに戦えないわよ？　相性が悪いせいで効率悪いんだから」

　たぶん〝血〟のことをいっているのだろう。伊織の傷を治すために、すでに口移しでさんざんエルフィンブラッドを分けてもらっているはずだが、こうして意識のある時にあらためてキスを迫られると、さすがに伊織も躊ちゆう躇ちよしないではいられなかった。

「……いまさら何を怖おじ気けづいてるの？　クリスのためでしょ？」

　片目だけを開いたルテティアは、二の足を踏ふむ伊織を見つめてにんまり笑うと、ひょいと手を伸ばして伊織の頭を抱き寄せた。

「――――」












　伊織の唇にルテティアの唇がかさなり、鉄てつ錆さびの匂いのするあたたかな血液が喉の奥へとすべり込んでくる。伊織が朦もう朧ろうとした意識の中で感じた甘い香りは、ルテティアの唇が放つ香りだったらしい。

『別にあなたをロードに選んだわけじゃないんだから、そこだけは勘違いしないでね。……ツンデレとかそういうのとは違うから、ホント』

「よくそんな言葉を知っているな」

　足元の影の中に沈んだルテティアの弁解めいた言葉に、伊織は思わず苦笑した。

『クリスを助けるまでは手伝うけど、その先は知らないわよ？　わたし、いざとなったらさっさと逃げるからね？』

「ああ」

　ルテティアと入れ替わりに影の中から飛び出してきた柄つかを握り締める。

『……何だか落ち着かないわねー』

「それはお互いさまだ。おれだってこんな武器は持ったことがない」

　高こう慢まんなルテティアは、反そりのない片刃の剣に変じていた。クリスが変じた姿より刀身が少し長く、ずっと重い。

　初めて手にする武器を軽く二、三度振り回して感触を確かめた伊織は、人通りがないことを確認してガード下の駐輪場を出ると、そのままろくな助走もなしに高こう架か線せんの上へと飛び上がった。クリスといっしょに戦っている時とくらべると、やや身体が重いような気もするが、それでも常人とはくらべものにならない身体能力であることに変わりはない。

　高架線を縁取る鉄柵の上に立った伊織は、うまくバランスを取って走り出した。

『――あの子の居場所、判るの？』

「ああ。……といっても、単なる直感だがな」

『ふぅん。そういうものなんだ……』

　そのルテティアの呟きがどこかさびしげに聞こえたのは、彼女が本当に好きな男をロードとして選べなかったから――なのかもしれない。

『そういえばさ』

「何だ？」

『前にクリスがねえ、イオリの匂いが好きだっていってたわ』

「匂い？」

　伊織は眉をひそめて反はん芻すうした。

　自分でいうのも何だが、この年代の男子としては、平均よりずっとまめに身だしなみにも気をつけているという自覚が、伊織にはある。クリスを躾しつけるためには、まず自分自身がそのへんをしっかりしなければならないと考えたからだが、にもかかわらず匂いがどうのといわれては、伊織も眉をひそめざるをえない。

『そういう意味の匂いじゃないわよぅ。もっとこう……心の匂い、的な？』

「ますます判らん」

『アナタ知ってる？』

「だから何をだ？」

『ウォーライクって、満たされてる人間にはあまり寄りつかないんだって』

「どういう意味だ？」

『要するに、ウォーライクはいろんな意味で何かが大きく欠けている人間の前にしか現れないのよ。しあわせな人間は決してロードにはなれない。……たぶん、ウォーライクは人の不幸の匂いが好きなんじゃないかしら？　少なくともわたしは、人生順じゆん風ぷう満まん帆ぱんてロードは見たことがないわね』

「そうか。……なら、おまえと叔お父じさんの相性がよくないのは、叔父さんが底抜けの楽天家で、何でもポジティブに乗り越えられるハッピーな人間だからかもな」

　伊織は目を細め、はるか前方、右手に見えてきた、赤と白のめでたい色に塗り分けられた巨大な電波塔を見つめた。




　どうして伊織に手を貸してやろうと思ったのか、実はルテティアにもよく判らない。

　伊織に平手で打たれ、幼い少女を見捨てて保身に走った女といわれたのが腹立たしかったのは事実だが、ふだんのルテティアなら、それを「だから何？」のひと言で軽く受け流せていただろう。

　ルテティアが第一に考えているのは自分自身、自分の身の安全と自分の気持ち、とにかく自分が一番大事だということに変わりはない。

　ただ、伊織に見下げられたのがなぜかショックで、怒りとはまた違った哀かなしみのようなものも確かに感じていた。

　頼より通みちへの義理も、この国での居場所を確保することも、結局は二番目、三番目の理由にすぎないのかもしれない。

　本当はルテティアは、伊織に自分を見直させたかった。

　ただ、彼女がどうしてそんなことを思ったのか――別に伊織に見下げられたままでも何も問題はないのに――その理由が見つからない。

　いや、それこそたぶん頼通への義理、自分の居場所を確保するためなのだろうと、ルテティアは強引に結論づけた。

　何より今は、わたしがそうしたいのだという自分の気持ちに、素直にしたがっただけだった。

　　　　　[image: ]

『イオリ！』

「見えてる！」

　胸騒ぎという名の勘かんに急せかされ、ハシゴも使わずに電波塔を登っていた伊織は、頭上から降ってきた金と青のカタマリに気づき、手摺から身を乗り出して左手を伸ばした。加速度のついた少女は、実際の体重の何倍もの重さを感じさせたが、エルフィンブラッドで強化された伊織の腕は、それをやすやすと受け止めた。

「おい、大丈夫か？」

「――イオリ!?」

　ぎゅっと目をつぶっていたクリスは、自分をキャッチしてくれたのが伊織だということに気づくと、全力で抱きつこうとして、しかし蜘蛛の糸で縛られているためにできずにただもがいただけだった。

　伊織はスケルトンの足場をいくつも透かして頭上を見上げ、クリスの身体に絡みついていた糸をルテティアの切っ先で切断した。

「……どうやら小細工の得意なウォーライクらしいな」

『そりゃそうでしょうよ。お子ちゃまのクリスとくらべればよっぽど芸げい達たつ者しやだわ』

「もしかして……ルゥ？」

　伊織の首っ玉にしがみついて大喜びしていたクリスは、伊織が持つファルシオンから響いてきた声に目を丸くしていた。

「へぇ……ルゥってそんなカッコに変わるんだぁ」

『感謝しなさいよ。アナタを助けるためにひと肌脱いであげたんだから』

「恩着せがましい発言は後回しだ」

　伊織はクリスを背中にしがみつかせ、足場を蹴ってジャンプした。数メートル上の足場の縁に左手をかけ、逆さか上あがりの要領で器用に上へと移動していく。

　伊織が何をしようとしているのかを察したルテティアが、刀身を震わせてわめいた。

『ちょっ……もういいじゃない！　クリスは無事に戻ってきたんだし、わざわざイグレインたちにこれ以上かかわることないでしょ!?』

「おれもクリスも殺されかけたんだ。ひと言くらい文句をいわせろ」

『それだけじゃすまないでしょ、絶対！』

「そうだ。それだけですむ話じゃない。――連中にはウチの場所も割れてるんだ。どこかでケリをつけなけりゃ、また同じことの繰り返しになる。今回はおれもクリスも助かったが、次にまたあいつらが詰めの甘さを見せてくれるとはかぎらねえしな」

『だっ――だからってわたしまで巻き込まないでよ！』

「もう巻き込まれているだろう？　おまえだって所持品をボロボロにされた被害者だ。――それともウチ以外のホームステイ先を捜さがすか？」

『ちょっと考えさせて！』

「そんな暇ひまはねえ。……もう向こうは気づいている」

　ずらりと並んだパラボラを蹴って一番上の足場に移動した伊織は、そこで自分を待ち構えていたパトリックとイグレインを見据えて呟いた。

「……とりあえず弁償してもらおうか。この前ウチに忍び込んで部屋を荒らしたのはおまえらだろ」

「宮本伊織……か」

　イグレインを押しのけるようにして前に進み出たパトリックは、目の下の筋肉を細かく痙けい攣れんさせ、憎にく々にくしげに吐き捨てた。

「親子揃そろって腹立たしいな……これ以上ぼくらの邪魔をするなよ、きみさあ」

「日本語がしゃべれるくせにまったく通じてねえな。――まずは弁償しろっていったんだよ。それとも、ガラス屋や家具屋の領収書を渡せば通じるか？　いいたいことがあるならあとで聞いてやる」

「イグレイン！」

「はい！」

　イグレインが白い手を振るうと、その指先から、何か細かな輝きが伊織に向かって走った。

「さっきの〝糸〟か……！」

　伊織はほとんど勘だけを頼りに横っ飛びにかわすと、ルテティアを逆手に持ち替え、イグレインに向かって投げつけた。

『ちょっ――!?』

「くっ……」

　イグレインがすばやく身をかわしたせいで、ルテティアはそのまま格子状の足場に突き刺さり、すぐに自分自身の影の中に沈み込んだ。

「――約束はここまでだから！」

　時を置かず影の中から飛び出してきたルテティアは、パトリックたちから距離を取って足場の縁に立つと、涼しい顔をしている伊織を睨みつけた。

「イオリ！　アナタね、生きて帰ってきたら今度は本当にドゲザさせてやるから！」

「おれの土下座なんぞ安いもんだ。……いいからさっさと失うせろ。これ以上巻き込まれたくないんだろう？」

　ひらひらと手を振ってルテティアを追い立て、伊織はクリスを胸に抱いた。

「呉ご越えつ同どう舟しゆうはここまでだ。――行くぞ、クリス」

「ねえ、イオリ」

　つぶらな瞳で伊織を間近から見つめ、クリスは尋ねた。

「もしかして……ルゥとちゅうとかした？」

「…………」

「した？　したの？」

「…………」

「したんだ！　したんでしょ!?　ちゅうってね、好きな人同士でしかやっちゃいけないんだよ!?　もしかしてイオリ、クリスよりもルゥのことが――」

「今はおしゃべりをしている場合じゃない」

　ガキのくせに一人前に焼やき餅もちを妬やいているクリスの唇をふさぎ、伊織はパトリックたちを見据えた。

　アイルランドからの来訪者たちもまた、たがいに寄り添い、本格的な戦いに備えてキスを交わしている。向こうのほうが自分たちよりも健全な構図のように見えて、伊織にはそれもまた腹立たしかった。

「〝書〟は――」

　キスを終えたイグレインが、音もなく影の中に消えていく。

「たとえ今ここで手に入れることができずとも、やがてめぐりめぐってふたたびぼくたちの前に現れるだろう。――ぼくたちが生き延び続けるかぎり、その可能性もまた生き続ける」

　淡たん々たんと呟くパトリックが、くろぐろとした影の中から引きずり出したのは、白く長い槍やりだった。

「成熟した大人の女を発育不良のガキで相手しなきゃならねえのか。いかにもキツそうだな」

「ひゃあ!?」

　抱いていたクリスを無造作にその場に落とし、伊織は犬けん歯しを覗のぞかせて笑った。

　こういってはさっきまで手助けしてくれていたルテティアに悪いが、ルテティアとクリスとでは、その〝血〟の効果がまるで違っていた。どちらも伊織の新しん陳ちん代たい謝しやを異常に促進させ、超人的な身体能力をあたえはするものの、その効果は明らかにクリスのそれのほうが高い。

　同時にもたらされる高こう揚よう感かんもまた、クリスの〝血〟のほうがはるかに強かった。パトリックたちへの敵意が戦意を高め、激憤にも似た衝動が身体の中で渦うずを巻いている。影の中から現れたクリスの柄を握り締めた時、それは早くも最高潮に達した。

「――相性ってモンがいかに大事か判ったぜ！」

「ごちゃごちゃとうるさいな！」

　伊織が走るのと同時に、パトリックもまた槍を構えてダッシュしていた。双方の中間で双方の刃が嚙み合い、激しい火花を散らす。

　鍔つば迫ぜり合いの最中、パトリックは伊織を睨みつけ、叫んだ。

「きみも！　それにきみの父親も！　どこまでぼくたちに祟たたる気だ!?」

「何だと……？」

「きみらさえ――きみの父親さえ余計なことをしなければ、おじいさまが失意のうちに亡くなることもなかった！　おじいさまを殺したのはきみの父親だ！」

「!?」

　パトリックの気迫に押し返された伊織がわずかによろめくと、離れぎわに、パトリックが軽く槍の穂ほ先さきを揺らした。

　そこにきらきらと輝く光の粒が見えたと思った時には、伊織の首に何かが絡みついていた。

「ぐ――！」

　パトリックが大きく槍を振ると、伊織の身体がすさまじい力で引っ張られ、そのまま電波塔の中央を貫く巨大な円柱に叩たたきつけられた。

『イオリ！』

「確かに……芸達者だな」

　見えにくい糸を切断し、伊織は軽く咳き込んで立ち上がった。

　そこにパトリックが猛進してくる。

　正面から突き込まれる槍をはじいて脇に逸そらし、伊織はそのまますべるようにしてパトリックの懐ふところにもぐり込むと、自分が貫ぬき手てを食くらったあたりを狙ねらって鋭い肘ひじ打うちを繰り出した。

「っと！」

　同じく肘を繰り出して伊織の一撃を受け止めたパトリックは、一瞬動きの止まった伊織のみぞおちへと膝蹴りをめり込ませた。

「ぐふ――っ」

　外から見るかぎり、伊織のみぞおちの傷は塞ふさがっている。呼吸に支障がないことから考えて、肺の傷もほぼ治ち癒ゆしているのだろう。だが、傷ついた内臓のすべてが完全に治ったわけではなかったらしい。

「……っ」

　ふたたび円柱に背中から激突した伊織は、喉の奥から込み上げてきた血の塊を強引に呑み下した。

「また傷口が開いたか――な!?」

　すぐに伊織との距離を詰め、パトリックは矢や継つぎ早ばやに突きかかってきた。

「ちっ――！」

　イグレインの穂先は、亜あ鉛えんメッキされた鋼鉄製の円柱にやすやすと穴を穿うがった。人間の肉体ならなおのこと簡単に貫通するだろう。その危険度は、パトリックの貫手など問題にならない。

　危ういところでそれをかわしながら、何とか反撃をこころみる伊織だったが、わずかな隙すきを見出して斬きり込こもうにも、パトリックはすばやく身を引いてそれをかわし、ふたたび攻守を入れ替えてくる。伊織とパトリックの技量の差という以前に、それはもう、剣と槍という武器の差から生じるものだった。

「この前は薙なぎ刀なたで今度は槍かよ……つくづくリーチ不足にゃ泣かされるぜ」

『ええっ!?　も、もしかして、クリスのせい!?』

「……気にするな。相手が悪いんだ」

　無数の傷が刻まれた柱を一瞥し、伊織は身を転がしてパトリックの攻撃を避けつつ距離を取った。

「――――」

　パトリックと対たい峙じする伊織の頰に、小さな雨あま粒つぶが跳はねた。生ぬるい風が吹き始め、ぽつりぽつりと次第に雨粒の数が増えていく。

　考えてみれば、伊織はこれまで雨や突風の中で敵と戦ったことがない。伊織が経験してきた戦場の大半は〝逢魔が刻トワイライト〟であり、あの永遠の茜あかね雲ぐもの下では天候の変化が生じることはないからである。

　どんどん激しくなっていく雨と風に、伊織は忌いま々いましげに眉をひそめた。戦いの中で手や足が雨のせいですべったりすれば、それはそのまま致命傷につながりかねない。

　そんな伊織の懸念を見抜いたかのように、パトリックはいった。

「〝門〟を開いたりしないでくれよ？」

「……何？」

「せっかく人目につかないところにいるんだ、このまま続ければいい。トワイライトなんかに入る必要はないよ。みすみすぼくたちがここにいるってことを教える必要はないだろう？」

　伊織にはパトリックのいっていることの意味が理解できなかった。

「教える……？　誰に？」

「きみは、本当に何も知らないんだな」

　思わず口をついて出た伊織の呟きに、パトリックは小さく鼻で笑った。

「――彼らに邪魔されたくないんだよ、ぼくは！」

　はじかれたように飛び出したパトリックが、横よこ殴なぐりに斬りかかってきた。

「彼らはぼくたちの戦いをずっと見ている！　〝扉〟が開かれる時の鐘かねの音を耳ざとく聞きつけてやってくるんだ！　だから……その真意が判らないうちは！　必要以上に彼らに干渉されたくないんだよ！」

「だから誰のことをいってんだって聞いてんだろうが！」

　槍の穂が正確に首筋を狙っていることを察した伊織は、危険を承知で一歩踏み込み、左の肩口でその一撃を受けた。

「……！」

　激しい衝撃に左半身がきしんだが、自分から間合いを詰めていたおかげで、長い柄の部分で打たれただけにすぎない。伊織はクリスを振りかぶり、槍を握るパトリックの手もとへと斬りつけた。パトリックの右手を落とせれば――あるいは槍を折ることさえできれば、この戦いにも決着がつく。

　しかしクリスの切っ先は、パトリックの手も斬り落とさなければ槍の柄を叩き折りさえしなかった。パトリックは咄嗟に槍を手放し、後方へと飛びすさったのである。

「！」

　がらんと落ちた槍と丸腰になったパトリックとを見くらべ、伊織はこのままパトリックと決着をつけるほうを選んだ。丸腰の相手に斬りかかるのは気が引けたが、自分が殺されかけたこと、クリスをこの高さから投げ出したことを思えば、そんな情けもたちまち霧む消しようする。

　それに、パトリックをどうにかしなければ、自分とクリスがこの先安心して暮らすこともできない。

　エルフィンブラッドによって攻撃性が高まっていたとはいえ、それはおそらく、伊織が初めて他人に対して明確な殺意をいだいた瞬間だった。

「恨むんならてめえ自身を恨め！　親おや父じだかじいさんのせいにはすんなよ！」

　駐輪場で投げかけられた言葉を皮肉を込めて投げ返し、伊織はパトリックとの距離を詰めにかかった。

「きみは甘すぎるな！」

　横殴りの雨と風の中、パトリックは叫んだ。

　その直後、伊織の左の膝が鮮血を噴き上げた。

「――!?」

　エルフィンブラッドによって痛覚がなかば麻ま痺ひしている今、痛みはさほどではない。しかし、足に力が入らず、伊織はその場に膝をついてしまった。

「――きみも甘ければウォーライクも未熟だ！　そんなきみたちが〝語フりイ部リ〟に選ばれるはずがない！」

「フィ、リ……？」

「その少女にあの〝書〟はふさわしくない！　真にあれがふさわしいのは、ぼくのイグレインだけだ！」

　勝ち誇るパトリックの右手には、いつの間にか白い槍が戻っていた。

「……！」

　槍を握る青年の右の拳に、あの蜘蛛の糸の輝きがあった。おそらく槍を手放した時には、すでにパトリックの右手はあの糸によって槍と結ばれていたのだろう。伊織の膝を斬り裂いたのは、パトリックが手た繰ぐり寄よせたイグレインにほかならない。

　パトリックはイグレインを激しく回転させ、大上段から一いつ閃せんさせた。

『イオリ！　何か……何かが引っついてくるよ！』

　イグレインの太た刀ち筋すじが際限なく生み出す光の糸が、膝を屈したままの伊織の足をその場に縫い止め、さらにはクリスを持った右腕の自由さえも封じようとしていた。

「やべえ――っ!?」

　伊織は反射的に糸を断ち切ろうとしたが、もはや右腕を動かすこともままならない。

「……ぼくは、おじいさまに代わって、イグレインを〝書〟の〝語フりイ部リ〟にしてやると誓ったんだ」

　完全に伊織の動きを封じてから、パトリックはあらためてイグレインを振り上げた。

『ぼっちゃま――』

「いうな、イグレイン！　そのためならぼくはいっさいためらわない！　恨むなら父親を恨めといったはずだぞ、宮本伊織！」

「うるせえ……っ！」

　真っ向から斬りかかってくるパトリックに対し、伊織は歯をきしらせながらクリスを強く握り締めた。

『判ったよ、イオリ！』

　クリスが悲鳴にも似た叫び声を放った刹せつ那な、伊織の右腕に絡みついていた糸がすべて一度に切断された。

「！　馬鹿な――！　〝塚守バロウキーパー〟か!?」

「よくやった、クリス！」

　臆おく病びようなクリスの能力――見えない壁を周囲に張りめぐらせる力を、クリス自身の周囲だけに集中して発生させ、それによって糸をはじき飛ばしたのである。自由を取り戻したのは右腕一本だけだったが、相手の虚きよをつく一瞬の攻防ではそれで充分だった。

　伊織は渾こん身しんの力でもってイグレインを脇に受け流し、返す一撃でパトリックの腹部に斬りつけた。

「ぐぉ……！」

『ぼっちゃま!?』

「問題、ない……！　かすり傷だ！」

　クリスの切っ先がえぐったのは、せいぜい皮と腹筋数ミリといったところだった。パトリックの言葉は強がりでも何でもない。エルフィンブラッドの影響を受けているかぎり、その程度の傷はすぐにでも塞がるのである。

「またかよ……くそっ！」

　もしパトリックが使っている武器がもっと短い――クリスと同等の長さの剣であったなら、今のカウンターでパトリックの胴体は輪切りになっていただろう。彼ひ我がのリーチの差に舌打ちしながら、伊織は下半身に絡みついた糸を切断しにかかった。

「――次はない！」

　傷の浅さを確かめたパトリックは、大きく跳ちよう躍やくして伊織を飛び越えた。

「この野郎!?」

　正面からの攻撃ならまだしも、この状態で後ろから攻撃されたら、さすがにもう防ぎきれない。伊織は首をひねって背後のパトリックを睨みつけた。

「これで終わりだ――」

　今度こその必殺を期した一撃、裂れつ帛ぱくの気合いとともに、パトリックはイグレインを高高と振りかぶった。

「待て！」

「!?」

　勝利を確信したパトリックの頰をかすめて、銀色の光の矢が飛んだ。

「この勝負、わたしが代わりに受けて立とう！」

　孤高のステージに凜とした口上とともに割って入ったのは、白銀のグレイブを手にした大おお路じ常葉ときわだった。

「先せん輩ぱい!?」

『リリオ！』

「……ようやく見つけたぞ、宮本後こう輩はい」

　一分の揺らぎもない見事な構えのまま、常葉はパトリックから伊織をかばうように立った。

「仲間がいたのか……」

　雨にぐっしょりと濡ぬれた前髪をかき上げ、パトリックは頰をひくつかせた。

『ぼっちゃま、ここはいったん退ひいたほうがよろしいかと』

「…………」

　落ち着きのあるイグレインの助言に、パトリックは無言でうなずいた。あらたに現れた初対面の敵と、ようやく下半身のいましめを断ち切って立ち上がった伊織と、双方を一度に相手にするほど、パトリックも自信過か剰じようではないということだろう。

「……まあいいさ。今夜は見逃してやるよ、宮本伊織！」

　そういうや否や、パトリックは手摺を乗り越え、雨の夜にダイブした。

「何!?」

　伊織と常葉は目を見開いて手摺に駆け寄った。

「あ……！」

　そのまま重力に引かれて落ちていったパトリックの背中に、ウォーライクが持つものとよく似た小さな光の翼が現れ、同時にその落下速度が極端に軽減した。












「飛べる――だと!?　そんな力があんのか、あいつには!?」

「経験を積んだウォーライクには、そうした能力も備わるということか……」

　悔くやしさのにじむ声で呟き、常葉はグレイブをリリオーヌの姿に戻した。もはやこの距離では、〝魔矢エルフインダート〟で撃ち落とすことも不可能だろう。

　やがてパトリックの姿は、その背中の光とともに、激しい嵐あらしの夜の闇やみに呑まれて完全に見えなくなってしまった。

「――大丈夫か、宮本後輩？」

　戦いの緊張から開放され、大きく嘆たん息そくして座り込んでしまった伊織に、常葉が心配そうに尋ねた。

「ええ、まあ。……それにしても、どうしてここが判ったんです？」

「何をいっているんだ？　きみがわたしにメールしてきたんじゃないか。この電波塔で敵と戦っているから助すけっ人とを頼むと。……切羽詰まった状況のわりには、いつになく絵え文も字じ満まん載さいのファンシーなメールだったが」

「は？」

　伊織は慌てて全身のポケットを探ったが、どこにもケータイは入っていなかった。冷静になって思い返してみれば、伊織が最後にケータイに触ふれたのは駐輪場で意識を失う寸前のことで、確かあの時伊織の手から転げ落ちたケータイは、今もルテティアが持っているはずだった。

「あいつか……！」

「どうした、宮本後輩？」

「……いえ、別に」

　ルテティアにいろいろと借りを作ってしまったことを悟さとった伊織は、今はただ苦笑するしかできなかった。

　ひさびさにリリオーヌと再会したクリスは、少し前まで泣き叫んでいたのが噓のように、この激しい雨の中ではしゃいでいる。ふたりとも全身ずぶ濡れで、帰宅したらすぐさま風呂場に直行させなければならないパターンだった。

「前にも似たようなことがあったな」

「あの時もこっちが助けられる側でしたけどね」

「いいさ。きみには返すに返せない大きな借りがある。このくらい何でもないよ」

　常葉は伊織に手を差し伸べて屈くつ託たくなく笑った。

「――あ！　ほら、イオリ！」

　常葉の手を借りて立ち上がった伊織のもとに、クリスがぶじょぶじょと湿しめった足音を鳴らしてやってきた。

「ほらほら！　クリスのゆった通りだよ！　見て！」

「……何の話だ？」

「ほら！　トキワってけっこうおっぱい大きいでしょ！」

　そういってクリスが指差したのは、雨に濡れて下着まで透すけている、常葉のワンピースの胸の部分だった。

「――――」

　無言の圧力を感じさせる常葉の一瞥に、伊織は苦にが笑わらいすら凍りつかせ、まだ何か余計なことをしゃべろうとするクリスの口を手でふさいだ。






















　ゆうべの雨も綺き麗れいに上がり、久しぶりに気持ちのよい青空が広がったその日の朝、早はや瀬せ薬くす子こは、古い本が放つ独特の匂いに目を細め、よく使い込まれたマホガニーの机の表面を指でこすっていた。

「…………」

　薬子のかたわらにはエルクドゥーンがいたが、女装の美少年はただものいいたげな表情のまま、じっと薬子の顔を見上げている。

　と、書しよ斎さいのドアが開くのに先んじて、何かを察したかのように、エルクドゥーンは眉み間けんにしわを寄せてそちらを見やった。

「――ねえ、ミッチーのお友達ってアナタのこと？」

　ドアを開けて書斎に入ってきたルテティアは、薬子をまっすぐに見つめていた。口もとはひとまず微笑ほほえみを刻んではいたけれど、そのまなざしには、決して友好的とはいいきれない剣けん呑のんな輝きが宿っている。

　机の縁ふちに寄りかかり、薬子は小さく肩をすくめた。

「誰だれ？　ミッチーって？」

「宮みや本もと頼より通みちのことよ」

「ああ、麿まろ先せん輩ぱい」

「は？」

「わたしたち後こう輩はいにとっては麿先輩」

「……どうでもいいけど、とにかくアナタ、ミッチーの知り合いなのよね？」

　眉間にしわを寄せ、ルテティアは薬子に歩み寄った。

「昔ミッチーとアナタがつき合ってたってホント？」

「……最近よくそういう話を聞くんだけど、誰がそんなでまかせをいってるわけ？」

「誰でもいいでしょ！　で、どうなの？　本当なの？」

「逆に聞くけど、あなたのいうつき合いって、どこからどこまでをいうの？」

　鼻息荒く問い詰めるルテティアに対し、薬子はあくまで余裕のある表情を崩くずしていない。薬子の陰でエルクドゥーンが声を殺して笑っているのに気づいたルテティアは、急に顔を真まっ赤かにさせながらも、薬子を睨にらむ瞳ひとみにさらに力をこめた。

「どっ、どこからって……判わかるでしょ、そのくらい！」

「どうかしら……あなたにとってはつき合ってる関係だとしても、わたしたちにとってはそうじゃない場合もあるし」

　ほっそりした顎あごに指を当て、薬子はわざとらしくいった。

「――まあ、わたし個人の認識としては、彼とつき合ったこともなければつき合おうと思ったこともないわね。だって頼通くん、女おんな癖ぐせが悪すぎるし」

「人の身内の欠席裁判ならよそでやってくださいよ、先生」

　カップとポットを満まん載さいしたトレイを持って、伊い織おりと常葉ときわがチビっ子どもを引き連つれてやってきた。

「――先生はともかく、客人の常葉先輩があれこれ手伝ってくれているというのに、居い候そうろうの身で上あげ膳ぜん据すえ膳ぜんというのはどうなんだ、おい？」

「アゲゼーヌ？　スエゼーヌ？　日本語わっかりませ～ん♪」

　ルテティアは薬子からぷいっと視線を逸そらすと、チビっ子たちを押しのけてソファに寝転んだ。

　薬子は伊織の父が使っていた椅い子すに腰を降ろし、エルクドゥーンにいった。

「エルク、クリスとリリオーヌの相手をしてあげて」

「へいへい」

「冷蔵庫にある材料は何を使ってもいいぞ」

「何だぁ？　そいつァおめえ、オレにガキどものためにメシ作れっていってんのか、宮本の？」

「あいつらをおとなしくさせておくにはそれが一番いい手だと思っただけだ」

「ま、いいけどよ」

　大おお袈げ裟さに溜ため息いきをついたエルクドゥーンは、早くもチェスマンのクッキーをほおばり始めたクリスとリリオーヌを、ふたたびキッチンへと誘導していった。

　騒音の発生源が減って――といってもほとんどはクリスでリリオーヌはオマケのようなものだが――静かになった書斎に、ダージリンのあたたかな湯気が立ち上る。

　手て馴なれた様子でお茶の用意をする伊織を眺ながめ、薬子は笑った。

「本当に主夫なのね、宮本くん」

「ま、先生よりはスキルは上でしょうね」

　しれっとして答え、伊織は白いカップを薬子の前に置いた。皮肉なことに――というべきか、伊織はこの部屋に集まっている女性たちの誰よりも料理がうまく、家事もてきぱきとこなせるだろう。

「…………」

　常葉はひとりがけのソファに座り、伊織は出窓に腰を降ろして、四人が無言で紅茶をすすった。

「――それで、そのブツっていうのは？」

「これです」

　薬子にうながされ、伊織はジーンズのポケットから小さな本を取り出した。

　この書斎にあるどの本よりも古めかしく――悪くいえば古ぼけて薄汚れた――羊よう皮ひ紙しで装そう丁ていされた本である。サイズは文庫本ほどだったが、コンパクトな辞書ほどの厚みがある。どこか古い聖書を思わせるたたずまいのある本だった。

　だらりと寝そべっていたルテティアが、それを見て身を起こした。

「何それ？」

「この前おまえがウチに転がり込んできた時、叔お父じさんの部屋を掃除しようと思って、クローゼットの中にあった棺ひつぎを運び出した」

「棺？　クリスが中に入っていたっていう？」

「ええ。いい加減邪じや魔まだったんで、バラしてゴミに出そうかと思ったんですが、その時に、中敷きのクッションに細工があるのに気づいたんですよ。……そのクッションの中に隠されていたんです」

　テーブルの上にその本を置き、伊織はふたたびティーカップを手に取った。

　常葉は伊織を見やり、

「……見ていいかい、宮本後輩？」

「いいですよ。特に面白くも何ともないですけど」

「面白くない……？」

　常葉は慎重にその本を手に取って開いた。椅子に座っていた薬子も、それに常葉の向かいに座っていたルテティアも、わざわざ常葉の後ろに回り込んで、くだんの本を覗のぞき込こむ。

　しかし、そこには何も記されていなかった。表紙から背表紙、裏表紙、そしてセピアに褪たい色しよくしたすべてのページのどこにも、アルファベットの一文字すら記されていない。まったくの白紙の本だった。

　女たちの視線がいっせいに伊織に集中した。

「イオリ！　何よ、これ？」

「知るか。……ただ、どうも連中はそいつが狙いだったらしい」

「えっ？」

　ルテティアは眉まゆをひそめて立ち上がった。

「それじゃナニよ？　こんなわけの判らないもののために、わたしの部屋が荒らされたわけ!?」

「おまえの部屋じゃない。叔父さんの部屋だ」

「細かいことはどうでもいいの！」

「宮本くん」

　常葉から渡された本のページを繰くりながら、薬子は低い声でいった。

「――あなた以前、狙われそうなものに心当たりはないっていってなかった？」

「すいません。まさかこんなものが目当てだとは思わなかったんですよ」

　どこか責めるような薬子の問いに、伊織は悪びれることなく答えた。

「しかし宮本後輩、この本が隠されていた棺は、忍び込んできたあのふたりに破壊されたんだろう？　その時によく気づかれなかったものだな」

「ああ、その時にはもう別の場所に移して保管してましたから」

「別の場所？」

「銀行の貸金庫ですよ。何しろボロい家なんで、本当に大事なものはあらかた預けてあるんです。で、この本も見つけたその日のうちに預けておいたと」

「そのへんの事情はともかく」

　ぱたりと本を閉じ、机の上に置いた薬子は、腕を組んで嘆たん息そくした。

「――問題は、この本にいったいどういう価値があるかってことじゃない？」

「どう見ても、その古さ以外に何の価値もなさそうな本ですけどね」

　空からになったカップをソーサーに置き、伊織は出窓の外を見やった。

　今年の梅つ雨ゆも間もなく終わりを告げようとしていた。明け方までの雨に濡ぬれた木々はその緑をいよいよあざやかにさせ、照りつける陽射しは地に落ちた影をますます濃くする。

　不意に感じた蒸し暑さに、伊織はシャツの襟えりもとのボタンをもうひとつはずし、机の上に置かれた本を振り返った。

「……これ、古本屋か古紙回収に出したら、どうなりますかね？」

　冗じよう談だんのつもりはなかったが、薬子と常葉はぴくりとも笑わなかった。

　ただルテティアだけが、いぶかしげな表情で首をひねっていた。







　あとがき




　フランスにはフレンチトーストがないそうです。

　というか、現代のフランスでは、いわゆるフレンチトーストというものをフレンチトーストとは呼ばないそうです。確かパン・ベルデュとかいう名前だったと思いますが、日本でいえば「おばあちゃんの味」的な、もしかするとやや野や暮ぼったい食べ物のように認識されているのかもしれません。

　少なくともパリに住んでいるフランス人は、日本人がフレンチトーストと呼んでいるものを、そうめったに食べることはない、というお話でした。




　みなさんこんにちは、嬉うれし野の秋あき彦ひこです。『彼かの女じよは戦争妖精ウオーライク』の第三巻、いかがだったでしょうか？　ページ数の関係上、前回のあとがきはわずか一ページしかなかったので、今回は合わせて二巻のお話もします。

　第二巻といえば常葉ときわ先輩にリリオーヌに健けん二じさんにマラハイドですが（多いね、どうも）、本来、けんちゃんまーちゃんのふたりは、第二巻のラストで死ぬはずだったんですよね。当初は明らかに嚙かませ犬キャラとして設定されていて（特に健二……）、ちょっとチンピラっぽいのはその名残なごりです。

　でもね、担当のＮさんがね、いうわけですよ。「このキャラはここで死なせるには惜しいですね！」って。でまあ、ぼくも健二くんにはやや思い入れができつつあったので、それじゃあちょっと死なすのやめようかと。今にして思えば、そのあとけんちゃんまーちゃんで短編一本書いたわけですから、死なせなくて正解でした。

　あと、リリオーヌの口くち癖ぐせ、あの「……ぬぅ」っていうのも、確か最初はまったく考えてなくて、再校の段階でつけ足したような覚えがあります。どうして美少女にあんな寡か黙もくなオッサンみたいな口癖をつけようと思ったのか、自分でもよく覚えていません。きっとその時のぼくは、何かにあやつられていたのでしょう。

　……というわけで、作家というのはけっこう行き当たりばったりな人種だというお話でした。




　さて、それではようやく三巻のお話。

　――に入る前に、確か第二巻のあとがきでも似たような告知をした覚えがあるんですけど、この本が発売される頃（少し前かな？）、ファミ通文庫公式サイト「FB online」で、『彼女は戦争妖精』の短編の新作が掲載されます。ちょうどこの第三巻で本格的に登場した新顔のルテティアと、伊い織おりの若い叔お父じさんミッチーの、フランスでのエピソードです。

　本編のほうでは語られないあれやこれやなどがちりばめられているというか、相互にリンクしているというか、さりげなく重要なことが明かされたりもしているので、この新刊と合わせてぜひご一読いただければと思います。タダだしね。

　ということであらためて第三巻。第三巻といえばルゥです（ひとまずパトリックは置いておくぜ！）。

　当初の設定では、ルゥは年齢的には伊織とほぼ同世代で、伊織をからかっては赤面させるちょっと小悪魔系美少女のはずでした。がしかし、実際に書き始めてみると、あの伊織が同世代相手にうろたえる姿というのがどうにも思い浮かばない。さまにならないというか、とにかく伊織らしくないのですよ。たとえ心の中であたふたしていても、それを顔には出さないふてぶてしさが伊織らしさなわけで。

　それに、もしそういう分野（？）で伊織を狼ろう狽ばいさせるとしたら、それはたぶん薬くす子こ先生もしくは常葉先輩の役どころだなという気もしますし。

　ということを考えた結果、ルゥはああいう子になりました。たぶん彼女の素は、物語後半の、「ぎゅぶあ！」に凝ぎよう縮しゆくされていると思います。

　まあ、可愛いですけどね。




　というわけで、今回のあとがきもそろそろおしまい。このへんで、お世話になったみなさまがたへのお礼の言葉を。

　毎回ミニヴィネットみたいなカバーイラストを考えてくれるフルーツパンチ先生、消えるはずのキャラに毎回「もったいないっすね！」という編集担当ミスターＮ、そしてお馴な染じみデザインの伸しん童どう舎しやさま、前回のぶんも含めてありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。

　さてさて、次回のお目見えがごく普通に今回の続きの第四巻となるのか、それともちょうどいい具合に溜たまった短編を持ってきてうんぬんとなるのか、それはまだちょっと判らないのですが、ともあれ、次回のあとがきページでお会いしましょう。

　それじゃ！





嬉野秋彦
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